
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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　あまねく生命の源、白宝の大地ミスランティアを司る【白葬女神ネクロフィア】。

　希望と未来を予見せし、漆ク黒ロのノ天ア空スを統べる【封神の闇棺ブラキオ】。

　白き朝と黒き夜が交われば、自由と放浪を愛する【灰世の神グレイ】が生まれた。

　偉大なる三神は他の神々を招致し、世界にさらなる色を施す。

　深き大海と万物の理ことわり、蒼そう穹きゅうなる循環を生みし【流麗の青せい群ぐん神ブルフェス】。

　豊ほう穣じょうと不滅、生命の営みを宿す【再生の緑りょく界かい神グリンダ】。

　富と権威、力の根源たる【黄たそ昏がれ神ゴルディネ】。

　情熱と破壊、進化の炎をもたらす【鮮血の緋ひ翼よく神レイディア】。

　暴風と絶雷、狂楽に染まりし【紫し姫き神パプリシャ】。

「灰」を除いた尊き七聖神によって世界が創造されると、天に七色の架け橋が生じた。そこより生まれいずるは【虹色の女神イリス】。

　自由と旅を好む灰神グレイと、全ての可能性を秘めたる虹イ女リ神スは互いに惹ひかれ合い、新たなる子を世界に誕生させた。

　神々の血を色濃く受け継いだ【神人デウス】である。さらに神デのウ子スらは互いを愛し、次々と子を生み出していった。

　全ては順調に見えたが、神デのウ子スらの系譜へ密かに手を加え、自らの色を混入した者がいた。七聖神に対立する神々だ。

【冥府の哀あい神アビス】によって、理性を守護する青には暗き藍あい色が落とされた。

【強欲神ダイダロス】によって、魂の源流となる黄に濃い橙だいだい色が落とされた。

　そうして生まれたのが十色の、神々の意思と血が薄まった存在。人間である。

　人間である我々は各色の力が相殺し合い、各種の力を上手に引き出すことはできない劣悪な生物であった。

　この事に七聖神は大いに嘆き、我々をお見捨てになった。しかし、各色の理を人々に辛抱強く教えてくださったのが全人類の母、虹色の女神イリスであった。

　虹色の女神こそ、人類の導き手。救済の地へと誘う唯一無二の神なのだ。




　しかし、神々を脅かす色も存在する──

　原初の白びゃっ黒こくを併せ持ち、灰よりも強大な力を秘めたる色。

　それは七色の何者にも染まらぬ傲慢さと気高さをまとい、眩まばゆい輝きを放つ【白銀】に他ならない。その銀光はやがて多くの理を崩す異端となろう。

　眠れぬ夜の後には必ず日ひが昇り、容赦なく銀麗が私達を照らし出す。そして現実へと駆り立てるのだ。




【online gameクラン・クラン】虹ア色ルのコ女・神イ教リ会ス　七聖教典より





プロローグ







『一緒の学校に通えなくても、会いに行きますからね』




　古こ都と塚づかももこのつぶらな瞳が不安そうに揺れる。

　小学６年の女子にしては小柄な部類の彼女が、細い手を懸命に伸ばし、俺の服の端を摘まんだ。

　誰かに見られでもしたら、からかわれる案件なのでそっと彼女の細腕を摑つかんで離す。最近ちょっとだけ柔らかくなって、その優しい感触が心地よい、なんて思いながらも無表情で彼女を見つめる。

『別々の中学に通うってなっても、問題ないだろ。それより、新しい家族とは順調？』

『は、はい……』

　ももこが俺の問いに力なく頷うなずけば、真っすぐな黒髪がふわりと波打つ。滝みたいにサラサラと流れる長髪の清々しさとは反対に、彼女の表情には陰りが見えた。

　雪のように真っ白な肌は一点の曇りもなく綺き麗れいで眩まばゆい。だからこそ、顔に浮かんだ暗さが一際目立つ。

　事故で両親を失い、親戚に引き取られるといった彼女の境遇がその闇を濃くしているのはわかっている。それでも小学３年から付き合いのある俺としては、どうにか励ませないものかと頭を悩ます。

『……何かあったら俺に何でも言って。俺にできる事は少ないだろうけど』

『は、はいっ』

　人より少しぽーっとしている事が多いももこは、小学校中学年の時からよくいじられていた。その中にはいじめに近い行為もあった。しかし、その優れた容姿や穏やかな所作が密かにクラスの男子内で、人気を呼んでいるのを俺は知っている。何度かその事実を彼女に告げた事もあるけれど、やっぱりいつもどこか自信なさげに縮こまっている。それでも若芽が陽を浴びていつかは花を咲かせるように、彼女もゆっくりとその身体を伸ばし、心を大きく成長させていくのだろう。

『その訊じん太た郎ろうくん……』

『ん……？』

　そんな風に思えるほどには、ももこの表情に温かみが戻った気がする。

『ありがとうございます』

『何もしてないって。普通な事しか言えてない』

　律義にお礼なんて口にしなくてもいいのに。

『ふふ。あ、それと』

『ん？』

　ふわっと花が咲くように、ももこの顔に笑みが広がる。

『ご卒業、おめでとう、です』

『あぁ、ももこもな』

　卒業式が終わると同時に、一目散にももこが俺の方へと駆けてきたのは数分前の事。彼女は『ずっと言えてなかった事があって……』と前置きをしてから、俺とは違う中学に通うとの内容を打ち明けてきた。同じ中学に上がると思いこんでいた俺としては少々驚くことがあっても、それを不快に感じることはない。

　どうやら亡くなった彼女の父は日本有数の名家の出自だったらしく、そっち関係の親戚に引き取られた流れで、私立のお嬢様中学校へ通学する運びになったそうだ。

『ももこちゃん！　一緒に写真撮ろー？』

『早く、こっちおいで～！』

　女子友達に呼ばれたももこが、そちらへと振り返る。

『行ってこいよ』

　と促せば、こくりと頷く。

　そうして女子の輪へと走り出したももこだったけど、なぜか途中で立ち止まってこちらへと向き直った。

『あっ、訊太郎くん！　今までと変わらず、これからも──』

　くるりと回転し、長い髪を耳にかけたももこはニコリと笑う。

『たくさん、たくさん、わたしと遊んでくださいね』

　そうしてトコトコとこちらへと戻ってきた。

『訊太郎くん。約束ですよ』

『はいはい、わかったから』

　義妹いもうとのミシェルにやるように頭をぽんぽんとしてやれば、顔が一層ほころんだ。頰ほおに朱がさし、とても幸せそうにはにかむ。そんなももこに対し、ちょっと照れくさくなったのでわざと語気を素っ気なくしてしまう。

『ほらさっさと行ってこい。あいつらが呼んでるぞ』

　そういえば、ちょっとつまらなそうな顔でジッと俺を見つめ、それから数秒して女子陣へと駆けていく。

　ももこのどこか嬉うれしそうな背中をしばらく眺め、俺も友達の方へと向かった。

　こうして俺たちは互いに６年通い続けた小学校を卒業した。




　ももこを安心させるためにあんな風に返事をしたものの、実際に中学へと上がれば彼女と絡む事は少なくなった。

　当たり前だ。お互いがそれなりに忙しくなって、同じ学校でもなければ顔を合わせる機会なんてほとんどない。それでもたまに、あいつはわざわざウチにまで会いに来てくれたりした。




◇




「古都塚ももこ、か……」

　ちょっとくすぐったい気分で、右手で胸を押さえ、俺はそっと目を見開く。

　懐かしい夢を見たな。

　そんな風に思いながら、もそもそとベッドの上を転がる。

　うん、やっぱり広い。

　すっかり小さくなってしまった俺の身体には、このベッドは大き過ぎる。その分、のびのびできるし、何回も縦に寝返りを打てるから少し楽しい。これは女体化してから悪い気分にならなかった数少ないポイントだ。

　なんてポジティブに考えながら上半身だけを起こしてみれば、改めてやっぱり自分は美少女のままだと認識させられる。顔の両端からは輝く銀髪が揺れ動き、手足は元の身体と比べて短く細い。

「はぁ……」

　寝起き早々に沈む気持ちを上げようと、カーテンの隙間から差し込む光を見つめる。向き合わないとダメだ、そう思いながら静かに息を吐く。

「早く……性転化病にかかった事を伝えないと、なんだよな……」

　俺が平凡な男子高校生になれて、平和な生活を送れているのは姉や義妹、両親のおかげでもある。

　そして親友の晃こう夜やや夕ゆう輝きが傍そばにいてくれたから……茜あかねちゃんという好きな人もできて、ウン告コく白はくは無惨な結果になってはしまったけれど人並みに恋する事もできた。

　しかし今の俺の身体は────

　話題の『性転化病』を患い、幼い銀髪の美少女となってしまっている。

　男子高校生の俺が幼女になっているとか、笑えない。

「この症状をみんなに言わないと……か」

　そう口には出してみるものの暗あん澹たんたる憂鬱に引っ張られ、重くなった全身が容易くは行動してくれない。

　家族に心配をかけるのが嫌だ。何より、この身体が元に戻らないと診断された時の恐怖が心を蝕むしばみ、幼女化した事態を告げたくないと叫ぶ。

　そして親友たちが今の俺の身体を見て、果たして今まで通りの態度で受け入れてくれるのか。不安が加速するなか、現実逃避も甚はなはだしい愚かな行為をしているのはわかっている。

　それでも人間ってのは弱いもので、ダメだとわかっていても逃げたくなってしまう。

「ほんと、笑えないな」

　自嘲気味に呟つぶやきながら、ふと苦難の中でも笑えてた奴の事を思い出す。

　夢の中の無邪気なももこの笑顔が、俺の背中を押すみたいに陽だまりのような温かさを届けてくれる。夏休み二日目は、しばらく会ってない腐れ縁の微笑みを思い浮かべる事で始まった。





１話　空猛き賢者と白銀を冠す天使







「ジョージ、昨夜は俺のために暴れてくれたでしょ？　ありがとう」

　朝から落ち着かなかった俺が取った選択は、午前中からクラン・クランへとインする事だった。

　何だかんだと、結局は居心地のいいネトゲの世界に来ては、フレンドでもあるジョージに昨日の騒動に対するお礼を述べに行ったのである。

「可愛い天使ちゅわんがキルされちゃったのよぉン？　女友達として、当然だわン♪」

　褐色系細マッチョの店主はカウンターに片肘をつき、両目閉じウィンクをバッチリと決めてくる。

「傭ク兵ラ団ン『百鬼夜行』と『百騎夜行』の仲が悪いのは聞いていたけどォん、まさか天使ちゅわんも『戦争』に関わっちゃうなんて。さーっそく、タ・ノ・シ・イ・冒険をしてるじゃないのん♪」

　傭ク兵ラ団ン『百鬼夜行』のグレン君らと対たい峙じし、親友の晃こう夜やや夕ゆう輝きと共に戦ったのは記憶に新しい。ＰｖＰの興奮や達成感、仲間と勝利の喜びをかみしめたのも束の間、ちょっとした油断で俺は簡単にキルされてしまった。

　その後は『百鬼夜行』vs野次馬の構図となって戦端は広がり、果てはドンパチお祭り騒ぎになっていた。その中にジョージや姉あねの姿が見受けられ、傭兵プレイヤーたちを鬼神のごとき勢いで屠ほふっていたのは圧巻だったな。

「俺は外部からちょこっと手を貸しただけだよ。まだ傭ク兵ラ団ンには加入してないんだ」

　ちなみにジョージから『堅苦しい敬語はいらない』と言われ、本日から敬語を抜いてのお喋しゃべりをしている。

「それにしても、負けるって悔しいね……」

「そうねぇん。そういえばキルされてドロップしちゃったモノはなんだったのぉん？」

「『翠玉エメラルドの涙』と17エソを取られちゃったかな」

「天使ちゅわんお手製の回復ポーションがン!?　キルした奴の頭をちょっと叩たたき割ってこようかしら。そいつの名前を教えてッ☆」

　ジョージはニコリと笑っているが、さっきより声が異様に野太くて低い。さらにこめかみには、ビキビキと筋が走り始めていてけっこう怖い。

「え？　あ、いや、別に仕返しとかはいらないよ？」

　夕輝と晃夜、それにシズクちゃんとゆらちーからお礼をたくさん述べられ、何か困ったことがあったら遠慮なく傭ク兵ラ団ン『百騎夜行』を頼ってくれと言われている。

　現実の親友たち以外にもシズクちゃんやゆらちーという、一緒に冒険できる仲間が増えただけでも俺にとっては僥ぎょう倖こうなのだ。

「あらぁん♪　天使ちゃんは優しいのねぇん。でもほんっと、装備とかドロップしちゃったらあちきに言ってねぇン！　地獄の果てまで追いかけて、取り返してあげるぅん☆」

「いやいや、怖いから」

　なんてジョージと適当に会話をしてるだけでも、俺の心の内にあったモヤモヤはいくらか晴れていく。ネトゲっていうのはやってみると不思議なもので……現実と関わり合いがない相手だから、気軽に接することができる。

「なぁ、ジョージ」

　ここでの発言や相談事は、現実でのしがらみがないからこそ気負わずに済む。

　例えばクラスメイトに自分の好きな人や誰かの悪口を言えば、それをバラされるかもしれない。そうなると今までの人間関係に少なからず変化が生じ、それは気まずかったり、険悪な雰囲気だったりとリスクが常に伴う。でもここでの友達なら、そんな危険はない。

　そうと気付けば、女体化についてジョージに打ち明けてみようか、といった考えがムクリと芽生えた。

「もし、っもしさ……ジョージが性転化しちゃったらどうする？」

　これがクラスメイトだったりしたら、どんな風に捉えられるかわからない。からかわれるかもしれないし、何かと負の感情に発展することもある。でも、ジョージなら……この世界で良くしてくれたジョージなら、きっと変にいじってきたりはしないはず。

　外見が色黒マッチョなナイスガイでも、口調がお姉さんなジョージなら、真摯に俺の質問を受けとめてくれそうで……。

　俺の今の見た目は少女。でも心は男子高校生。

　そのことを、ジョージも何か察しているような気がする。だから、そっとジョージの顔を覗のぞけば、こちらをジッと見つめ返してきた。俺はその瞳から目を逸らしてはうつむいてしまう。

　やっぱり急に変な事を言ってしまったのではないか？　失礼に値する疑問を浴びせたのではないか？

　思わずそんな思考が濁流のように押し寄せてきて、少しだけ手が震えてしまった。いろんな不安が混ぜこぜになって、後悔と恐怖の波が一気に迫ってくる。

「性転化？　別にそんなのは関係ないわねぇん」

「……えっ？」

　俺の内心を知ってか知らずか、ジョージはあっけらかんと答える。予想外過ぎるその反応につい呆ほうけてしまった俺。

　驚きに溢あふれた俺に構わず、ジョージは俺の震える手に自身の手をそっと添そえてきた。握るでもなく、包むでもなく、ただ優しく触れたのだ。そして数秒が経ってから、ゆっくりとジョージの熱は離れていった。

「だって、あちきはあちきだものん。性別なんて関係あるかしら？　肉体の差異はあるかもだけどぉん、どう生きるかは今のままと変わりないわねぇン♪」

「ジョージはジョージのまま……」

　俺は、俺のまま……？

「まぁ、あちきが少数派ってのは自覚しているわぁん。でもね、世界は理不尽だとか、人類は狂ってるだとか、そんな大層なお話なんてどうでもいいのよ」

　人生の先輩は、バチッと両目閉じウィンクをかましてくる。

「自分らしく、生きなさいな♪　人の心なんてわからない事だらけだから、衝突もするしぃん？　そりゃあ辛い思いの一つや二つ、誰だって抱える時はあるわぁん……でも、不思議に満ち溢れているって思えれば素敵でしょぉん？」

　ニカッと笑うフレンドがやけに眩まぶしい。

「一つずつ知っていく楽しみは、もう味わったでしょ？　このクラン・クランでね？」

　攻略情報がネットに出回らない仕様、未知の領域を踏破する楽しみ。そしてＰｖＰで協力する楽しさや、負けた時の悔しさ。人生も同じようなものだと。

「ありがとう、ジョージ。とても参考になったよ」

　けれど俺はジョージみたいに、自分に自信を持ってこんな風に思える事はなかった……だから『はぁーっ』と溜ため息いきをついては、カウンターにぺたーっとだらしなくつっぷす。

「まったくぅん。天使ちゃんったらぁん♪　キャ・ワ・イ・イッ☆」

　そんな風にして、午前中はジョージとだらだら過ごすと今決めた。これが心地よいのだ。なんだかんだで、この店にいることが多いような気もするが問題ないだろう。

　客が、人のいないこの閑散としているが居心地のいい空間が、わりとお気に入りになりつつある。

　店内もお洒しゃ落れだし。

『カラン、カラ～ン』

　と、吞のん気きにぐだっていると、この店では決して鳴るはずのない扉にとりつけてあった来客用の鈴の音が響く。

「え」

　俺は驚き半分、疑惑半分の心持ちでドアの方へと顔を上げる。

「あらあら～ん、いらっしゃいませぇん♪」

　輝剣アーツ屋スキル☆ジョージに来店したのは、濃紺のローブに身を包み、とんがり帽子を目深にかぶった少女だった。
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　スカイブルーの髪をシャギーの入ったショートボブにしている美少女。

「ん、んんんぅ～？」

　ジョージがおめめをパチクリと何度も瞬かせ、のどちんこがじっくり観察できるほどに大口を開けた。

「え、え、ぇぇえええんっ？　あれって、あの、本物ぉ？　ほわっつぅ？」

　確かにジョージがその人物を目にして驚くのも無理はないのだが、首を90度カクッと曲げながら、プルプルするのはやめてほしい。

　けっこう本気で、ちょっとこう、ビジュアル面でヤバいよ。

　ジョージの百面相のエグさはこの際スルーで、俺はそのお客様の頭上を見る。

『賢者ミソラ』と表記されているそれは、れっきとしたＮＰＣだと指し示す緑色。

「あるれ、あれれ、やっとタロちゃんに会えた。今日はいい天気だね？　だよね？」

　ベータテスト期間から今の今まで、どの傭兵プレイヤーたちも見つける事ができなかった謎のＮＰＣ。

　噂うわさだけが一人歩きをし、ついには実在すら疑われていた超有名キャラクター。

　賢者ミソラが俺に会釈したのだった。




◇




「ちょ、ちょ、ちょっとぉん！　天使ちゅぁん！　これは一体全体なにがおこってるのン!?」

　狼ろう狽ばいを隠しきれないジョージは、俺に説明を求めてくる。

　誰も会ったことのない噂だけの存在、賢者ミソラを前にかなり動揺しているようだ。

　しかも件くだんの賢者ミソラが、俺に挨拶をしてくる状況はジョージをさらなる混乱へと招いたらしい。

「え、えっと……」

　俺は困ったように、ミソラさんを見る。

　どこまで言っていいのか、わからないからだ。隠しエリア【宝石を生む森クリステアリー】の事や、そこに住む妖精たちやミソラさんに関する情報は口外禁止を言い渡されている。その約束さえ守れば、クリステアリーでの定期的な素材採取はしまくりという好条件を出されているので、錬金術士として下手な発言は許されない。

「そこな店主、タロちゃんを詮索するのはよしてあげてほしいわ、ほしいな。彼女にはわたしの事を誰かに言ってしまうのを禁じているの、いるんだよ」

　ミソラさんはそう言って、助け船を出してくれた。

「そ、そぉなのぉん……？」

「あ、あの、ミソラさん。どうして急に先駆都市ミケランジェロに？」

　ＮＰＣに妙な説明をされて、はてなマークだらけのジョージを脇わきに、俺はなぜ彼女がここにいるかを質問する。

　すると賢者ミソラは薄っぺらい胸を張り、コツンッと右手に持った杖つえで床を叩いた。

「仮にもこのわたし、賢者ミソラが『空魔法スキル』を伝授しようとしている娘この反応が一瞬だけど消えたのよ。それは心配もするよ、するさ」

「そ、そ、空魔法スキルぅん!?」

　聞き慣れないスキル名に叫ぶジョージ。

　ここは放置の方が、話が進みそうなので先を促す。

「反応が消えたって……どういうことです？」

「一瞬だけ、タロちゃんの魂が消えた気がしたわ、したの」

「それってキルされたことじゃないかしらぁん？」

　ジョージが口を挟むと、ミソラさんはジョージを冷徹に睨にらんだ。

「何か、人間共によからぬ事をされたのではないよね？　だよね？」

　ジョージを上から下まで、絶対零度の眼光で冷ややかにねめつけるミソラさん。そんな彼女に俺は慌てて、フォローを入れる。

「ちょっとミソラさん。このジョージという人は、俺がいつもお世話になっているフレンドです。俺に酷い事はしないですよ」

「あらぁん、天使ちゅわぁん。あちきのこと、ソ・ン・ナ・ふぅに思っていたのねぇン♪」

　両手をギュッと合わせて握り、腰をクネクネさせて照れるジョージ。

「…………本当に大丈夫なのかしら？　なのかな？」

　そんな異様なポーズ集を見せつけるジョージに、引きつった顔を向ける賢者さん。

「は、はい」

　俺がコクコクと頷うなずくとミソラさんはハァと溜息をつき、ジョージに挨拶した。

「店主、先ほどの非礼はお詫わびするわ、するよ。タロちゃんをこれからもよろしくお願いね、お願いだよ」

「も・ち・の・ロンっ☆」

「……ふぅ、ほぅ。じゃあ、タロちゃんが無事だというのも確認がとれたことだし、次の用件に移うつりましょう、移ろうか」

「用件、ですか？」

「えぇ。近々、『妖精の舞踏会』という催しを人間たちが行うそうね？　そうだよ？」

「妖精の舞踏会？」

　俺はジョージへと振り返るが、首を左右にフルフルと振っている。

　この様子だと情報通のジョージですら知らないということになる。

「あるれ、あれれ。確か、この都市ではテアリーの小僧が主催をすると聞いたのだけれど」

　ミソラさんの言に、ジョージが疑問の声を上げる。

「テアリーって、聞いた名ねぇん……ん、んぅんっん！　思い出したわぁん！　ＮＰＣのテアリー公ね！　この先駆都市ミケランジェロの神兵デウスの名門、テアリー家！　そういえばテアリー公が賢者ミソラの存在をほのめかしていた張本人よぉん！」

　青鎧ブルーメタルの神兵デウス……あの傭兵プレイヤー同士の争いに介入する、治安維持隊みたいな働きをしているＮＰＣの名門？　そんなのあるんだ。

「あるれ、あれれ。テアリーの小僧は、わたしの事を口外しているのね？　いるんだね？」

　スッと視線が鋭くなるミソラさん。

「あぁんっ、そ、そのぉん……」

　不穏な空気を悟り、しどろもどろになるジョージ。

「まぁいいわ、いいよ。というわけでタロちゃん」

　ふわりと膝を曲げ、上品に頭を下げたミソラさん。およそＮＰＣらしからぬ挙動で、不意に森の賢人は俺の右手を取った。

「先駆都市ミケランジェロを、わたしに案内してほしいの、ほしいんだ」

　空より薄い青色の瞳をゆるやかに細め、優しく微笑む賢者にちょっとたじろいでしまう。

「えっと、なぜ……？」

「あるれ、あれれ。こう言えばわかるかな？　わかるよね？」

　彼女はお互いの鼻が触れるくらいの距離まで顔を接近させてきた。

　ち、近いですよ。

　内心の動揺をひた隠し、賢者さんのお言葉を待つこと数瞬。

「わたしがタロちゃんとデートをしたいの」
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「あの、ミソラさんが言っていた『妖精の舞踏会』と、ここを案内するのにどういった関係が？」

　あれから流れでミソラさんに引きずられ、ミケランジェロの街道を案内している。

「あるれ、あれれ、まだわからないの？　わからないか」

　そう言って、俺の反応をどこか楽しむように横を歩く賢者ミソラさん。

　道行く人が、チラッとこっちを見てはコソコソと何か話しているのが非常に気になる。

「はい……わかりません」

「ふむ、ほむ。今はそんなことよりも、わたしとこの街を楽しもっか、楽しんじゃおう」

　そう言って、彼女は周囲をキョロキョロと見て回る。疑問の種は植え付けられたままだけど、そんな賢者さんの様子を見て、俺は初めて先駆都市ミケランジェロを訪れた時の自分を思い出した。真新しいものを目にして興奮する子供のように、あたりをひっきりなしに見渡すミソラさんにはどこか微笑ましいものがあった。

　周りの視線が少々不快だが、彼女の楽しそうな表情を見ることができたと思うと、これぐらいはお釣りが大量にくる。

　ＮＰＣとはいえ、彼女は青髪の美少女。

　歳の頃も見た目だけは16歳前後。こんな女子とＶＲＭＭＯの中とは言え、街を一緒に歩きデートなどという体験。嬉うれしくないわけがない。

　しかも、さっきからずっと彼女の左手は俺の右手と繫つながっている。

　ＮＰＣ相手とわかっていても、男子としては気持ちが舞い上がってしまう。これで相手がウン告コく白はくをかましてしまった茜あかねちゃんだったら、もっと嬉しかったに違いない。

　茜ちゃんへの告白が万が一、上手くいってたら……今頃はリアルでこうやってデートとかしていたりしたのだろうか。

　…………。

　……。

　やめよう。

　せっかくの幸せ気分が沈んじゃう。

「タロちゃん？　どうかしたのかしら？　どうしたのかな？」

　心配そうに顔を覗いてくるミソラさん。

　これは失礼をしてしまった。今はミソラさんとデート中なのに、他の女子の事を考えてしまうなど男子の風上にも置けない。

「いえ、な、何でもないです」

「ふむ、ほむ。じゃあタロちゃん、なにか美味しいものをわたしは所望するわ、するよ」

　美味しいもの……と言われましても。

　俺もミケランジェロに関しては昨日来たばかりで、主要な施設以外は詳しくはないです。

　そもそも、ＶＲＭＭＯ内でご飯を食べれる施設があったなんて初耳だ。しかし、ここはまがりなりにも男である俺がエスコートせねばならないんだろうな。

「あの、ミソラさん。少し待ってもらってもいいですか？」

「ふむ、ほむ。もちろんいいわ、いいよ」

　俺は急いで、フレンドリストを確認する。

　現在、ログインしているメンバーは夕輝と晃夜のみ。

　まずは学校でもイケメンとして人気高い夕輝さんに、良いデートスポットがないか尋ねてみよう。

『おーい、ユウ。いま、大丈夫かー？』

　フレンドメッセージを送信すれば、すぐさま返事がくる。

『ん、どうかした？』

『あー、先駆都市ミケランジェロでさ、美味しいご飯屋さんとかあったりする？』

『なにそれ。食べると一時的にミリ単位でステータスアップできる食事屋とかならあるけど、美味しいご飯って（笑）』

　ぐっ。笑われてしまった。

　素直にデートスポットに良い所はないか、と聞けないのが痛い。

『と、とにかく、お薦めのお店はある？』

『んー、ボクは特にお薦めって所はないかな。そのへんは晃夜の方が詳しいかもよ？　ゲームとなれば、すぐに極めたくなるのが鬼畜メガネの性さがだもんね』

『あはは、そうだな』

『あっ、そうだタロ。古こ都と塚づかちゃんもベータテストからクラン・クランをやってるって知ってた？』

　唐突に夕輝から聞いた、懐かしさを感じるその名前に驚いてしまう。

『ももこが？　そうなのか』

『訊じん太た郎ろうくんより圧倒的スタートダッシュして、頼もしい自分を見せつけるんだ～ってずいぶん気合が入ってたよ。プレイしてたのを秘密にして訊太郎くんを驚かせてみせる～とかなんとか』

　今朝、夢に出てきたばかりの腐れ縁が話題に出たので、思わず苦笑が漏れてしまう。

　あいつはいつも人の後にくっついては、どこか引っ込み思案なところがあって……そんなももこが頼もしい姿を俺に見せるかぁ。

『それ、ももこは秘密にしてるんだろ？　俺に言っちゃっていいのか？』

『んー……それが最近、ずっと連絡が取れなくなっててね。だから何か、訊太郎の方に連絡いってないかなって』

『俺の方には何も来てないな』

『そっかぁ、おかしいなぁ……』

『まぁあいつは昔から、ちょっと抜けてるというか、ぽやっとしてるところがあるしな。そのうち、連絡がくるだろ』

　小学校からの腐れ縁というやつで、俺にとって唯一の異性の友達が古都塚ももこである。

『アハハ……幼おさな馴な染じみの言葉は辛辣だねぇ』

『幼馴染みってほど、大した間柄じゃないけどな』

『そう？　通う中学が離れ離れになったのに、放課後に何度かタロの帰りを待って、ウチの中学の校門まで迎えにまで来てたのに？』

　確かにそんな事も何度かあった。あいつはけっこう顔立ちも整っていたから『うちの校門前で可愛い子が待ってるぞ！　誰を待ってんだ』と男子の間では騒ぎになっていたっけ。もちろん、その時はスマホですぐに連絡をし、別の場所で集合した。

　その時に晃夜や夕輝を紹介したのだ。

　ももこと俺はもともと同じ学区だったけれど、中学に上がるタイミングでももこを取り巻く家庭環境が大きく変化した。その関係でももこは金持ちの子女が集まる、とあるお嬢様中学校へ。俺は当然、普通の公立中学に通ったので学校は別々だ。

　疎遠になっていくばかりかと思っていたが、三ヵ月に一度ぐらいはももこが会いに来るものだから、なんとなく続いた縁なのだ。

『ももこはなんていうか、そういう奴だから』

『そういう奴ねぇ。まぁ連絡が来たらよろしくしてあげるんだよ～』

『はいはい』

　さて。思わぬ情報が耳に入ってきたものの、肝心のグルメ情報は未取得だ。

　なので次は晃夜へ、フレンドメッセージを飛ばす。

『コウ、いまちょっといい？』

『どした、タロ。正直、いま忙しいから手短に頼む』

　晃夜の居場所をフレンドリストで探索をかけてみると、同じ先駆都市ミケランジェロにいるようだった。都市内にいるということは、ダンジョン攻略ではないだろう。

　またＰｖＰかな？

『ちょっと聞きたいことがあるんだ。もしかしてＰｖＰ中か？』

『いや、別にそういうわけではないんだ』

　一体、何をしているんだろう？

　とにかく手短に質問して終えるとするか。

『じゃあ、質問。ミケランジェロで美味しくて安い食べ物？が、買える施設とかってあるの？』

『あー、お前さ、夕輝にまっずいあめ玉、使ったろ？』

　イモムシ味（笑）の『過激なあめ玉』のことか。

『あんな感じで、このゲームは味覚エンジンを搭載してるから、味だけはするが空腹感は満たされないぞ？』

『あ、うん。それでもいいから教えてくれー』

『そうだな、【テラス】ってカフェはどうだ？』

『【テラス】？』

　そのまんまカフェ・テラスみたいなお店かな？

『照てらす食材を取り扱った店だな。外観はオープンテラスのしゃれた感じだ』

　照らす食材ってなんだ。

　すごく気になりはするんだけど、オープンテラスが問題だ。デートとしてはいい雰囲気のお店なのだろうけど、周囲の視線をできたら遮さえぎってゆっくりとご飯を堪能したい……。

『うーん』

『ピンとこなかったか、じゃあ【気ままな雲の流れ亭】っていう所がお薦めだぞ』

　雲……？

　なんだかのんびりしてそうなお店だ。

『どんな所？』

『そうだな、ふわふわなものを食材にして出しているお店だ』

『ほう……お店の内装は？』

『ん、普通のシート席だが？』

　よし、そこに決めた。

　晃夜にお店の場所を教えてもらい、お礼を述べる。

『ありがとな！　それじゃあ！』

『あっ、待て、タロ』

　あまりミソラさんを待たせても悪いし、早めにフレンドメッセージを切ろうとする俺に、晃夜は爆弾をぶち込んできた。

『実はさっき入った情報によると、ミケランジェロに賢者ミソラってＮＰＣが出没してるらしいんだ』

『え……』

　確かに隣にいますわ。

『タロさ、賢者ミソラの事を気にしてただろ？　俺含め、いろんな傭兵プレイヤーが賢者ミソラを探してるんだ。タロも飯なんか食べてないで、一緒に賢者ミソラを追わないか？』

『いや……俺は……』

　そのご本人さまと手を繫いでおりますなう。

『おいおい、誰も見た事のない伝説級のＮＰＣが、ついに姿を現したんだぜ!?　こりゃあ、なにか大きなイベントが発生してもおかしくない状況だ！　タロも俺らと一緒に探そうぜ？』

　た、確かにミソラさんは【妖精の舞踏会】というイベントがあるって告知には来たけどさ。まさか、こんな大おお事ごとになりつつあるとは。

「賢者、ミソラ……？」

　晃夜への返答に迷っていると、近くを通り過ぎた傭兵プレイヤーがミソラさんの頭上、ＮＰＣ名を眺めて訝いぶかしみながら通り過ぎる。

「……タロちゃん、さっきから妙に注目されているのはどうしてか、わかるかい？　わかるかな？」

　微妙に不機嫌そうなミソラさん。

　実は傭兵プレイヤーたちの間では有名なＮＰＣですよ、なんて知ったらこの人怒りそう。神兵デウスの名門であるテアリー公とやらが、自分の噂を広めているとジョージが匂わせただけで眼光が鋭くなっていたし。

『悪い、コウ。こっちも今はそれどころじゃないんだ。またなっ』

　俺は晃夜とのフレンドメッセージを切り、ミソラさんへ返事をする。

「そ、それはきっと。ミソラさんが可愛い、から？」

「ほむ、ふむ？　それはほんとかなー？　ほんとなの？」

　俺のごまかしを看破していそうな瞳で、ジッと見つめてくるミソラさん。

「……か、可愛いっていうのは本当です」

　目線を逸らしながら、俺は答える。

「ううーん。まぁいっか、いいよね。今はタロちゃんとのデートを楽しむの、楽しもうね？」

「は、はいっ。いいお店も友人に教えてもらったので、そこに行きましょう」

　なんとか、ミソラさんを先へと促しミケランジェロ内をそそくさと移動する。そうして都市内散策は順調に進み、内心の焦りは杞き憂ゆうに終わった。賢者ミソラさんを探している集団に遭遇することはなかったのだ。すれ違う傭兵プレイヤーたちの中には、度々ミソラさんを凝視する人はいたものの、どうにか無事に【気ままな雲の流れ亭】へと到着した。

「ここです」

「ほむ、ふむ。【気ままな雲の流れ亭】ね」

　外観は普通の木造２階建てのお店だ。

　扉前のメニュー立てを見ると、『当店は全て雲味！』とだけしか書かれていない。

「クモ……青空に自由に浮かぶ雲。もしかしてタロちゃん、わたしが美空ミソラだから、このお店にしてくれたのかな？　なの？」

「あ、いえ。そこは気付きませんでした」

「ほむ、ふむ。でも嬉しいわ。さっそく中に入りましょう、入ろう！」

　威勢のいいかけ声をミソラさんが発し、俺たちが店内に入るとＮＰＣのウェイターが席まで案内してくれた。

　ウェイターが下がると、入れ替わるように恰かっ幅ぷくのいいシェフっぽいおじさんが挨拶をしてきた。

「ほっほーまだ昼時じゃないのに、いらっしゃいお嬢さん方」

「やあ、よう、店主さん」

「えっと、こんにちは」

　俺とミソラさんを見たシェフおじさんは、一瞬キョトンとした。そして左手でゆっくりと髭ひげをなでつけ始める。

「こ、こりゃあ、すごいべっぴんさんが来てくれたもんだな。おれは『ニュウドウ』ってもんだ、ここ【気ままな雲の流れ亭】の店主兼シェフをやっている」

　シェフって事は経営だけでなく、調理役も担っているのか。

「料理も作れるのですか？」

「おうよ、俺は料理スキルを磨いてるからな」

「すごいっ！　じゃあ素材も自分で取ってるのですか？」

「お、嬢ちゃん鋭いねぇ。そうさ、ここでの料理は全て、俺が取った素材を元にして提供してるんだ」

　俺と同じように素材を地道に集め、生産職を頑張っている人を初めて見たので感激してしまう。いや、ジョージも装飾スキルを用いた生産職ではあるのだが、ジョージが何かを作っている姿は未だに見たことないので新鮮味があるのだ。

「た、楽しみ過ぎるッ！」

「タロちゃん、よだれが出てるわ、出てるよ」

　ミソラさんが窘たしなめるも、俺は期待の眼差しで『ニュウドウ』さんを見つめ続けてしまう。

「おうおう、そんなに喜んでくれるたぁ、作りがいがあるねぇい。で、嬢ちゃんたちは何を注文するんだい？」

　メニューを渡され、ザッと目を通す。




【クモのパスタ・50エソ】

【モクモクサラダ・30エソ】

【やみつきモクッとラーメン・70エソ】

【雨雲鍋・90エソ】

【雷雲ソースのカルパッチョ・１２０エソ】

【曇りのち晴れジュース・10エソ】




※本日のお薦めメニュー※

【白雲カレーライス＋モクライムゼリー・80エソ】




　よ、よくわからない料理名ばかりだった。

「本日のお薦めでお願いします！」

　こういう時は普通、これに限る。俺は元気良く手を上げて注文する。

「じゃあ、わたしもタロちゃんと同じのを頼むわ、頼もうかな」

　ミソラさんはクスッと俺に笑顔を向ける。

　少しはしゃぎ過ぎたかもしれない。

「うーっし、じゃあ嬢ちゃんたちにはサービスだ」

　そう言ってニュウドウさんはストローのささったジュースを２杯置いてくれた。

「【曇りのち晴れジュース】だ。飲んでみぃ」

　サービスしてくれたので、嫌な顔はできない。しかし見た目は、濁った灰色の液体で正直まずそうだった。それでも、せっかくの好意なので思いきって飲んでみる。

「……？」

　口内にシュワシュワとした炭酸特有の刺激が広がる。

　それだけだ。やっぱり、美味しくない。

　ミソラさんも同じだったようで、曖昧な表情をしている。

「おうおう、そんな嬢ちゃんたちの曇った顔を晴らすとするかねい！　そのジュース、ストローでよく混ぜてみぃ」

　指示通りにコップをかき混ぜていくと、どんよりとした灰色ジュースがみるみるクリアブルーへと変化していく。

　まるで、空が曇天から晴天へと変わっていくように。

「ほむ、ふむ。人間とはおもしろいものを作るね、作るよ」

　ミソラさんもこれには驚いたようだ。

　俺はさっそく晴れわたった青色のジュースを再び飲んでみる。

　するとどうだろうか。今度は爽やかな炭酸グレープフルーツの味が口いっぱいに広がっていく。

「お、美味しい！」

「これはとっても美味しいわ、美味しいよ」

「がはははっ嬢ちゃんたちのそんな顔を見りゃあ、どんな男もすぐさま気分が晴れわたっちまうねぇ」

　そんな事を言いながら、ニュウドウさんは厨ちゅう房ぼうへと去っていった。

「ニュウドウさん、ありがとうございます！」

　それから妖精たちは元気でやっているのか、普段は何をしているのか、など他愛のない会話をミソラさんとしているうちに料理は出来上がったようだ。

「はい、おまちい！」

　ニュウドウさんが景気良くラーメン屋みたいに叫びながら、料理を運んできてくれた。

「へい、おまちい！」

　俺も威勢良くのってみる。

「へい、おまち、おもち？」

　なんとミソラさんも俺に続いてのってくれた。

「お、嬢ちゃんたちは元気だねぇ」

　ニカッと笑うニュウドウさん。そんな快活な笑顔と共にご到着したのは、本日のメインディッシュ、【白雲カレーライス】だ。

「ふむ……」

　お皿にはご飯がのっている。そこまでは普通だ。

　だが、普通のカレーはルーが茶色いはずだが、【白雲カレーライス】は白かった。

　白いご飯の上に白いルー。なんとも不思議だ。

　しかもそのルー、なんかこう泡っぽくて、とてもフワフワしてそうだった。

「ん……これは……？」

　その泡はどこかで嗅いだ事のある匂いだった。

　そう、爽快な気分を味わえるミント系。モンスターの【モフウサ】の食べ物でもある、『モクモク草』と酷似しているのだ。

「……ニュウドウさん、これ『モクモク草』を使ってます？」

「なっ嬢ちゃんもまさか生産系か？」

　どうやら素材名を言い当てた事で、ニュウドウさんは俺が生産に携わる傭兵プレイヤーだと悟ったようだ。

「はい！　俺は錬金術士です！」

「ゴミ……ゴホンッ！　双極スキルを選ぶたぁ……すげえな嬢ちゃん、根性あるわ」

「いえいえ！」

「そんな嬢ちゃんには特別に教えてやるぜぇ」

「！」

　俺は食い入り気味に、ニュウドウさんへと前のめりになる。

「モフウサは知ってるな？　赤い目をした、綿毛みたいに空中をうろついてる長耳野郎だ」

「はい」

「あいつは【紅い瞳の石レッド・アイ】を落とすだろう？　だがな、ごく稀まれに『モフ綿わた』ってレアドロップ素材も落とすんだわ」

　なん、だと……。

「それは……本当ですか？」

「おうよ、他言無用のレシピだぜぇ。その【白雲カレーライス】のルーは『モクモク草』と『モフ綿』を使ってるんでぃ」

　ふおおおおお、マジか。

　早く食べてみたいという欲求で、思わず俺は喉をゴクリと鳴らしてしまう。

「い、いただきます！」

　俺はスプーンで、ご飯と適量の白雲ルーをすくう。

　そして、ゆっくりと口の中へ運んだ。

「ッッ!?」

　その食感は──

　ふっくらと炊かれたご飯は程良い歯ごたえがあり、さらにそこへルーのふわとろっとした感触が舌を打つ。

「ほこ、ほこえれはは！」

　うまい。

　とろろをさらに、ふわわわわーっとさせた感じと言えばわかりやすいのだろうか。

　いや、しかし、咀そ嚼しゃくするたびにとろけて消えていく感覚は、とろろと似ても似つかない新境地。

　しかも、味は甘口カレーそのもの！　なんという不思議と美味が混ざり合った一品。

「うまひ！」

　しかも、よくわからない木きの実みやら野菜っぽいものが、ルーの柔らかい性質とは正反対のゴロッとした食感を楽しませてくれ、歯ごたえに良いスパイスを加えている。

　ミソラさんをチラリと見ると、どうやら俺と同じくご満悦な様子でせっせとスプーンを口へと運んでいた。
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「決めたわ、決めたよ」

　そんな彼女は急に何かを決定したようだ。

「ほふ、はふ、ほぃ？」

　アツアツのカレーが美味しいので、今はミソラさんの言葉よりもカレーが優先！

「タロちゃんは不思議な子だよ」

「ングッ、ほふぃ」

　この実は一体なんなのだろう。

　まさか俺の手持ちにもある【鬼王オーガの実】とかじゃないだろうな。

　料理スキルもなかなかに奥深そうだ……。

「わたしが『空魔法スキル』を目の前でぶら下げても、教えてとか、どんなものなのかとか、力を欲する姿勢が、欲深いところが見受けられないわ、ないよ」

　しかしモフウサのレアドロップ素材、『モフ綿』か……ぜひ、欲しい。何か新しいモノが錬金術で作成できるかもしれない。

「人間にもタロちゃんみたいな子がいるって知ってね。妖精の何人かがタロちゃんと出会って、人間の街に興味を持ったの。キミになら安心して預けられると思うの、思うわ」

「興味深い……」

　錬金術も楽しいけど、料理スキルも非常に興味深いな。現実の料理にはない味や食感を生み出せる神秘にはなんとも惹ひかれるものがある。

「ほむふむ。前向きならどうか、例の舞踏会の際には妖精たちを連れていってくれないかな？　くれるよね？　テアリーの小僧ッ子はどうも信用できないから」

「舌の上でルーが踊る……まるで白雲の滑らかな舞踏会、美味という名の新天地に連れていく……まさに絶品……」

　ミソラさんも同意してくれたのか、うんうんと頷いている。

「今日はそのために査察をしにきたの、来たんだよ。人間がどんな街で暮らし、どんな様子なのか、安全なのか、そういった諸々のことを観察するためにね。だからタロちゃんにミケランジェロを案内してもらったの、もらったさ」

「……どんな食材を使っても所詮はデータ。だからこそ安全、そして観察だけでは計り知れない独創的で自由な味を導き、胃袋へ食材をストンと案内できると……」

　それが料理スキル、というわけか。まさに新世界への案内人だ。

「そのうち『妖精の舞踏会』の開催告知をテアリーの小僧が主導で、この都市の王が発布するわよ、するね」

　王？

　確かに、そうかもしれない。

「これはカレーの王様ですね！　すっごく美味しかったです」

「本当に美味しかったわ、美味しかったよ。こんな素敵なものを食べさせてくれてありがとう、タロちゃん」

　そこで、俺たちの様子を見ていたニュウドウさんが近付いてくる。

「どうだってぃ」

「とても、美味しくて感動しました」

「美味でしたわ、でしたよ」

　シェフは自分のお腹をバンッと叩きニカッと笑う。

「おうおう、うれしいねぃ！　そんじゃあデザートの『モクライムゼリー』もってくるでぃ！」

　そして、次なるデザートが運ばれてきた。

『モクライムゼリー』の見た目は、３センチ弱の丸く青いゼリー玉が小さなお皿に６粒のっているというモノだった。

　って、この青いゼリー。

　スライムのレアドロップ素材、『スライムゼリー』にすごく似ている。

「タロちゃん、さっきの話、引き受けてくれるわね？　くれるよね？」

　そっとアイテムストレージから『スライムゼリー』を取り出すと、そのまんまだった。違いと言えば、色が微妙にクリーミィ。素材のままの『スライムゼリー』の方が透き通っている。

　何を加えたのだろう……すごく気になる。

　だが、研けん鑽さんを積み重ねてあみだした料理人さんのレシピを、気軽に聞くのはご法度はっとだ。

「妖精たちは、基本的に楽しいものに惹かれる性質があるの」

　素材と料理後で何の違いがあるのか。

　こうなったら自分で食べて、解明してみなければならない。

　あぁ、楽しみ過ぎるぞ！

　さっそく一粒、スプーンですくいゼリーを口へと運ぶ。

　冷たく、プルンッとした食感のゼリーを嚙かむと、モフッとした食感が追加された。

　な、なんだと!?

　プルンのあとにモフシャクッ!?

「あたしもタロちゃんを見て、以前と少し考えが変わったのよ、変わったんだ。だから人間たちが催す舞踏会を妖精たちにも覗かせて、外の世界を見せるのも悪くない考えかな、考えだよね？」

「……うんッ」

　うんまぁあああああああ!?

　なにこれ！

　ゼリーの中にマシュマロが入っているような、そんな味わい。ひんやりとしたゼリーが爽やかな柑かん橘きつ系けいの味なのに対し、中のマシュマロはやや甘め。ゼリーとマシュマロの絶妙なハーモニーが程良い、ほろっとした甘さを実現している。

　……もう幸せだわ。

「タロちゃん？」

「あ、はひ」

　返事ついでに、ふたくちめをぱくり。

「じゃあ、そういうことでいいわね？　いいよね？」

「はひ。ってどういうことで？」

　ゼリーの至高なる食感が生み出す幸福の余韻に浸りつつ、ミソラさんになんとなく尋ねてみる。

「タロちゃんったら、よだれ、出てるわよ？　出てるよ？」

　そう言ってクスクス笑うミソラさんはハンカチーフをどこからか取り出し、俺が防ぐヒマも与えずに拭きとってくれた。

「うっ、そ、その、すみません」

「いいのいいわ、タロちゃんが謝るなんて。むしろ妖精たちの面倒をみてくれるタロちゃんにはお礼を言うことはあっても、謝ってもらうなんてないわ、ないよ」

「え？」

　なんで、どうして、俺が妖精の面倒をみる？

　唐突に頭に入ってきたミソラさんの言葉に動揺しつつも、俺は懸命にミソラさんが今まで何を言っていたかを思い出そうとする。しかし、口にした料理の美味しさの他に、これといって引き出せる記憶はなかった。

　俺のバカ……バカバカッ！

　今まで料理に夢中で話もろくに聞いていませんでした、なんて口に出せるはずもない……ミソラさんがＮＰＣであっても、女性とのデートでこんな失態は男として許されないのに……失礼過ぎる対応だろう。

「【妖精の舞踏会】に、ぜひわたしの妖精たちを連れていってね？　連れていってくれるよね？」

　そ、そういう話だったのですか……。

　しかしそのイベントが、どんなものか全然わからない……俺なんかが本当に受けちゃって大丈夫なのだろうか……それでも、なんだかそういう話になっているので断り辛い。

　そんな動揺の折に、『ポーン』とフレンドメッセージが届いた。

　送信主はメガネイケメンの晃夜からだ。

『ど、どした？』

『おい、タロ！　賢者ミソラの目撃情報に、ミソラが銀髪美少女と手を繫いでいたという内容が広まっている。どう考えてもタロだよな？』

『え、えーっと……た、多分？』

　それは、うん。俺だな。

『それで、この前のＰｖＰを見てた奴らがお前はどこだーって、俺に殺到してきてるんだがッッ』

　あ、晃夜が俺の知り合いだから、晃夜に聞けば俺の居場所がわかるって判断したのか。

『そ、そうなのか……』

　な、なんだか、そっちは大変そうだな。

　こっちもこっちで、大変なんだけどな。

　ま、まぁお互い頑張ろうぜ？

『で、お前、今、ミケランジェロのどこにいるんだ？』




　ひぃ。





２話　月光下の出会い







〈クラン・クラン〉

【公式サイト　傭よう兵へいたちの宴会　掲示板】




スレッド名

【美少女】ＮＰＣと傭兵プレイヤー【キャラ】その２




1：美少女ＮＰＣといえば『剝はく製せいの雪姫ブルーホワイト』だよなぁ

2：剝製人形にされちゃった、あの壊れた感じがたまらないぜ。ボスキャラだけどさ

3：『化け物呼ばわリ許せなイ』『みんナ殺してあげル』とのたまう人形姫さん

4：でもあれだろ。ベータテスター時と仕様が変更されて、今は攻略難易度がすごい上がってるんだよな

5：確か傭兵プレイヤーの魔法防御を著しく下げるデバフアビリティが新しく実装されてたって聞いたぞ。ブルーホワイトは氷結魔法を主軸に攻撃してくるからたまったもんじゃないって

6：ドロップ報酬も変わったらしく、今はそのドロップ品が高額で取り引きされてるって話だ

7：一部のトップ傭兵プレイヤーしか攻略できないとなれば、その品も値上がるのは当たり前か

8：まぁまぁ諸君。金の話より、美少女の話をしよう

9：新たなる美少女ＮＰＣキャラの発見をここに発表したい

10：なんぞ

11：誰ぞ

12：これを見てくれ




　街中を歩く魔女っ子ルックの青髪青目な美少女が、頭一つ分以上低い銀髪美少女の手を引くスクリーンショットがアップされた。少し困惑気味の幼い銀髪娘を先導していく姿は、見た者全てが微笑ましい情景だと思うだろう。




13：よ、幼女の困ってそうな顔、可愛い……

14：魔女さんの方も、美しいな

15：え、二人ともＮＰＣなの？

16：違うな。天使ちゃんだ！

17：天使ちゃん？

18：銀髪な美少女は天使ちゃん、傭兵プレイヤーぽね。左の魔女っ子は誰ぽ？

19：ネームはＮＰＣだと示す緑色だった

20：なんて名前

21：賢者ミソラ

22：!?

23：ガセか？

24：マジでガチで実在してたのか

25：ウソだろ!?　ってかここどこだ！　場所わかるか！

26：待て待て、賢者ミソラと手を繫つないでる銀髪ちゃんは何者だ!?

27：我らが天使ちゃんだ！

28：天使ちゃんって誰だ

29：〉〉〉28　【美少女】【キャラ】の前スレをチェックしてこい

30：可愛いのはわかったけどよ、賢者ミソラって誰？

31：賢者ミソラを知らないのか

32：ベータテスターくらいか、知ってるの

33：先駆都市ミケランジェロの神兵デウスはわかるな？

34：街中での傭兵プレイヤー同士の戦闘を鎮圧してくる、無茶苦茶強いＮＰＣでしょ

35：ミケランジェロには王に仕える三公爵ってＮＰＣが三人いてな。その一公爵に、テアリー公ってＮＰＣがいるんだわ。その御方の家が代々ミケランジェロ神兵デウスの名門らしい

36：なんか貴族みたいな感じ？

37：まぁそんな感じだ。テアリー公っていうのは、かなり古い家柄だそうだ

38：補足すると、ミケランジェロの近辺は『妖精の住まう森』と呼ばれている場所があったらしく、その周辺に『妖精と共生する者』って呼ばれていた人間の村々があったそうだ。そこを取り仕切っていた領主的存在がテアリー公のご先祖様らしいぞ

39：へー。そんな歴史的な細かい設定もあるんだな。で、それと今の話に何の関係があるんだ？

40：『ミソラの森』ってフィールドが近くにあるだろ？　そのテアリー公が言うには、あそこには賢者ミソラがいる、賢者ミソラがあの森を管理している。なんて言うんだわ

41：俺ミソラの森に行ったことあるけど、そんなＮＰＣいなかったぞ。妖精もいないし

42：そうなんだよ。今まで、誰も『賢者ミソラ』を発見できた傭兵プレイヤーはいない

43：だからみんなガセネタだって片付けようとしたんだが

44：ミケランジェロの治安を司る神兵デウスの名門が、適当なことを言うか？って話になるわけよ

45：だから噂うわさと憶測だけが流れ、ミケランジェロの解明されない不思議の一つとなった

46：マジか

47：そもそも、ミケランジェロに王とかいうＮＰＣがいたのも初耳

48：三公爵の邸宅は、とあるクエストをクリアすると入館可能になるぜ

49：おまえらさ、ミケランジェロ中央にそびえる城に疑問を覚えなかったか？

50：あー見えるよな、あれなんだろな

51：入れないよな

52：あそこに王がいるらしいぜ

53：え、マジか。ただの、風景テクスチャの一部かと思ってた……

54：三公爵の邸宅が城を囲むように建てられているからな

55：まだあのエリアに入れる条件を満たしてないのか、アップデートで実装されるのかは謎だ

56：他の都市にも入れない建造物とかあるしな。これから徐々に開放されていくんじゃないのか？

57：王城も気になるけど、今は賢者ミソラだろ

58：あと天使ちゃんな

59：そうだ、二人はどこにいるんだ!?

60：俺も一目見たい！

61：あ、賢者ミソラってやっぱ見間違いじゃなかったんだ。おれ多分、さっきすれ違った

62：〉〉〉61場所どこ!?

63：ミケランジェロの東部だったかな。わりっ俺は追いかけるわ

64：おい、ちょっとおまえ

65：あー

66：あいつゲームに集中しやがったな

67：天使殿と言えば、輝剣アーツ屋スキル☆ジョージでござるな

68：そうだ、そこにいるかもしれない！

69：え、【鉄血ジョージ】の店はヤバくないか？

70：ば、賢者ミソラだぞ！　一目会って話とかしてみたい。あわよくば、いや、むしろこっちが本命！　天使ちゃんとフレンドになるチャンス！

71：一理あるのぅ……賢者ミソラに関するトークで、自然に話しかけられる千載一遇の好機じゃのぉ

72：上手く話題が盛り上がれば……！　フレンドになれるでごわす！

73：な、銀髪美少女の天使ちゃんは俺のものだ！

74：な、なんとしてもおまいらより早く見つけて、かくまってやらないと！

75：おまわり殿ここでござる！　少女を拉致監禁しようとしてる輩やからはここでござるよ！

76：イエス・ロリータ！　ノー・タッチ！

77：天使ちゃん独占とか許さん！

78：ここに独占禁止法が制定されたようだね。君たちを諫いさめるにはそれもまた立派な法かな

79：いたのでござるか、メルヘン卿きょう

80：いまＳＳにうつってるあたりにいるんだけど、それらしい二人組を見つけられない

81：実況ナイス

82：みんなで力を合わせろ！

83：変装スキルや変幻魔法スキルを使ってるって可能性は

84：見た目や服装を変えられるってやつか

85：いや、確か天使ちゃんってレベルの上がりにくい双極スキルを扱ってたよな。その時点で、他のスキルレベルもレベルアップさせるのってキツくないか？

86：確かに……

87：おまえらが探してるのってもしかして、この二人？




　先ほどのスクリーンショットとは二人の立ち位置が逆で、銀髪の美少女が賢者ミソラの前を歩き、その手をエスコートしているＳＳが貼られた。




88：そう、その二人組だ！

89：ここは……ミケランジェロ西部の……路地裏……

90：アイテム屋の他に何かあったか？

91：変わった飲食店があった気がする

92：女子ならそこに行くかもしれないな！

93：落ち着くのじゃ、ＮＰＣが飯を食べるとかありえんじゃろうて

94：確かに……じゃあどこに向かってるんだ？

95：お、おい！　『天球まかせな時計台』に昨日、天使ちゃんと一緒にＰＴパーティ組んで戦ってた傭兵プレイヤーを発見したぞ！

96：天使ちゃんと共同戦線してた奴だと!?

97：一緒にＰＴ組んでるぐらいだ。フレンドになってることもありえるぞ

98：天使たんとフレンドぽ!?

99：どんな奴だ！

100：メガネのイケメンだ

101：よし、マジでガチでボコれ

102：いや、先にボコっちゃダメだろ。天使ちゃんの居場所を聞き出してからキルだ

103：訂正するところ、そこ!?　結局キルするの!?

104：キルっておまｗｗｗ

105：やることが外道過ぎるぞｗ

106：お前らどっかのマフィアかよｗｗ

107：ファンクラブでごわす！

108：みんなあとは頼んだよ。ボクはもう彼女に……姫君に合わせる顔がない

109：その口調はメルヘン卿か！

110：メルヘン卿も共に出陣でござるよ

111：ボクは彼女の前で誓ったことを、約束を果たせなかった……

112：詳しく

113：ボクの燃えたぎる意志、炎の強さを証明すると。そして、敵の弱さを証明すると誓ったのに……豪語するだけして、無様にも姫君の前で醜態をさらしてしまった

114：あー天使ちゃんの前で見栄張って、強力な敵モンスターと戦ったと

115：そんな感じぽかね

116：マジ、それで、マジ、まさかの

117：やられました（震え声）

118：ど、どんまい……

119：今はそっとしておくのが武士の情け、でござるか？

120：天使ちゃんの行方は俺たちにまかせろ！

121：メガネに問いただし、賢者ミソラに会って、天使ちゃんと賢者トークで盛り上がってフレンド申請ぽ！　メルヘン卿にもあとで紹介してやるっぽ！

122：自然な流れでのフレンド申請術！　まさに合法ロリフレンド！

123：出陣でござる！




◇




『で、お前、今、ミケランジェロのどこにいるんだ？』

　フレンドメッセージ越しから伝わる晃こう夜やの声はどこか焦燥を帯びていた。

　しかし、それは俺も同じだ。

　ミソラさんは自分や宝石を生む森クリステアリーの存在を隠したがっている。このまま晃夜に居場所を伝えたら、周りで俺たちのことを探している傭兵プレイヤーたちも来るはずだ。そんな衆目に認知されるようなことを俺が手引きしたと知ったら、ミソラさんはどう思うのだろうか。

『そ、素材採取に行くから、もうミケランジェロにはいないよ。ごめん、また連絡するからさ！』

『お、おいっ』

　若干、自分の発した日本語がおかしいとは思うが、なんだか嫌な予感がする。

『どこに素材の採取に行くんだ？』

『えっと……よくわからない』

　自ら街へと来たミソラさんに原因もあるのだろうが、俺は最悪クリステアリーを出禁になりかねない。

　そんなことになったら、結晶シリーズの素材採取ができなくなってしまう。

「ミソラさん」

「なぬ、なに？」

　焦りを押し隠し、俺は彼女に伝える。

「今から、行っていいですか？」

　クリステアリーという単語を濁し、『妖精の首飾り』を装備ストレージから取り出す。

「ほむ、ふむ。もう十分に人間の街の様子も見ることができたし、いっかな」

「ありがとうございます、では一緒に来てくださいね？」

「あるれ、あれれ。わたしも一緒に帰る必要あるかしら？　あるのかな」

「はいっ！　お願いします！」

　俺は頭を勢い良く下げる。

「……わかったわ。きっと、タロちゃんがそうまでしてお願いするのには、わたしのためってこともあるのだろうし、あるのだろうね」

　ミソラさんの了承を得てからの行動は早かった。

　ニュウドウ店主に俺とミソラさんの分のお金、１６０エソを支払い、ちゃっちゃか『妖精の首飾り』を使った。

　首飾りが緑色に発光したかと思うと、その光に包まれれば一瞬で周りの景色が変わる。

　再びクリスタルの森へ訪問、というか退避した。

「ふぅ……」

　安あん堵どの溜ため息いきをつく。

　大おお事ごとにならなくてよかった。ここに移動すれば、もう安心だと思う。

「お店の代金、ありがとうタロちゃん。これはお礼だわ、だよ」

　そう言って、ミソラさんはクリステアリー到着早々、自らのローブの袖をごそごそと漁あさり出す。

「そんな、お礼だなんて。ちゃんと案内もできなかったし……ご飯のお代はここの素材を恵んでもらってるので当然ですから、気にしないでください」

「どちらにしろ、どちらにせよ『妖精の守護者であるミソラが感謝の念を抱かない粗そ忽こつ者もの』だなんて思われたくないの」

　人差し指をちっちっちっと振る賢者。

　あんまり威厳とかそういうものは感じられず、どちらかといったら小動物っぽいその動きになんだか和む。

「なので、なのね、タロちゃんにはこれを受け取ってほしいの」

　ミソラさんが取り出したのは精緻に作り込まれた馬車のミニチュア？　フィギュアだった。細部まで銀と白に塗装されたそれは一目で逸品物だとわかる。

　そのリアルな造りに感嘆しつつ、ミソラさんから受け取ったアイテム名を読む。




『銀精アルジェントたちの馬車』

【白銀を宿す妖精たちによってつくられた馬車。車体周辺には白妖精の魂が宿っているため、白金の鱗りん粉ぷんをこぼす妖精たちが戯れており、見る者をハッとさせる美しさを持っている】




「ミソラさん、これは？」

「ほむ、ふむ。そのうちわかるわ、わかるね」

　にっこりと笑う彼女を不思議に思いつつも、俺はその馬車のフィギュアをジッと見つめる。

　４頭の白馬が豪ごう奢しゃな馬車を引き、御者台には黒いハットを目深にかぶり礼服に身を包んだ人？が手綱を握っていた。帽子以外はまるで執事のような装いだ。

　肌が露出しているのは顔の部分のみなので、どんな造形なのか覗のぞき込んでみる。すると黒い靄もやに紅い目が二つ浮かんでいるだけで、人間ではないようだった。

「ありがとう、ございます」

　とりあえずアイテムストレージへとしまっておく。どうやら、アイテムっぽいのであとで使用してみよう。

「ところでタロちゃん」

「はい？」

「遊ばなくていいのかしら？　いいのかな？」

　ミソラさんはチラッと俺の後方を見る。

　その視線の先へと振り返ってみれば──

「やははータロッ！」「人間またきた」

「人間違ーう！　タ・ロ！」

「タロタロ！」

「ミソラのお友達？」

「タロはいい子、元気の子、妖精の子？」

　ひらひらと飛び交う妖精たちが、元気いっぱいに接近してきていた。

「昨日ぶりだね」

　俺が手を振れば、妖精たちはさらに距離を詰めてくる。しかし、ミソラさんの様子を窺うかがうようにして妖精たちは静止した。

「ミソラ、ミソラー」

「舞踏会行っていいの？」

「タロはいいって？」

「やっぱり危ない？」

「やっぱり、人間こわい？」

　そう言って俺の方も凝視し始める妖精たち。

「タロちゃんが引き受けてくれたわ、くれたよ。大丈夫、行っていいよ」

　ミソラさんがそう言うと一気に妖精たちはテンションアップ。

「ミソラ、ありがとー！」「タロ、ありがとー！」

　心底喜ぶ羽の生えた小人たちを見て、俺の口元も自然とほころぶ。

　なんだか、成り行きで妖精たちをミケランジェロに連れていく日が確定してしまったが、妖精たちが歓喜する姿を見て、まぁいっかと思う。

　はしゃぐ妖精たちの輪へと飛び込み、彼らの光る鱗粉が舞い散る空間をクルクルと回る。

「タロ、かわぃぃー」

「タロ、すきすきぃー」

　口々に褒めてくるので、褒め返す。

「妖精さんたちも可愛いよ？」

　そうしてしばらく、妖精さんたちと会話しながら素材の採取をちょこちょこしていった。

『ポーン』

　しかし再びの、フレンドメッセージに嫌な予感が再来する。

　差出人はもちろん晃夜からだ。

『タロ、死ぬ……助けてくれ』

『ど、どうした!?』

『お前の居場所を知りたい奴らが暴徒と化して……ぐはっ、俺はもうダメだ…』

『こ、コウ!?』

『グハッ。お、俺のメガネがッメガネがッ』

『え、コウ？　ちょっと、大丈夫か？』

『目がッ目がッ目がああああッ！』

『こ、晃夜ぁあぁあああ!?』

　さすがにこの絶叫には心配になってしまう。

『居場所を、居場所を教えてくれ……カハッ』

　きっと晃夜にとって、俺の居場所はフレンドリストで確認は取れないはずだ。クラン・クランは、未踏破エリアは表示されない仕様なので、晃夜にとって宝石を生む森クリステアリーは未踏破エリアに該当する。

　かといって、ここにいるとも言えない。

　だから俺はミソラさんをチラリと窺ってみる。

「あの、ミソラさん。この『妖精の首飾り』って、帰る時は元の場所に戻るんですよね？」

「ほむ、ふむ。そうだけど？」

　今、『妖精の首飾り』を使って、もといたミケランジェロに戻ったらなんだか色々と大変そう。

「他に帰る場所を設定できたりしないですよね？」

「んん、人間たちが言っている『ミソラの森』に戻ることもできるわ、できるね」

　それだ。ミケランジェロに戻るより、ミソラの森に帰れば晃夜にも居場所が見えるだろうし、『クリステアリー』の存在をバラさずに、なんとか納得してくれるかもしれない。

『タロっはやっく。なんなんだこいつらはっ……ゴハァアアッ』

　晃夜の苦く悶もんが響く。

『大丈夫か!?　ご、ごめん！　俺も賢者ミソラ関係で色々と忙しかったんだ！』

『タロも追いまわされていたのかッッグハァァァッ』

　勝手に納得してくれた親友がいよいよヤバい雰囲気なので、そそくさと戻る準備をする。

「ミソラさん、今日はもう帰ります」

「あるれ、あれれ。もう帰っちゃうのね。タロちゃんにはエルフを紹介したかったのだけれど」

　うっ。

　確か宝石を生む森ここには少数のエルフがいるって話だったな。

　それはとても魅力的な内容で、正直すごく会ってみたい。

　でも……。

「友達が、少し困っていそうなので……俺、帰ります」

「ほむ、ふむ。じゃあ、また会いましょう、会おうね」

　別れの挨拶を妖精たちやミソラさんに済ませ、俺は『妖精の首飾り』を使用する。




：元の場所に戻りますか？：

：ミソラの森に戻りますか？：




　二択のログが表示されたので後者を選択した俺は、急いで晃夜にメッセージを返す。

『お待たせコウ。いま、ミソラの森にいるよ』

『お、ほんとだ。これで、やっと解放される……助かった。そして、すまぬタロよ……天使ちゃんはミソラの森にいるぞおおおおッッ！』

　晃夜は叫び、それからフレンドチャットは途切れた。親友が残した台詞を聞き終えると、なぜか全身にブルッと寒気が走った。

「ワオォオオオオオオオオン！」

　そんな悪寒に拍車をかけるように、狼おおかみの遠とお吠ぼえみたいな鳴き声が飛んでくる。

「ひっ」

　タイミングが良過ぎるその警鐘に思わず少しだけ縮こまってしまう。

　急いであたりの様子を把握するために、首をぐるりと巡らす。そこでようやく異常事態が発生していることに気付いた。

　今は、夜だったのだ。木々の隙間から吹いてくるぬるい風が、闇夜を伴って狼の遠吠えを絶えず運んでくる。そんな不気味な雰囲気に吞のまれながらも『ミソラの森に宵よい闇やみが訪れ、今日も人知れず、静かに旅路の終わりを迎える傭兵プレイヤーたち──』と、夕ゆう輝きが口ずさんでいた内容を思い出したのだ。

　ミソラの森は夜に出現するモンスターが凶暴だと、晃夜たちは言っていたはずだ。あの時点でLv８の傭兵プレイヤー二人が全滅すると警戒してたんだ。Lv３の俺なんかじゃひとたまりもないのでは……。

　これからどうやって夜のミソラの森を抜けようと思考したその直後。

「小フさァきイ灯ア！」

　幼い声が響いた。

　他にも誰か傭兵プレイヤーがいるのだろうか？

　慎重にいくつかの木々を縫って、声の出所を探る。すると、そう距離の離れていない地点で２匹の狼と対たい峙じする金髪少女の姿を発見した。

　歳の頃は、今の俺と同じぐらいで10～11歳に見える娘さんだ。

　聖職者のような真っ白な法衣姿で左手にはメイスを握っている。
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　あんな子が夜のミソラの森で、一人でいるなんて……危険なのでは？

　助けるべきなのか、ここは放っておいてこっそり離脱するべきなのか。ほんの少し迷った後に出した俺の結論は、木の陰に隠れて様子を見るだ。

「グルルルッ」

　２匹のうち、片方の狼がうなりを上げて少女へと跳躍する。少女はその獰どう猛もうさに気け圧おされる事無く、敵の動きに合わせてメイスを振りかぶる。

　見事、狼の顔面にメイスの柄頭をヒットさせ敵をよろけさせる。だが、その隙にもう１匹が逆方向へと回り込んでいたようで、彼女は無防備な状態で飛びつかれる。鋭い牙が彼女の肩を抉えぐり、そのまま押し倒されてしまったではないか。

「きゃっ」

　そのまま組み伏せられ、２匹の狼に貪られる少女。

「やめっやめてっ」

　幼い子供が必死に抵抗する。理不尽な攻撃に屈するその姿はたとえゲーム内であっても目を背けたくなる光景だ。

「やめてっ、誰かッ」

　暗い森の中で一人、虚空に向かって助けを求める彼女に同情の念が湧いてしまう。

　だが低レベルの俺が彼女を助けようとしても何ができる？　どうせキルされてしまうのなら、ここは穏便に見て見ぬフリをするのが得策だ。

　だが、どうにも放っておけない。

　俺がそうやって逡しゅん巡じゅんしている間に彼女のＨＰバーがみるみる減っていき、もはや２割を切っていた。

「くっ……」

　たまらなくなって飛び出した。

　少しでも助かる確率を上げるために、『過激なあめ玉』を口に放り込む。もうすっかり慣れ始めたイモムシ味に顔をしかめつつ、１分間だけ攻撃力を＋10のバフが自身にかけられたと確信する。

　あとは小太刀を鞘さやから抜き放ち、狼に向かって疾走するのみ。

　狼は２匹とも金髪少女を貪るのに夢中で、俺の接近に気付いていない。

「しっ」

　１匹に切り付け、もう１匹に体当たりをかます。雑な一手ではあったけど、どうにか少女をモンスターの攻撃から切り離すのに成功。

「グルルッ！」

　しかし狼たちは全然ひるんだ様子はなく、唸うなり声ごえを上げながらこちらを睨にらんでくる。

　ま、そんなのは想定内で俺の攻撃力ではこんなものだろう。奇襲はとりあえず成功したわけだし、あとは俺の乱入にたじろいでいる金髪少女の手を構わず握るだけだ。

　さぁかっこ良く、助太刀に入るのではなく──

『ケムリ玉』を地面に叩たたきつけて、この場からの離脱を狙う。

「逃げるよ！」

「えっ、あ、あの」

　幸いにも俺のステータスは知力と素早さの極振り。レベルの低い俺でも、生き残れる可能性があるとすれば逃げの一手に尽きる。現実から逃避している俺にはお似合いの戦法だ。

　動揺する彼女の気持ちはお構いなしに、手を引っ張りつつＰＴ申請を出しておく。

　パーティさえ組んでいればこの娘と距離があっても、すぐポーションで回復できる。それに彼女の情報が欲しい。何ができて、何ができなそうなのか。

　晃夜や夕輝とＰＴを組んだおかげで、こういった事態にスムーズに対応できるようになったのは、彼らのレクチャーのおかげだろう。

　俺たちが走り始めて10秒ほどが経った時、金髪少女はＰＴ申請を受託してくれた。





　ミナヅキ　Lv８　ＨＰ29／１２０






　彼女の情報が視界の隅に入ってきた時、俺は驚いた。

　意外にもレベルが高い。晃夜たちと同じじゃないか。

「ワオオオオオッ！」

　って、感心している場合じゃない。迫りくる狼の鳴き声に急かされて、再び周囲へと意識を集中する。左右から何かが疾走する音を耳が拾い……並走されている事実に舌打ちをしそうになる。追いつかれるにしても早過ぎだ。

「た、たすけて、くれたの、ですか？」

　懸命に走りながら切れる息を整えつつ、少女は問い掛けてくる。俺はコクンと頷うなずくだけにして、月光が振りそそぐ森の中をひたすら走る。

「ウルフはっ、仲間を、呼んできますっ」

　前を走る俺に金髪ちゃんは、敵の特性を説明してくれた。

　となると左右の奴らは獲物を狩るために新しく集まってきた仲間か？　どんどん茂みを揺らす音が多くなっていると思っていたが、やっかいだな。

　このまま逃げていても数が増えるばかりで、いずれはキルされてしまう。

「なにか逃げ切る方法は？」

「わから、ない、です」

「じゃあ、足を決して止めないで」

　どうやらミナヅキさんは俺より素早さが低いらしく、遅れがちだった。

　そんな彼女に『翠玉エメラルドの涙』を使っておく。ＨＰが即座に回復すると、彼女は信じられないものでも見るかのように俺を眺め、小さな声で呟つぶやいた。

「わたしなんかに、こんな高価なものを──」

「グゥルアアッ」

　しかし彼女の呟きは遮られてしまう。ついに茂みから飛び出してきた狼が、ミナヅキさんへと襲い掛かったのだ。

　だが、彼女もただやられるだけの女の子ではなかった。身体をブンッと一回転させ、またもや見事に狼の胴体へとメイスを的中させる。しかし、いい反応をした彼女の成果は芳しくはなく、狼に堪えた様子がまったく見られない。

「相手をして立ち止まったらダメだ！　他の狼に追いつかれたら、終わりだ！」

　離してしまったミナヅキさんの手を再び握り、逃走を図る。こくりと頷いたミナヅキさんだったが、だんまりを決め込みはしなかった。

「『陽の元よ、わたしを照らして』」

　ミナヅキさんは詠唱に入りながらも、走り続けている。眠らずの魔導師グレン君の他に、詠唱しながらキャラの行動を並行で行う傭兵プレイヤーがいたとは。

　どうやらミナヅキさんは、かなり魔法行使の練習をした傭兵プレイヤーのようだ。内心で彼女の器用さに舌を巻きつつも、無事に魔法が発動してほしいと祈る。

「『小フさァきイ灯ア』！」

　彼女が後方へ掌をかざし、そこからぼうっと炎が伸びる。追走してくる狼は一瞬にして、小さな紅の波に吞まれた。

「キャウゥウンッ」

　狼はひるみ、一瞬その足を止める。

　その隙に俺たちは距離を稼ごうとするが、すぐに先ほどの狼が追従してきた。

「やっぱり、わたしの魔法じゃダメなの、かな……」

　彼女の呟きを聞いて、俺はとある事を思い出す。

　実は昨夜、シズクちゃんに対グレン用に赤魔法スキルのレクチャーを少ししてもらったのだが……目の前の金髪ちゃんが発動させている魔法は、赤魔法スキルLv１で覚える最弱のアビリティだと聞いている。

　その最弱アビリティで、夜のミソラの森に出現するモンスターに挑むのは……Lv３の俺が言えることではないが、無謀なのではないだろうか？

　だが、彼女はシズクちゃんと同じLv８だ。もっと強力な魔法を行使できるはずでは？

「「「グルウウッ」」」

　俺の疑問や思考を食いちぎるようにして、唐突に前方から３匹の狼が現れた。どうやら待ち伏せすらできる数の敵に、俺たちは包囲されつつあるようだ。

「仲間、やっぱり、呼んでたみたいです」

　悲痛な声音で予想をこぼすミナヅキさん。

「……ごめんなさい」

　泣きそうな顔をして俺に謝ってくる。そんな自信なさげな彼女の暗い表情が、どことなく腐れ縁のももこと被り、どうにかしてやりたくなってしまう。

「ミナヅキさん！　もう一度、魔法を！」

「えッ」

「早く！」

　前後から迫ってくる敵に加え、さらに左右からも１匹ずつ姿を現した狼。

「前の３匹に、魔法を！」

　俺はそう言って、最後の『ケムリ玉』を自分たちのやや前方へと投下。

「『陽の元よ、わたしを照らして』」

　ミナヅキさんの詠唱が紡がれ、煙幕が広がる眼前へと俺たちはその身を躍らせた。

　足を何かに引ひっ搔かかれる衝撃を感じたが、無視して前へと進む。

「『小フさァきイ灯ア！』」

　期待とは裏腹な初期魔法の発動に、疑念を感じつつも走り続ける。

　彼女のわずかな炎と煙があわさり、牽けん制せいとなって前を塞いでいた３匹の狼をすり抜ける事に成功する。
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　ちょっと引っ搔かれただけで、ＨＰ２とか瀕ひん死しだ。

「ハハッ」

　思わず笑いが込み上げてしまう。

　ばふっとケムリを背後に置いていき、ミナヅキさんの方を振り返れば、彼女の金髪にもケムリがたなびいている。

「あぶなかったっ！」

「ご、ごめんなさい……」

　俺のＨＰが激減したことを気にしているのだろうか。

　うつむく彼女を……笑顔にしたくて思わず強引に腕をブンッとふるう。

「楽しい！」

　ミナヅキさんにそう言って、にっこりと笑いかける。

　ぎりぎりだった。

　そう、これこそが冒険って感じ。

「え？」

　俺の想いは上手く伝わっていないようで、言葉を選ぼうとするミナヅキさん。

　しかし、背後から伝わってくる狼たちの、森の中を駆け抜ける音がすぐそこまで迫ってきていたのであまり喋しゃべる余裕はない。

「グルウウッ」

　狼たちの息遣いが聞こえるほどで、いよいよ距離が詰められたようだ。

「魔法はッ!?」

　ダメ元で、ミナヅキさんに問い掛けると、彼女はフルフルと首を左右に振る。

「ＭＰが、足りない、です」

　ぐっ。

　この状況で、ＭＰ回復アイテムである『森のおクスリ』を飲ませているヒマなんてない。

　だから俺は、ふりかけた対象全員のＨＰ２００とＭＰ20を回復させる『結晶クォーツポーション』を迷わずに使う。そうして宝石のような粒たちが空中に散布され、ミナヅキさんや俺の身体を優しく包む。

「こ、これって？」

「魔法を、早く！」

　もう『ケムリ玉』もない。

　追いつかれたら、今度こそ終わりだろう。

　だから彼女の疑問に答えずに、お願いだけを述べる。

「『陽の元よ、わたしを照らして』」

　また、その魔法かっ。

　Lv８にもなっていれば、複数の魔法が扱えるのではないのだろうか。でも、そこまで初期魔法にこだわる理由が彼女にはあるのかもしれない。だから俺は彼女が選んだ魔法にツッコミを入れず、ひたすらに走る。

　あわや先頭の狼に追いつかれそうになった時。

　ミナヅキさんは後ろへと右手を向け。

「『小フさァきイ灯ア』！」

　ボウッと一瞬、後ろへ炎が燃え盛る。

「キャウッ」

　なんとか後退させた。

　しかし左右後方から２匹の狼が俺たち目掛けて飛びつこうとしてきた。

　とっさにミナヅキさんを庇かばいながら、しゃがむ。勢いのまま二人で転倒し、起き上がった時には10匹以上の狼に取り囲まれていた。

「グルルルゥゥ」

　これはマズイ。

　正直、小太刀を振りに振って、キルされる未来しか想像できない。モンスターにキルされると経験値ロストが多いと聞くが、ま、こういうこともあるよな。

「一緒に戦ってくれてありがと。楽しかったよ」

　覚悟を決め、ミナヅキさんに先ほど伝えられなかった思いをしっかりと言葉にしておく。

「え、そんな……わたしなんかに」

　なぜかミナヅキさんは、またもや泣きそうに顔を歪ゆがめて下を向いてしまう。

「え、ちょ、ちょっと。ミナヅキさん？」

　動揺する俺だったが、不意にどこかで聞き覚えのある声が響いた事で意識がミナヅキさんから、他へと移る。

「諸兄ら！　いたでござるよ！」

　声の方へと振りかえれば、そこに数人の傭兵プレイヤーたちが木々の間からぬらりと姿を現した。

「天使殿でござる！」

　既視感のある口調の傭兵プレイヤーが、何人もの傭兵プレイヤーを引き連れて戦闘に乱入してきたのだ。

　そして幸運な事に、俺たちを囲っていた狼たちへ猛攻を開始してくれた。

「天使ちゃんを守るっぽおおおお」

　ちょっとヤバそうな人もいるけど、結果的に俺たちを助けてくれたようにも映るから憎めない。謎の集団は腕っ節が恐ろしく立つのか、俺たちを庇うように狼の集団をことごとく蹴散らしていく。

「ウォォオオンッ！」

「ぐっこいつら、集団戦闘が得意なウルフだ！」

　狼も負けじと仲間を次々と呼んでいき、数瞬にして激戦区となった。俺とミナヅキさんは目立たぬように、慌てて木の陰に隠れてその戦闘を見守る。

　いきなり現れたこの傭兵プレイヤーたちは何なのだろう。夜のミソラの森に、モンスター狩りにでもきたのだろうか？

　とにかく、顔も知らない傭兵プレイヤーたちの乱入のおかげで九死に一生を得た事に感謝しかない。

　傭兵プレイヤー同士の殺し合いが跋ばっ扈こする殺伐とした世界だと、クラン・クランの事をそう揶や揄ゆする人もいるけれど。俺はこの世界で、笑顔でいる事が多いと思う。

　見知らぬ傭兵プレイヤーたちの奮闘に少しだけ、心の奥が熱くなる。

　自分も参戦したいのは山々だが、手持ちのポーションも残るところ一つだけだしLv３の俺が共闘しても足手まといにしかならないだろう。

　失礼ながら、ミナヅキさんもLv８にしては初期魔法しか使っていないところを見ると、戦力外だと思う。

　だから俺は声高らかに、彼らに叫んだ。

「助かりました！　ありがとうございます！」

　俺は熾し烈れつな戦いを繰り広げる傭兵プレイヤーたちにお礼を伝え、笑顔で以もって手を振る。きっと戦闘に夢中で、ザコな俺たちなんかに興味はないだろうけど。

　しかし俺の予想に反し、戦闘中の全ての傭兵プレイヤーがこちらに振り向き、ニヒルな笑みを飛ばしてくれた。『言葉はいらない、早く逃げな』とかっこつけているようにも見える彼らだが、実際にちょっとかっこいいなと思ってしまう。

　俺もあんな頼たより甲が斐いのある大人の男性になってみたいものだ。

　そんな風に感動しつつ、俺は大人の力に甘えてミナヅキさんと一緒にその場を後にした。
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「ふぅ、ここまでくれば……大丈夫だな」

　そう言って俺はようやくミナヅキさんの手を離した。

　俺たちが退避場所に選んだのは『月光樹の丘』と呼ばれる場所だ。

　ここは『始まりの草原』から『ミソラの森』へ行く途中で見かけたエリアで、ちょうどミケランジェロへの中間地点に位置している。

「はぁはぁ……」

　走りっぱなしで息が上がり、そのままへたり込んでしまったミナヅキさん。彼女は俺と目を合わせず、眼前で風に揺れる草々を眺め始めた。

『月光樹の丘』はいくつかの丘が連なり、それぞれの丘の上には一本の大木が必ず生えていた。だが、その大木に花が咲いていることはなく、枯れ木のような寂しい感じが漂っている。

　空を見上げても、いつも晴れているミソラの森の空模様とは大違いで、どんよりと雲がたれ込めている。

「なんとか、助かったね」

　ミナヅキさんは息が整っても顔を向けてこないので、こちらから話をふってみる。

「どうして……助けてくれたのですか？」

　すると小さな声で視線を合わせずに尋ねてきた。

　その質問にはなぜかとっさに答える事はできなかった。ちょっと腐れ縁の友人と、ミナヅキさんのうなだれる姿が被ってしまった、なんて恥ずかしい事を口には出せない。なのでごく一般的な模範解答として、小さな女の子が死にそうになっていたら誰でも助けるのではないだろうか？　という思考を元にゆっくりと言葉を紡いでいく。

「あ、あんな所でミナヅキさんみたいな子が襲われていたら、助けようとするのは普通じゃないかな。それよりミナヅキさんの方こそ、どうして一人で夜のミソラの森なんかにいたの？　危険だよ」

「倒せると思って……」

　少し、悔しそうに呟く彼女。

「でも、あそこのモンスターって夜になると強くなるし。初級魔法で応戦するのは厳しいんじゃないかな」

「やっぱり、無理ですよね……」

「わかってたんだ？」

「わかってましたけど、でも仕方なくて……」

　負けるとわかって、戦いに行くとか。

　モンスターによるキルの経験値ロストは地味に痛いはず。そんな自殺行為をするなんて何か理由があるのだろうか。

「どういうこと？」

「わたしの魔法でもあそこのモンスターを倒せるって、証明したくて……」

「いや、でも。初級魔法じゃ、あの通り……」

　俺が苦言を呈すると、彼女は不意に草をわしゃわしゃっとむしって、語気が強くなった。

「そんなのわかってます！　でも、わたしはレベルポイントを魔力ばっかりに振ってて！　だから初級魔法でも、威力はすごいのです！　ＭＰが15しかないから、３回しか撃てないけど……」

　後半はゴニョゴニョと尻すぼみになっていく金髪少女。

　なるほど。

『初級魔法で、あそこのモンスターを倒せるはずがない』という常識に、錬金術士であるこの俺が囚われていたとは。

　うっかりしていた。

　常識を覆そうとするミナヅキさんの行動には、錬金術士に通ずる何かがある。

「それで、あんな高レベルモンスター相手に、初級魔法しか撃てないキミが戦っていたわけか」

　まさか、レベルポイントを魔力極振りにして狼を倒せるかどうか実験している傭兵プレイヤーがいるとは。俺の実験への情熱をも上回る魔法への探求心に感服だ。

「はぁ……わたし、なんか」

　俺が感心している傍らで、彼女は泣き始めた。

「うおっ」

「やっぱり、ダメな子なんだ……」

　どうしようどうしよう。小学生が泣いちゃったよ。

　今のどこに泣く要素があるんだ!?　いや、きっと魔法で倒せなくて悔しくて泣いちゃったのか？　そうなのか？　小学生の時って、そんな感じで泣いてた気がする？

　ここは年長者として、な、なんとかしなければならない！

　ここでせっかくの研究心が挫けてほしくもないし、何か励みになるような台詞を。

「挑戦、することはいいことだ」

「んん……」

　グスッとすすりなくミナヅキさんは、ぽやっとこちらを見る。

「いや、だから。ミナヅキさんの挑戦する姿勢、俺はいいと思う」

「……どういうことですか？」

　彼女は２匹の狼に対し、１匹にしか注意を払ってないように見えた。だから、ああも簡単に押し倒されたのだと思う。彼女はレベルが高いとはいえ、戦闘には不慣れな感じがひしひしと伝わってくる。

「推測するにキミは普段、戦闘とか積極的にするタイプじゃない？」

「は、はい」

　やっぱりか。でもレベルが高いのはベータテスターか何かなのかな。

　とにかく、褒めておかないとだな。

「それでも、自分の魔法を信じて、あそこで戦っていたと」

「え……」

　俺もゴミと蔑まれた己の錬金術を信じ、日々邁まい進しんしているからな。

「自分の魔法がモンスターを撃破すると証明するために戦っていたんだよね？」

「えと……一応」

「そういうのは好きだ。俺もそんな感じだし」

　俺が手を腰に当て、どんよりと曇った夜空を見上げる。

　曇り空もいつかは晴れる。

「そんな感じって、あなたとわたしは全然違います」

　これで、どうにか女子小学生の号泣事案は避けられる流れになったのではないだろうか？　と思ったのだが、ミナヅキさんが悲しそうに反論してきた。

「いや、キミも俺も同じだって」

「わたしは、ほとんど魔力にしかレベルポイントを振ってないのです」

「それは、さっきも聞いたよ」

「だから、ＭＰが足りなくて……ろくに魔法を扱えない、役立たずなのです」

「それは俺も同じだ。錬金術は役立たずで使えない、みんなそう言ってるし」

　この答えにはいささか予想外だったのか、やっとミナヅキさんは俺と視線を合わせてくれた。

　あれ、この子……やっぱりどこかで見た様な気がする……？

　見覚えのある面影を脳内で検索してみるも……思い当たる人物はいなかったのでまぁいっか。

「あなたは、錬金術スキルを？」

「……ん？　うんうん」

　俺はミナヅキさんの問いに堂々とした笑顔で錬金術を肯定する。

　錬金術スキルを持っていたって、恥ずかしくなんかない。錬金術スキルを選んだ事を誇りに思っていると示すために。

「一般的にゴミスキルって評価だけどさ。それでも楽しいから、俺は錬金術を続けている。いつか、みんながあっと驚くようなアイテムを作って、錬金術の素晴らしさをお披露目するつもりだ」

『翠玉エメラルドの涙』を取り出し、緑に煌きらめくポーション瓶をプラプラッと振り、ニヤッとしてみせる。

「キミも魔法が好きで、あんな無茶をしてたんだろ？」

　ミナヅキさんは両手をキュッと自分の胸に当てていた。

「だから、まぁ、お互いがんばろう。自分の大事なモノを役立たずなんて、言わせないようにさ」

　いい感じに、まとめられただろうか。

　どうか、この少女の知的好奇心が薄れることなく、今後も魔法の探求に力を入れていってほしいものだ。

「一緒に、がんばりたい……」

　ミナヅキさんはボソッと何かを呟く。

「え、なに？」

　俺が聞き返すと、彼女は頰を真っ赤に染めつつも何かを口にしようとし、また閉じるを何度か繰り返し。

「あなたに……」

「ん？」

「ついていきたいです……」

「ええ？」

　ついていきたいって何だ。

「あっ……あの、えっと」

「ついてくるって、どういうこと？」

　彼女はどう答えるべきか迷ったのか、口を何度かパクパクした。そして数秒間は口を閉ざし、次いで両目をつむったかと思うと、パチリと俺を見た。

「あの、今のは違います」

「あぁ、うん」

　言い直した、彼女。

「わたしと──フレンドになってくれませんか？」

「え、あ。俺でよろしければ……？」

　そう言って座り込んでいる彼女に手を差し伸べると、彼女は一度手を伸ばすが、伸ばされた手は胸元に戻された。

「あ……」

　彼女が俺の背後を呆ほうけた様子で見ている。

　何事かと思って、ミナヅキさんの視線の先を追うように振り返ってみると──

　そこには大木が、『月光樹の丘』の木々たちが──

　淡く輝く、ピンク色の花を次々と咲かせ始めていた。

「なんだ、あれは」

　さっきまで寂しく枯れていたのに……みるみるうちに、薄紅色に発光する花々を満開に煌めかせていく。

　それは光る桜。

　夜風に吹雪く月桜。

「月光樹の丘……月の光」

　ミナヅキさんが感嘆の吐息と共に、ささやく。

　俺は急いで夜空を仰ぐと、雲の隙間から月が出ていた。

　その月光を浴びて、『月光樹の丘』の大木は反応したのだろうか。

「月の光で花を咲かせるのか……だから『月光樹の丘』」

　風に乗って桜が、綺き麗れいな花弁が舞い散る。まるで俺たちの出会いを祝福するかのように、夜桜は美しく咲き誇る。

　月明かりの下もと、俺たちはしばらくその絶景に見入っていたのだった。




◇




「ミナヅキってさ、なんかおかしくないか？」

　この一言が始まりでした。

「もう、Lv８だよね？　青と赤と緑の魔法スキルを使えるのはいいんだけど」

「初級魔法しか使えないよな」

　お世話になっている傭ク兵ラ団ンメンバーが、疑問を口々にしてきます。

　モンスターとの戦闘が苦手なわたしは、いつも、ひたすら街のＮＰＣに頼まれるお使いクエストでレベルを上げていました。

　そんなわたしを、たまに狩りへと連れ出してくれる人たち。

　わたしと同じ、15歳未満のプレイヤーが集まっている傭ク兵ラ団ンのメンバーには、すごく感謝しています。

「うん……」

　わたしは前々からわからなかった事を聞こうか迷う。

「ミナヅキもレベル的には、そろそろ大人たちを食い潰す団員にしたいって、団長が言ってたけど」

「今のままじゃ、キツイよな……」

　クラン・クランは15歳未満の傭兵プレイヤーから攻撃をしない限り、他の傭兵プレイヤーから攻撃を受けない、というシステムが導入されています。ＰｖＰの多いこのゲームでは、そういった年少傭兵プレイヤー保護プログラムがあるそうで。そしてここ、傭ク兵ラ団ン『一いっ匹ぴき狼おおかみ』は15歳未満の傭兵プレイヤーばかりが集まる所なのです。なぜ一匹狼なのか、というと、団員以外の〈大人〉たちとＰＴを組んでしまうと、そのＰＴメンバーが他の傭兵プレイヤーを攻撃してしまったら、自分も攻撃対象になってしまうから。

　独りでいれば安全は確保される、という事を忘れないように、団長さんはこの名前にしたそうです。

「初級魔法しか発動できないのはなんで？」

　みんなの質問に、わたしはずっと相談しあぐねていた件を告白することに決めました。

「じ、実はＭＰが足りなくて……わたしもおかしいなって。みんなはどうやってＭＰを増やしてるの？」

　わたしのキャラ、ミナヅキの現在のステータスボードを眺めてみます。





　ＨＰ１３０　ＭＰ15　力40　魔力６００　物理防御29　魔法防御20　素早さ62　知力６

　赤魔法スキルLv10

　青魔法スキルLv６

　緑魔法スキルLv７

　メイススキルLv13

　残りスキルポイント８






「は……？　ＭＰの増やし方って」

「今更だろ……？」

　わたしの質問に傭ク兵ラ団ンのメンバーは、心底呆あきれたように驚きました。

　魔法を使ってみたいという憧れ一心で、できる限り魔力にレベルポイントを振ってきたわたし。

　すごい魔法使いになりたくて。訊じん太た郎ろうくんよりも先にプレイして、自慢がしたくて。

　でも結果はＭＰがなかなか増えなかったのです。

　護身用のメイススキルが今では、一番レベルが高い……です。

　わたしが小さい頃から大事にしている『魔女の冒険』っていうお話には、魔法は魔力の大きさで決まるって書いてありました。

　魔力が高ければ高いほど、ＭＰも上がっていくはずなのに。

　それに団長さんも、魔法使いはレベルポイントを魔力に振っていくのが大切って言ってました。

「まさか、ミナヅキ。レベルポイントをＭＰに振ってないのか？」

　……。

　…………？

　一瞬なにを言われているのか、わかりませんでした。

「え……？」

「おまえ……レベルポイントの項目、よく見た？」

　そう指摘され、わたしは今までレベルポイントの欄をしっかり確認したことはなかったと気付きました。なんだかＨＰと魔力を上げないとって気持ちでいっぱいになってて。あとは、メイスを装備するための必要ステータス分、力を上げたり……今着ている『癒やしの法衣』シリーズを着るために、素早さや物理防御に振ったり……。

　私は震える手で、レベルポイント割り振りメニューをタップして、ちゃんと確認します。




　ＨＰ、ＭＰ、……２個目にあった。




　いつも、ＨＰに振って、すぐにタラーッと下にスライドして魔力に振ってたから、全然気付きませんでした。

「ミナヅキ……レベルポイントって振り直しできないぞ……」

「スキルポイントなら高価なアイテムで振り直しできるけど……レベルポイントはキャラを作り直すしかない」

　コツコツレベルを上げてきたわたしの３週間は、何だったのでしょう。

　周りのベータテスターの子たちは戦いに怯おびえず、どんどんわたしを置いて強くなっていきました。それでも戦い以外で、レベルを上げる方法はあったから。なんとか、がんばってきたのに。

「しかも、クラン・クランってLv８から、レベルアップにすごい時間かかるぞ……戦闘でも積極的にしない限り……」

「ミナヅキ、何やってんだよ」

「マジかよーー役立たずじゃん」

「俺たちがこいつを連れてレべリングを手伝った意味」

「無駄な時間だったってわけかよ」

「ありえねーー」

「ろくな魔法も撃てないのに、Lv９帯のモブ狩りに連れていくとかだるいっしょ」

「っていうわけで、他の魔法使いをＰＴに誘うから、ミナヅキわりーなー」

「次はＭＰにレベルポイント振っておけよ～～」

「あいつ、ボケッとし過ぎだろ」

「ミナヅキ一人で、戦闘なんて一生無理なんじゃね？」




　こうして、わたしは傭ク兵ラ団ン【一匹狼】を脱退しました。

　自分が悪いのはわかっています。

　ちゃんとレベルポイント振り分け項目に、一つ一つ目を通す必要があったのに……みんなができていることが、どうしてわたしにはできないのでしょう。

　現実でもそうです。義父おとう様さまや義母おかあ様さまに引き取られてから、習い事もお勉強も頑張って、新しい環境にも慣れようと必死になりました。でも、どうしても、ダメで……悔しくて、涙の出ない日はありませんでした。

『ももこ。お前は古こ都と塚づか家けの息女としてふわさしい女性になるのだ』

『ももこさん。貴女あなたは古都塚家に立派な跡取りを迎えるため、精進するのですよ』

　義父様や義母様には良くしてもらっています。それでも毎日のように自分の力不足を指摘されるのは辛く、それが事実であるのがもっと悲しかった。

　期待に応えられない自分や、どうすればいいのかわからない馬鹿な自分に苛立って……毎日のプレッシャーに押し潰されそうになってしまったわたしは、ある事を望んでしまった。また、あの頃に戻りたいって、訊太郎くんの傍そばにいられた小さなわたしに……。




　昔、小学生の頃。

　わたしのシャープペンシルは、いつもどこかに消えていました。

　わたしの消しゴムもよくなくなりました。

　リコーダーも体育館シューズも、準備しておいた宿題も。

『あれ？　わたしのランドセルが、ない？』

　下校の支度をしようとロッカーを見ると、わたしのランドセルがいつもの通り消えていました。

『牛うし子こが今気付いたぞ～！』

『モーモー、遅過ぎだろ！　おもしれぇ！』

『ももこ、だっせーな』

『おっせー！　モーモー！』

　数人の男子が面白そうに笑い声を上げて、牛の鳴き真似をしながら近付いてくる。

　それがわたしのいつもの風景でした。

　とても嫌で苦しかった。でも男子たちが怖くて、やめてとは言えず……ぐっと胸に悔しい気持ちをためこんで、愛想笑いを浮かべるしかできません。

　わたしが鈍感だから、みんなより遅いから、自分がダメな子だから、仕方ない。

　そんな気持ちで毎日を過ごしていたのです。でも、あの日からは違いました。

『お前らさ、どうして飽きもせず古都塚にそんな事するの？』

　席替えで偶然隣になった訊太郎くんが、男子たちに語りかけたのです。

『モーモーぼんやりももこは、いつも気付くのが遅いから、何度やっても面白いんだよ』

『牛子がいつ気付くのかーって、みんなで予想してさ。訊太郎も一緒にやってみるか？』

『今回は４限までに気付いたから、カッちゃんの勝ち～！』

『やっぱカッちゃんすげえな！　よくモーモーレベルの予想的中してんよな！』

　騒ぎ立てる男子たち、それに訊太郎くんもきっと同意します。こうやって、わたしの物を隠す男子は一人ずつ増えていきました。だからわたしは訊太郎くんも一緒にやり始めるかと思っていました。

『なにそれ。ダサいよ、お前ら。古都塚の顔見てわからないのか？　嫌がってるじゃん』

　訊太郎くんは、まさかの文句をつけ始めたのです。

『はー？　牛子笑ってるじゃん』

『なぁ、モーモー、笑ってるよなぁ？』

　わたしは男子たちが怖くて、必死に笑ってみせます。

　せっかく庇ってくれた訊太郎くんの言葉を無駄にして、わたしはただただ笑顔を作ります。

　そんなダメなわたしを訊太郎くんはジーッと見つめ、驚いた顔になりました。

　そうですよね。わたしに味方したのに、こんな風に裏切られるなんて誰でも驚いちゃいますよね。

『古都塚、お前、すごいな』

　ですが、訊太郎くんの反応は少し、わたしの予想とは違うものでした。

『古都塚、お前すごいよ。痛いのに、笑えるなんてすごい』

　訊太郎くんは本当にわたしに感動するように目を輝かせ、わたしを眺めてきます。

　それに対し、加か藤とうくんが訊太郎くんの肩を強く押しました。

『おい、訊太郎。おまえ、牛子のどこがすごいって？』

　その瞬間、訊太郎くんのまとう空気が何度か下がったかのように感じました。

『わからないなら、教えてやるよ』

　そう言って訊太郎くんは加藤くんの胸をグーで勢い良く弾き飛ばしました。

『ほら、笑ってみろよ』

『ッ』

　痛そうにして顔を歪める加藤くんに、訊太郎くんは容赦なく右足を振るいました。足をすくわれた加藤くんは教室の床に転がってしまい、訊太郎くんはその上に乗って、もう一度加藤くんの胸にゴッと鈍い音を響かせます。

『痛いだろ？　毎日、毎日、古都塚はこうやって痛そうにしてるよな』

『やめっ、やめっ……』

『痛いのに、でも古都塚は笑っててすごい。ほら、カッちゃんは笑えるのか？』

『仏ふつくん！　もうやめてください！』

　まだまだ続けそうだった訊太郎くんに、わたしは制止をかけました。怖くて怖くて、この人は危ない人なんだって、私を庇ってくれたけど怖い人なんだってその時は思ったのです。

　それから先生が来て、わたしや訊太郎くん、加藤くんたちの話を聞いて……加藤くんと訊太郎くんはすごく怒られていました。

『あいつ、親が外国に行って帰ってこないからって調子に乗ってるよな』

『死んだって噂だろ？　戦争してる場所で写真撮る仕事がーってさ』

『あいつと関わると死ぬんじゃね？　なんか気味悪いぜ』

『訊太郎なんか放っておこうぜ』

　加藤君たちは恨めしそうに訊太郎くんを睨み、解散していきました。

　この時、初めて訊太郎くんのご両親は戦場カメラマンとして活動していると知りました。それから数日後、やっぱりわたしを庇って怒られてしまった訊太郎くんに謝ろうと……勇気を出して、喋りかけました。

『別に気にしてないよ。俺が勝手に加藤たちにムカついてやっただけだし』

『でも、その……わたしなんかのせいで……』

『なんかって……俺なんか両親と会えないだけで寂しがって、悲しくて、姉に甘えたりしてダサいのに……毎日、あんな嫌がらせされて笑える古都塚はすごいよ』

　朗らかに笑う訊太郎くんに、わたしは救われた気になりました。この人は、氷のように冷たい時もあれば、お日様みたいにポカポカする時もあるんだって知りました。

『古都塚、強いじゃん』

　強いって、それは違います。ただわたしは臆病で、『やめて』ってハッキリ言えなかっただけなの。それなのに訊太郎くんは真っすぐにわたしを見つめてきちゃうから、どうしてもその思いに応えたくて、心からの笑みを浮かべました。

　それからわたしはよく訊太郎くんの傍にいるようになりました。加藤くんたちは先生に怒られてから、周りが気付かないようないたずらを続けてきます。わたしは負けないように、加藤くんたちに『やめて！』と素直に言えるようになりました。それでも訊太郎くんがわたしを庇えば庇うほど、わたしへのちょっかいは増えていきました。でも、それが嫌とはどうしても感じられませんでした。だって、その方が訊太郎くんとたくさんお喋りができるから。

『ったく、あいつらは……本当に性格が悪いよな～』

　きっと訊太郎くんは優しいから、わたしの事を心配してくれてるんだ。そんな訊太郎くんには内心で謝りつつも、わたしは彼とお喋りできる機会をいつも楽しみにしていました。

　いつの間にか加藤君たちの嫌がらせが、わたしと訊太郎くんを繫ぐ絆きずなになっていたのです。

　加藤くんたちがからかい、訊太郎くんが守ってくれる、そんな毎日の繰り返し。

　そんな日常が流れていく中で、『牛子』のわたしでも活躍できるチャンスが来たのです。それは自画像を描くという美術の時間でした。実はわたし、絵を描く事だけは人より得意なのです。あの時のわたしは、それだけが自分の取り柄だと信じていました。

　訊太郎くんが褒めてくれた時みたいに、彼の驚く顔が見たくて。先生に上手だって褒められたくて、一生懸命に筆を走らせ、絵の具を塗ってゆきました。そうして、あともう少しで完成するって時に────




『あっ！　わりぃ！　マジでごめんな!?』

　わたしのキャンバスは真っ黒に染まりました。何が起きたのかわからず、謝ってきた人を見れば……そこにいたのは、笑いを堪えながら絵の具の入った水入れをわたしのキャンバスにかけた加藤くんでした。

『すぐ隣にいたのに気付かないとか、さすがトロ子こ』

『ごめんって、マジでわざとじゃないんだ～』

　加藤くんたちの嫌がらせには慣れたつもりだったのに、わたしは思わず泣いてしまいました。せっかく訊太郎くんに『牛子』のわたしでも、いいところが見せられるって、期待していたのに……自分で思っていたよりも、それはとっても楽しみな事だったのです。

『もう一度、描き直そう。先生に頼んで、放課後の時間にでもさ』

　そっと鉛筆を手に乗せてくれたのは、やっぱり訊太郎くんでした。

『なんだよ、訊太郎。お前関係ないだろ』

『先生が怒るぞ』

『はぁ？』

『でも、先生よりも……俺がお前のことを怒ってる』

『……ま～た～訊太郎さんよぉ。お前さー、牛子に構い過ぎだろ』

『お前らこそ、古都塚に構い過ぎだろ？　もうやめろよ。古都塚の事が好きなのか？』

『バッ！　そんなんじゃねえから！　誰が、そんな「牛子」みたいな女を好きになる奴がいるかっての』

『訊太郎だって「牛子」の事が好きなわけないよなぁ？』

　加藤くんと仲良くしてる佐さ藤とうくんが、訊太郎くんにニヤつきながらそんな風に言ってきました。

　からかっているって、わかってるのに……わたしの心臓はトクンと飛び跳ねました。

　訊太郎くんが、わたしの事を好き……？　そう想像したら、なんだかとってもフワフワして、ドキドキして……同時に訊太郎くんが、どう答えるのか怖くなりました。

　聞きたいけど、聞きたくない。

「……いいから、ちょっかい出すのやめろよ。古都塚が自分の顔を描けないだろ」

　そんなわたしの動揺にはお構いなしに、訊太郎くんは淡々と言い返します。

「はぁ？　そいつが顔を描けなくても関係なくね？　やっぱ訊太郎は『牛子』の事が好きなんか～？」

「俺は笑顔が好きなんだ」

「は？」

「自画像が泣き顔とか最悪だろ」

「牛子には泣き顔がお似合いだって」

「俺は……古都塚の笑った顔が好きなんだ。だからやめろって」

　そんな風に訊太郎くんの口から出た言葉で、わたしの全身はあっつくなりました。

　訊太郎くんが、わたしの、わたしなんかの笑う顔が、好き。それはとっても、とっても嬉うれしくて、どうしてなのか、涙が溢あふれてきたのです。

　この時、わたしは初めて悲しい時以外にも涙が出るって知りました。

「うーわー、訊太郎が告った～！」

「ヒューヒュー！」

　周囲の心のないからかいも気にならないほどに幸せで。

　やっぱり訊太郎くんはわたしを助けてくれるヒーローなのです。

　あの時のわたしはそう確信しました。

　それから先生に事情を話し、放課後は訊太郎くんまでもが残ってわたしの絵の完成を見届けてくれる事になったのです。

「じ、訊太郎くん。ありがとうです」

「別に……」

「あの、何かお礼がしたいです」

　そう言うと訊太郎くんはしばらく困ったような笑みを浮かべました。そして訊太郎くんには珍しく、恥ずかしそうに言ったのです。

「じゃあ、一つお願いがある」

「なに？　訊太郎くんの言う事なら、わたしでよければ何でも聞きます」

「じゃあ、その自画像……笑ってる古都塚だけど、髪の色を金にしてくれないか？」

　訊太郎くんが望むのなら、とわたしは一心不乱に絵を描きました。ちゃんと期待に応えられる絵が描けるか心配だったけど、出来上がったわたしの自画像を見た訊太郎くんは満足気に眺めてくれました。

　とっても嬉しそうに。そんな訊太郎くんの顔を見て、わたしも一緒になって喜んでしまう。
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「やっぱり……笑った顔が、……に似てる」

　わたしは何のことかわかりませんでした。

　訊太郎くんは金髪の女の子が好みなのかなって想像しました。例えば金髪の芸能人さんとか？

「誰に似てるのですか？」

「あっ、いやっ！　別に何でもないから！」

　尋ねてみても訊太郎くんは教えてくれませんでした。

　代わりに飛びきりの嬉しい言葉をわたしに残してくれたのです。

「とにかく、古都塚には笑っていてほしい。それだけだ」

　照れくさそうに笑う訊太郎くんの姿こそが、わたしの宝物だと思えたのです。

　高校生になってからは、そんな懐かしい思い出を胸に、上手くいかない現実から逃げるようにして眠りにつくのが日課になりつつありました。あの頃に戻りたい、ただそれだけを願って。

　そしてある日、目覚めたらわたしの身体に大きな変化がありました。わたしが思い描いた理想の姿、訊太郎くん好みの綺麗な金髪の幼い少女になっていたのです。

　もちろん義父様も義母様も心配してくれ、すぐにお医者さまに診てもらいました。

　診断結果は『幼児退行化病』という奇病で、どうやら身体だけでなく、わたしの心や脳までもが子供になってしまったようです。ケースは様々ですが、わたしの場合は容姿も多少変化したそうです。

『こうなってはどうしようもないな。所詮は出来そこないの、家を飛び出たっきりで、ようやく連絡がきたかと思えば死んでしまった愚弟の……明あき弘ひろの娘って事か……』

『故人を悪く言うのは良くありませんよ。しかし、ももこさんの出来が悪いのは確かです。どうしましょうか……』

　義父様と義母様が別室で、わたしの事をそのように話しているのを聞いてショックを受けました。

『あの娘を使って良縁を結ぶにも、な……ももこがあの状態では……』

『いっそ養子を取ってみては……？』

『ならぬ。次代の古都塚を担うのは、本家の血を継ぐ子でなければ……最後に残った娘があのような奇病に冒されるなど……』

　苦悩に満ちたお二人の会話は、今も、ずっと、脳裏にこびりついて離れません。

　クラン・クランでもわたしは役立たず。

　結局、わたしはリアルでも、この世界でも誰にも必要とされないダメな子なんだ。

　もう、何もかもが嫌になって。

　でも、あきらめたくなくて。

　わたしは夜のミソラの森へと駆け出しました。
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「グルルウウ」

　凶悪な顔でこちらを睨む狼さん。

　口からよだれを垂らし、覗かせる牙は鋭いです。

　クラン・クランの世界は建物も魔法も全てがリアルで。

　やっぱりモンスターの迫力もすごくて。

　とっても怖いです。

　でも、でも、わたしは恐怖を押し殺して、右腕を狼に突きだします。

「『陽の元よ、わたしを照らして』」

　一番使い慣れた、満足のいく魔法を詠唱します。

　わたしのＭＰじゃ、たった３回しか撃てないけど。




：３×４×５＝？：




　発動のための問題が、詠唱を口走ると共にログで表示されます。




：60！：




　すぐに答えて、呪文名を声に出す。

　算数は得意なのです。

「小フさァきイ灯ア！」

　掌から、メラメラッと炎の筋が狼目掛けて飛び出します。赤い魔法にその身を焼かれた敵は、ひるんで後方にあとずさる。

　それにホッとしたのも束の間で、もう片方の狼が飛び出してきました。

　わたしは左手で握ったメイスを振りかざし、なんとか攻撃を当てることができました。

　や、やっぱり怖い。

　そんな風に弱気になったのがいけなかったのでしょうか。

　気付くと目の前に狼の顔があって、押し倒されてしまいました。

「きゃっ、やめ」

　もう１匹も嚙かみついてきて、思うように身動きがとれないです。

　ＨＰもどんどん減っていきます。

　目の前に狼の口が、顔が、目が、牙が、爪が、全てがわたしの命を狩り取ろうとしています。

　その狂気に満ちた敵の表情に、わたしは恐怖し、絶望しました。

　あぁ────やっぱりダメなんだ。

　やっぱりわたしなんかじゃ、何にもできない。

　モンスターも倒せない。レベルも上げられない。

　……魔法も使えない。

　そっと、目の前の怖い光景から逃げたくて瞳を閉じようと、あきらめかけたその時。

　何かが狼たちを飛ばし、わたしの手を強く握って立たせてくれました。

　小学校の頃、周囲の子にからかわれていたわたしを、よく訊太郎くんが庇ってくれた時のように。

「逃げるよ！」

　でも、その透き通った声は訊太郎くんのものではなくて。

　たなびく銀髪は、どんな暗い気持ちも撥ね除ける様に強く輝いて。

　青宝石にも似た不思議な粒子をふりまく美少女が、天使のような可愛らしい子が、わたしの手を取っていました。

　彼女はわたしの救世主さまでしょうか？

　天使様は何の魔法を使ったのか、一瞬であたりを白いもやもやにしました。

「えっ、あ、あの」

　天使様は、わたしの手をぐいぐいと、引っ張っていきます。

　ＰＴ申請が届き、戸惑いつつも受託すると、彼女はわたしよりレベルが５も低い子でした。アバター的にも、わたしと同年代かそれより１歳か２歳下に見えます。

「ワオオオオオンッ！」

　情けない気持ちでいっぱいになりつつも。

　背後から響く狼の鳴き声に怯えながら。

　まるで絵本の童話から出てきたような天使様の輝きを見失わないよう、彼女の手を離すまいと、必死に後をついていきました。
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「ふぅ、ここまでくれば……大丈夫だな」

　天使様は腰に手を当て、男の子のような仕草で空を見上げてました。

　わたしたちはなんとか、あの場から逃げ切ることができたのです。

　息が整った頃に、天使様はわたしにどうしてあんなところに一人でいたのか、聞いてきました。

「わたしの魔法でもあそこのモンスターを倒せるって、証明したくて……」

「いや、でも。初級魔法じゃ、あの通り……」

　天使様は当然のことを言ってきます。

「そんなのわかってます！　でも、わたしはレベルポイントを魔力ばっかりに振ってて！　だから初級魔法でも、威力はすごいのです！　ＭＰが15しかないから、３回しか撃てないけど……」

　つい、自分より小さい子に当然のことを指摘されて、大きな声が出てしまいました。天使様はわたしを助けてくれたのに。こんな風に言ってしまった自分が、もうどうしようもなく、悲しい。

　きっと、前の傭ク兵ラ団ンメンバーの子たちみたいに、なに駄々こねてるの、知らないよ、そんなことって言われるに違いないです。

「それで、あんな高レベルモンスター相手に、初級魔法しか撃てないキミが戦っていたわけか」

　だけど。

　わたしの予想とは違って、天使様の声はすごく穏やかでした。

　こんな自分なんかに接してくれるその優しさが、なんだか逆に悲しくなってしまい、もうどうしていいのかわからなくなってしまいます。

　込み上げてくるやるせなさが、瞳の奥から熱くこぼれおちてしまいました。

「はぁ……わたし、なんか」

　むしゃくしゃして、勝ち目のないモンスターに攻撃して、こうやって他人に助けてもらって。

　そして、初めて会う人の前で、泣いちゃってる。

「やっぱり、ダメな子なんだ……」

　義父様や義母様が言うように。

　傭ク兵ラ団ンのみんなが言うように。

　また、お荷物だ。

　きっと天使様にも、使えない子って思われたのかな。

「いや、キミも俺も同じだって」

　こんなわたしと天使様が同じだって、言う。

　そんな見え透いた噓うそで、励ましてくれなくてもいいのです。

「周りはゴミスキルって言ってる。でも、それでも楽しいから、俺は錬金術を続けている。いつか、みんながあっと驚くようなアイテムを作って、錬金術の素晴らしさをお披露目するつもりだ」

　……錬金術？

　あのどうしようもなく、使い物にならないって言われている錬金術スキルを使っていると言う天使様。

　彼女は翡翠宝石エメラルドのように綺麗なポーションを取り出し、いたずらが大好きそうな男子のように笑う。

「だから、まぁ、お互いがんばろう。自分の大事なモノを役立たずなんて、言わせないようにさ」

　さっき、彼女が必死になってわたしの手を握ってくれた。

　伝わってきた手のぬくもりは。

　すごくあったかくて。

　今も天使様の言葉が、わたしの胸にぽわっとしみるのです。

　だから、この天使様についていきたい。

「わたしと──フレンドになってくれませんか？」

　やっと、天使様の顔をはっきりと正面から見る。

　雪のように白い肌。

　やっぱり、銀色の髪の毛には青い光の粒が漂っていて。

「え、あ。俺でよろしければ……？」

　そんな天使様がそっと、手を差し伸べてくれる。

「あ……」

　天使様へ、手を伸ばそうとして気付きました。

　彼女の後ろには、それそれは綺麗なピンクの花が──

　出会いの門出を祝うかのように、桜が咲き始めたのです。

「月の光で花を咲かせるのか……だから『月光樹の丘』」

　天使様はそう呟きました。

　月明かりに照らされて、桜舞い散る夜空を見上げる銀髪美少女の姿は──

　やっぱり天使様そのものでした。
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『月光樹の丘』の光景に見み惚ほれて、しばらく。

　俺は座り込んでいるミナヅキさんに、再び手を差し出す。

「天使さまは、わたしのことをミナって呼んでください」

　しかし、彼女は俺の手を取らず、膝立ちで両の手を握り祈るポーズをしながら、そんなことをのたまってきた。

「いや、その天使様ってなに……俺がミナって呼ぶなら、キミもタロって呼んでくれ」

「天使さまがいいです」

　ぽーっとミナヅキさんは俺を見つめながら、頑なになる。

「そ、そうか」

　俺のことを天使様なんて呼ぶ法衣姿の金髪少女は、なんだか神に仕える物静かな神官少女に見えた。

「えっと、じゃあ……ミナヅキ、さん。フレンド申請するね」

「ミナで……」

　しゅんと悲しそうにするミナヅキさん。

　ぐ、ぬぅ。

　サラッと名前で呼べないのは、今日会ったばかりの娘こを呼び捨てにするという恥ずかしさと抵抗感を覚えるからだ。我ながら小学生女児相手に情けないとは思う。

「ミナさん」

「ミナで……」

　もはや、彼女は俺にそう呼べと神に祈っているかのように嘆願してくる。

　気弱そうなのに、頑として譲らない態度に……腐れ縁のももこと似た部分を感じた。

　小学生の頃、彼女へ余計なおせっかいの連発をしていたことが思い出される。その理由は笑った顔が母に似ていたから、という単純な理由だ。あの頃の両親はよく家を空けて海外へ仕事に出る機会が多かった。俺は幼心でそれを寂しいと思い、特に母が恋しかった。

　母はイギリス人の血が四分の一入っているらしく、髪の毛が金色だった。俺の頭をなでてくれる温かな掌、風になびいては薄く輝く髪、その二つが特に好きだった。

　そんな寂しさをこじらせた幼少期の俺が取った手段は、なんとなく顔立ちが母に似ているももこと一緒にいる事。それをももこは、小学校時代の借りだとでも思っていたのか、執しつ拗ように中学・高校になってからも優しく接してくれたな。

　夕輝とかも言っていたが、違う高校になってからも校門の前で待っていたのには驚きだったし、律義にお弁当や夕飯なんかも作りに来てくれる日があった。

　こっちは俺にそんなに構う必要はないからと、何度言っても聞かないのだから。

　そんな強情さがミナヅキさんと、ももこの姿をかぶらせる。この調子ではきっと、ミナヅキさんは納得しないだろうから、ここは俺が折れるしかないか。

「ミ、ナ……フレンド申請……」

「はいっ、天使さま！」

　恥ずかしさを堪え、『ミナ』とぎこちなくではあるが呼び捨てにした瞬間、彼女の顔はパァーッと明るくなり、笑みを咲かせた。

　ここまでミナヅキさんの暗めの顔しか見ていなかったので、俺はそのギャップに見惚れてしまう。

「では、よろしくです。天使さまっ」

「あ、うん……よろしく、ミナ」

　こうして俺たちはフレンドになった。

　なんだか少し変わった子だけど、レベルは俺より高いし、それなりに頑張ってるのだろう。そんな風にして、ちょっとばかし子供の努力に感心していれば、薄紅色の花びらが俺の頰ほほにヒラリと貼り付いた。

『月光樹の丘』の大木が咲かせた花だろう。

　それをつまんで取ると。




：『月光の福音』を手に入れた：




　とログが流れる。

　こ、これは、素材!?

　おそらく天候と場所の条件が整った時のみに採取できる素材に違いない。

　そうと決まればすることは一つ。

　取りまくる！

　そう決断してから落ちゆく花弁をしっかり観察してみると、草地に接触すると消えているので落下中に摑つかむのが採取の肝だろう。

　なのでひらひらと手をかすめる花弁を、俺はぴょんぴょん跳ねながらキャッチしていく。

　そうして『月光の福音』を５枚採取し、６枚目を手に取った瞬間。




：採取限度数に達しています：

：これ以上の採取は不可です：




　というログが流れてきた。

　ふむ……各傭兵プレイヤーの一度にゲットできる数の上限が、この素材には設定されているのか……。

　と、なると……俺はチラリとミナヅキさんに視線を向ける。

　彼女は俺を見ているのか、月光樹の丘の風景を見ているのか、焦点の定まらない笑顔を浮かべていた。しかし、それでも俺の視線に気付いたのか小首を傾げてくる。

「ミナヅキさん！　この花弁をゲットして！」

「……誰のことでしょうか？」

　わざとらしく、とぼけるミナヅキさん。

　名前呼びじゃないとダメらしい。

「み、ミナ、花びら、取ってほしいな」

「はい、天使さま」

　嬉しそうに頷き、彼女も俺に倣ならって月光が降り注ぐ桜舞い散る夜に、ぴょんぴょんとジャンプし始めたのだった。

　それから俺たちは『始まりの草原』を通り、先駆都市ミケランジェロを目指した。

　途中で何匹かのスライムと交戦し、『スライムの核』を何個か入手。

『翠玉エメラルドの涙』を補充するのにちょうどいい、なんて思っていたら、レベルアップの音が鳴り響く。




：レベル４に上がった：

：レベルポイントを１００取得しました：

：スキルポイントを15取得しました：




「お」

「天使さまっ、おめでとうございます」

　連戦に次ぐ連戦で、レベル４になるまでもう少しだったようだ。

　まさか、スライム相手でレベルが上がるとは。

「天使さまっ、レベルアップのお祝いです」

　彼女はそう言って。




：ミナヅキより『月光の福音』×５の譲渡申請がきています：

：受託or拒否：




　なんと、ミナヅキさんは先ほどの素材を俺に渡すトレードをもちかけてきたのだ。

　さっきは思わぬレア素材との遭遇で興奮してしまったが、ミナヅキさんが採取しても俺の取り分が増えるわけではない。

　だがしかし。

　俺が『月光の福音』を欲しそうにしていたのは彼女には丸わかりだったようだ。

　なに、この子。いい子過ぎる。

　というか11歳前後の少女に、自分の気持ちが筒抜けだった事に少し恥ずかしさを覚えた。

「え、えっと、いいの？」

「はい、助けてくれたお礼ですっ」

　うわあ。

　この子可愛い。

　健気な感じのミナヅキさんに押され、俺はトレードを受託してしまう。

「ありがとう、ミナ」

「はい、天使さま」

　こうして、『月光の福音』を10枚も手に入れて、ホクホク顔で俺は先駆都市ミケランジェロへと帰還したのだった。

「ふふふのふ」

　新しい素材を錬金するのが楽しみだ。そしてレベルポイントとスキルポイントをどう振るかも俺の胸を躍らせる一因になっている。さらに、賢者ミソラさんからもらった馬車のフィギュアも気になるし、やりたいことは盛りだくさん。

　何より、可愛らしいフレンドができたのが喜ばしい。

　高揚した気分を傍目からは悟られぬように抑えても、足取りはどうしても軽やかになってしまう。そんな折に、怨えん嗟さのようなフレンドメッセージが届く。

『ダロォォォォオオ……』

　賢者ミソラの件で巻き込まれた晃夜の存在を、すっかり忘れていた事に気付いたのは、『天球まかせな時計台』で割れたメガネをかけ、ぐったりとした親友を発見した時だった。





３話　絶望







『ダロォォォォオオ……』

　晃こう夜やの精根尽き果てたフレンドメッセージを受け。

『コウ、一体何が起きたんだ？』

　ミケランジェロについた俺はすぐに晃夜へ通信を繫つなげた。

『あいつらが、あいつらがっあいつらはヤバい。何なんだ、あのスキルは』

『コウ？　大丈夫か？』

『急に俺の背後を突いてきたと思ったら、いつの間にか俺は裏路地にいた……あんなスキルがあったら、神兵デウスの哨しょう戒かい網もうをくぐりぬけるのなんていとも容易い』

　ブツクサと怨えん嗟さの言葉を吐き出す親友。

『おーい、コウ。帰ってこい～』

『それから俺は、数人に囲まれ何度も何度もねちっこく、ねばっこく質問、いやアレは尋問だ。奴らの雰囲気は尋常じゃない。その上、奴らは「おい、このメガネをキルしたら天使ちゃんの居場所を聞き出すことができねぇ」と言い出し、俺を路地裏で……』

『こ、晃夜さーん？』

　永遠に独り言を続ける晃夜が怖くなってきた反面、それほど恐ろしい目にあったのかと心配になってくる。

『ＨＰが全損するほんのちょっと手前で、奴らは何度も何度も、回復ポーションを……執しつ拗ように、あんな高価なものをほいほい使い、俺を精神的に追い詰めるためだけに……しかも、俺の伊だ達てメガネまで壊しやがった……はっ！　タロ、タロは無事か!?　悪い、俺とした事がっ。あんな危険な奴らにお前の居場所を……タロ!?』

　晃夜がここまで動揺するのはいたく珍しい。

　かなりの手て練だれ傭兵プレイヤーにやりこめられたのだろうか。

　しかし、そんな上級者グループが俺の居場所を詮索していた？

　心あたりがまったくない……ミナ以外で他の傭兵プレイヤーと遭遇したとすれば、先ほどピンチを救われた通りすがりのレベル上げに勤しむ、気のいい傭兵プレイヤー集団のみだ。

『俺は大丈夫だよ。それって本当に俺を狙った集団なのか？』

『ま、間違いないはずだ。いや、わからない。だが、このまま放置できる問題でもない。早急に「百騎夜行」のメンバーと今後の方針を話し合わないと』

『確かに、危険な奴らかもしれないな……』

『タロの居場所を詮索してきた以上、お前も無関係ではないはずだ。俺たちとくるか？』

　ちょうど先ほどから、晃夜がぐったりしている姿を遠目で眺めていたところでもある。当の本人はこちらに気付いていない様子だが、直接顔でも合わせて相談した方がいい案件かもしれない。

「天使さま、どこに行かれるのでしょうか？」

　ベンチに腰掛けている晃夜へ駆けつけようか逡しゅん巡じゅんしていると、ミナが質問をぶつけてきた。

「あ、あぁ。ほらあそこで、しょぼーんって座ってる奴。あの割れたメガネ野郎がいるでしょ？　あれ、俺のフレンドだから声をかけようかなと」

「あの方かたは……」

　ミナは俺と晃夜を交互に見つめ、訝いぶかしげに質問を浴びせてきた。

「天使さま……の、フレンドですか」

「うん。なんていうか、この世界ゲームに来て手取り足取り教えてもらってる相手だからさ。そんな奴があんな風にして疲れ切ってるんだ。多分、俺を頼りにしてる」

　ミナは晃夜を見て警戒心を持ったのか、メイスを握り始めた。

「おいおい、あいつはいい奴だから。ＰｖＰとかやめてな？」

「でも、天使さまは15歳未満の傭兵プレイヤーさんですよね？　こんな少女に高校生が執着し、甘えるだなんて……彼には失望しました」

「う、うん……？」

　俺も晃夜も16歳なんだけどね。

「義父様おとうさまは仰っていました。わたしたちぐらいの年端もゆかない少女を、てごめにする年上の男性は、ロリゴンという危ない化け物だと」

　ロリゴン……？

　か、怪獣みたいな名前だな？

「そ、それはそうかもしれないけど……」

「天使さまはあの方とお話しするよりも、する事があるじゃないですか」

　にっこりと微笑むミナ。

　やること……？

「レベルポイントやスキルポイントを振ってはいかがでしょうか」

　あ、そうだった。

　しかし晃夜を放っておくのも気が引けるし……だけれど、今の状態でミナと晃夜を会わせれば、なんだか衝突しかねない雰囲気をミナさんが出しておられる。あんなに大人しそうだった彼女が、今では背後から黒いオーラをまき散らすほどだ。

　これが殺気というものなのだろうか……こ、晃夜のロリゴン疑惑はまぁ、あとで少しずつ解いておくとして、まずはスキルポイントでも振っておくか。

　決して、決して10歳そこらの少女が放つ気迫が怖くて、晃夜の方に行かなかったわけではない。

『コウ、今はまだ合流はいいかな。ちょっとフレンドといるから、そっちの方針が決まったらまた連絡してくれ』

　謎の集団への対策会議はまたの機会にしようと晃夜に告げておく。

『一人じゃないなら、それほど心配する必要もないか。だが、ここは荒くれ共が闊かっ歩ぽする傭よう兵へいの世界。何かあっても自己責任だぜ』

『俺の居場所をもらしたお前がソレを言うのか？』

『それについては、ほんとに悪かった……』

『おう、気にしてないよ。俺を狙う奴がいるかもしれないって話だし、事の発端は俺にあるかもしれないから。それに晃夜がロリコンって、俺もバラす時が来るかもしれないから貸し借りなしだ』

『ちょ、おまっ、誰がロリコッ』

『また生きて会おうぜ』

『っち。お前に言われなくても、俺の割れたメガネに誓って生き抜いてやるよ。せいぜいタロも変態幼女ネカマプレイでがんばれよ』

『へんたい幼女って、おまっ』

『じゃあな。あとで賢者ミソラについても詳しく聞かせてくれよな』

　なんだよ、もう。

　まったく、人の事を変態幼女プレイ呼ばわりするとか……全否定できない部分があったので憤慨もできない自分に思わず溜ため息いきをついてしまう。

「天使さま？　どうしたのですか？　スキルポイントやレベルポイントはお振りにならないので？」

　おお、ミナさん、ありがとう。

　沈みかけた俺の気持ちを救い出す話題を提供してくれた彼女に感謝しつつ、称号『老練たる少女』のおかげでスキルポイントが29も貯まっているのを確認する。

　俺は迷わず、錬金術スキルLv18へと振る。




：錬金術スキルLv20　『鑑定眼』を習得しました：




『鑑定眼』

【ＭＰを２消費して、どんな素材、アイテムなのか、普通の説明文よりも細かい情報を見ることができる。錬金術のヒントになる】




　ほほう。これは便利なアビリティを習得できたな。

　俺は、そのままガンガンスキルをつぎ込んでいく。




：錬金術スキルLv25　『調教術』を習得しました：




『調教術』

【錬金キット『復元を司る拷問台座』、もしくは簡易錬金キット『お弁当箱』を使用して、素材の特性を変化、進化させる。今まで、相性の悪い素材同士だったものが、これにより、かけあわせることが可能になるかもしれない】




　きたあああああああああああああああああ！

　万物の性質をも変化させる、超神スキル！

　それが錬金術なのだ！

　これは今すぐに、ありとあらゆる素材で試したい。

　だが、『復元を司る拷問台座』という物騒な名前の錬金キットと、『お弁当箱』というキットを揃そろえなければいけないな。

　今の残金は、ミソラさんとの食事を経て２３２エソしか持っていない。

　錬金キットがいくらなのかチェックする必要があるな。

　とりあえず俺はスキルポイントを22ポイント残し、振るのをやめた。ゆらちーに戦闘スキルも持っていた方がいいと言われたのがやはり気になっているので、何かの戦闘スキルを習得した際にはそっちに割り振るためにも、ある程度ポイントはとっておきたい。

　なので、次はレベルポイントだ。




傭よう兵へいタロ　レベル４




ＨＰ60（＋10）　ＭＰ40（＋５）　力１（＋０）　魔力14（＋０）　物理防御２（＋０）　魔法防御８（＋０）

素早さ１４０（＋40）　知力１５５（＋45）




　こんなもんかね。

　力と防御力が相変わらず低いのはご愛あい嬌きょう。

　錬金術にはやはり知力が必要なのだよ。

　力も今のところ、他に装備できる武器がないし、姉からもらった小太刀【諫いさめの宵よい】を当分は相棒にしていればよい。

　そう思い、感慨深く我が愛刀を眺める。




【小太刀】諫めの宵・攻撃力＋22（＋13）　技量補正Ｇ




　あれ、また攻撃力が増えている？

　前は＋18だったはずなのに、今は22だ。

　なんでだろう。技量補正Ｇっていうのが関係しているのだろうか……。

「むーん……」

「て、天使さま」

　ちょいっと袖そでを引っ張ってくるミナさん。

「ん？」

「そ、その周りの傭兵プレイヤーの方々からの視線を多く感じます……」

　ミナの指摘に、俺は小太刀を眺めるのをやめる。

　確かに、チラホラとこちらの様子を窺うかがう傭兵プレイヤーが何人かいる。

「場所、移そうか」

　少女姿になってからというもの、奇異の視線を向けられるのにも慣れ始めてはいたが、居心地が悪いモノは悪い。特に今回は隣に、同じく年端もいかない金髪神官ちゃんがいるから余計に目立っていたのかもしれない。

　なので俺たちはそそくさと移動した。
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　場所は変わって、ミケランジェロのＮＰＣが経営している道具屋へ。

「ううーむ……」

「天使さまは何か、欲しいモノがあるのですか？」

　商品の値段を見てはうなる俺に、怪け訝げんそうな顔でミナが聞いてくる。

「錬金キットがね……欲しいんだ」

「おいくらですか？」

「それが、けっこうお高くて……４万エソと１万エソ」

　これじゃあ、誰も錬金術をやりたがらないのも頷うなずける。５万エソを貯めるというのには骨が折れるし、さすがの俺もこれにはやる気を削がれてしまう。

「合計５万エソですね？　わたしが買いますので、しばしお待ちください」

「！」

　何を言っているんだ、この子は。

「ミナ、待って。それはいけない！」

「どうしてでしょうか？」

　キョトンっと本気で疑問に思っているようだ。

　10歳そこらの傭兵プレイヤーが５万エソも持っているのも不思議だが、こんな小さな子が、やすやすと財布のひもを他人のために緩めるなんて……この子は危ない。もし、変な奴につけこまれでもしたら、利用されるに違いない。

「そのお金は自分のために使いなよ。他人に簡単にお金を使っちゃダメだ」

「でも、わたしは天使さまだから……天使さまの役に立ちたくて……」

「気持ちだけで十分だよ」

　俺は子供に言い聞かせるように優しく微笑みかける。

　すると、ミナはほわーっとした表情を浮かべ、コクンと頷いた。

「でも、もう買ってしまいました」

「は!?」




：ミナヅキより『復元を司る拷問台座』と『お弁当箱』の譲渡申請がきています：

：受託or拒否：




　問答無用のトレード申請が飛んでくる。

「ミナ……これはさすがに受け取れないよ……」

「でも、わたしは錬金術スキルを持っていませんので……全部が無駄に……」

　なんてこった。

　これではミナが支払い損になってしまう。だが、かといって無償で錬金キットを受け取るのは男の沽こ券けんに関わる問題だ。しかし、金銭で返すにしても……クラン・クランは直接のお金トレードはできない仕様になっている。

「ミナ……本当に錬金キットを俺がもらってもいいの？」

「もちろんです。天使さま」

「じゃあさ」

　と、前置きを入れて俺はミナに説明をする。

「今後はこういった事は絶対にしないように。とっても嬉うれしいけど、中にはミナを騙だます人がいるかもしれない。それと、今回はありがたく錬金キットをもらうけど、ミナには何か欲しい物はないかな。あれば５万エソ分の物を買うと約束する」

「わたしが欲しい物ですか……今のところは特に、ありませんね」

「じゃあ、欲しい物ができたら何でも言ってくれ。必ず買うから」

　それまでに５万エソを何としてでも貯めなければ。

「プレゼントですね！　ありがとうございます」

　ち、違うんだが……とは、無邪気にはにかむミナを前に言い出せない。だから代わりに、自分自身に誓いを立てるようにして叫ぶ。

「よし。錬金術でひと儲もうけするか！」

　その後、俺たちは賞ウ金ォ首ンとテ競ッ売ドで各アイテムの相場をチェック。

『ポーション＋２』の相場が微妙に下がっていた。

　これは回復量が同じ『翠玉エメラルドの涙＋２』の値段も、昨日出品した価格より下げた方が良いのだろうか？

「うぬぅ」

　素材の価格をチェックしてみると、『翠玉エメラルドの涙』の素材となるものが激安で出品されていたので、買い込んでおく。

『スライムの核』なんか供給量がよほど多いのか、50個で30エソとかで売られているのでもはや投げ売り状態。一個１エソ以下だ。ちなみに素材はアイテム屋で売ることができないモノも多い。よってプレイヤーバザーである、賞ウ金ォ首ンとテ競ッ売ドに出品する傭兵プレイヤーたちが大半なのだ。

　やはりサービス開始時期なだけあって、初期街周辺のモンスターは傭兵プレイヤーにこぞって狩りに狩られるため、そのドロップ素材であるものは軒並み激安だ。

　おやおや。

　モフウサからドロップする『紅い瞳の石レッド・アイ』もかなり安いぞ。

　一個１エソだ。

　あれは上位変換で『紅ぐ蓮れん石』を生成するのに使う素材になるから、ため買いをしておこう。

「おそらく……今はレベル３～５帯の傭兵プレイヤーが多いから、か……」

　俺ぐらいのレベル帯からしたら、いい経験値の稼ぎダネになる標的だからな。それだけ供給量も多いと。

　俺は所持金が30エソになるまで、諸々の素材を買い込んだ。

「よし、錬金するかな」

「はいっ天使さまっ」

　なぜか追従してくるミナ。

　あまりに嬉しそうにしているのでツッコまないが、この子はいつまで俺の後をついてくるのだろうか。

　ミナを横目で眺めつつ、俺は感慨にふける。まさかネトゲ開始早々、幼女のフレンド相手に借金を抱えるハメになるとはな、と──。
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　そんなこんなで俺たちは人の往来が少ない路地裏へと移動し、錬金術でアイテムを次々と製作した。作った物はもちろん賞ウ金ォ首ンとテ競ッ売ドに出品しておいた。

『翡翠エメラルドの涙＋２』は、『ポーション＋２』の相場が下がっていたから値段は迷ったけど、結局は前回と同じ値段で出品した。

　一個５６０エソ、ミケランジェロの５％税率で引かれると、５３２エソだ。

　これを６個だしておく。

　次に『結晶クォーツポーション』を一つ。

　これは賞ウ金ォ首ンとテ競ッ売ドで検索をかけても、他に売っている人がいなかったので、俺が価格を設定。ＨＰとＭＰを複数人同時に回復できるアイテムなため、試しに１６００エソという強気な金額で出品しておいた。

　ここからは、強欲が止まらなかった。

　次に『森のおクスリ』を二つ。夕ゆう輝きの言葉通り、確かにＭＰ回復アイテムは見つからなかったので、これもかなり高めの、一つ８００エソに設定しておく。

　今度は赤属性のダメージを１分間10％軽減する『火か護ごの粉ふん塵じん』を一つ。

　これも既存で出品されているものはない。

　作るのに、素材数もわりとかかっているため、１２００エソで出しておく。

　最後は『火種を凍らせる水晶』を一つ。

　これもやはり、売っている人はいない。炎５００ダメージ以下を無効化するこのアイテムは、最高価格の２０００エソと設定しておく。

　これら全部が売れれば９０００エソは固い。

　黒い笑みが止まらなかった。

　ちなみに、錬金術スキルが習熟度によって１レベル上がり、26レベルへと上がった。スキルポイントを振らず上昇したのは久しぶりだ。

　しかし、順調だったのはここまでだ。




：賞ウ金ォ首ンとテ競ッ売ドより、『森のおクスリ』×２、『結晶クォーツポーション』×１が売れました：

：３０４０エソ、入手しました：




　流れたログを見れば結果は一目瞭然。

　しばらく待っても……『翠玉エメラルドの涙』の売れ行きが予想以上に芳しくなかったのだ。いくら既存のポーションと比べて瞬時にＨＰを回復する優れモノであっても、やはりポーション一つに５００エソ以上を支払える傭兵プレイヤーはなかなかいないようだ。困った事に売れ筋商品の素材はもうほとんど手持ちにない。

　ポーションの値下げを検討するべきか……深刻ぶる必要がないのはわかっている。普通の傭兵プレイヤーから比べたら、すごく美味しい稼ぎなのだ。しかしこれではミナへの借金を完済するには、かなりの時間がかかってしまいそうだ。

　何か新しい商売方法を考えないと、そう判断した俺は────




「あっらぁ～～～～ん♪　い・ら・っ・しゃ・い！　マイエンジェルスウィートたちっ♪」

　はい。やってきました。

　お決まりの錬金術場所、輝剣アーツ屋スキル☆ジョージ。

　なぜ、わざわざジョージのお店に来たか。それは集中して錬金術に打ち込む、というのもあるが本命は違う。俺と錬金術が有用であると上手くアピールし、ジョージの持つ情報力をどうにかして引き出すためだ。

　つまりは何かいい商売ネタがないか、ジョージに交渉するために来たのだ。

　ただしここで順序を間違えてはいけない。

「あ、ミナ。こちらは俺のフレンドであるジョージだよ」

　入店してすぐにミナへ、ジョージを紹介する。

　ジョージの挨拶に「ひぐっ」っと怯おびえの色を一瞬見せたミナだったが、「コホンッ」と咳せき払ばらいをした後に、俺を汚物から守るように前に出てジョージに挨拶をした。

「あなたもロリゴンなの？」

　ぶほっ。

「あらあら～ん？」

　いきなりの質問にアフロヘアは目を何度も瞬かせ、しばし考えた後にバチッと両目閉じウィンクをしたのだった。
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「あちきが色目で見るのは、オ・ト・コ・だけよぉん？　しかも、屈強で凜り々りしい漢おとこだけよッ♪」

　小学生にぶっとんだ返しをのたまうジョージ。

　そもそも、ミナの年齢で同性愛というものを理解できるのだろうか？

　そんな爆弾発言を落とされた、ミナはというと。

　じーっとジョージを見つめ、ぽつりと呟つぶやく。

「男の人が好きなのですか？」

　こちらも超ド級な直球ストレートを投げる小学生女児。

　純粋がなせるわざである。

「そうよぉんッ」

　誇らしく、それに答えるジョージ。

「……男性なのに？」

「えぇん、もちろぉんっ♪　あなただって女の子に惹ひかれたりしないのかしらぁ～ん？　た・と・え・ば、ねっ？☆」

　そう言って、ねばっこく俺の方を見る色黒マッチョ。それに呼応するように、ミナはこちらを振り返ってくる。

　ミナと目が合えば、なぜか彼女は赤面し、慌ててジョージの方へと向き直った。

「あ、あ、あなたが天使さまのお、おと、おともだちだって事はわかりました……」

　ミナはそう言い、もじもじと俺の後ろに下がっていった。

「んふんっ。あなたとは気が合いそうね？」

　純粋無む垢くなミナと、アグレッシブなジョージとではまったく反りが合わなそうだけどな。

「ところで天使ちゅわん、今度はどうしたのかしらぁん？」

　ジョージが『天使』と呼んだことに背後がピクリと反応したが、それには触れずにお決まりのやり取りをする。

「ジョージ、今から錬金術をしてもいいかな？」

「前も言った通りんっ。天使ちゃんならいつでも歓迎よぉん。それに、今日はもう一人の天使ちゃんも連れてきたみたいだしぃん♪　ジョージ、かんげきぃいいんっ（吐息）」

「そんな、わたしが天使さまと一緒だなんて……」

　いじらしく照れるミナを眺めたジョージは、改めてミナのことを突っ込んできた。

「お友達かしらぁん？」

「はい、さっきフレンドになったばかりで」

「よかったわねぇんっ、同じ年頃のお友達が見つかってぇん」

「あははー」

　実年齢は違うけどね。
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　さて双方の紹介を終えた俺は、錬金術士らしく策略を張り巡らすとしよう。

　俺の目的はジョージが持つであろう商売ネタ、儲けの話だ。しかしジョージも店を持つ主として、商人として、タダでは情報をくれないだろう。では、以前のように『翠玉エメラルドの涙』を渡して取り引きすれば……なんてこちらの底が見えるような、つまらない交渉をしたくはない。

　そういうのは最後の手段に残しておくもので、今やるべきは自分には可能性があるとアピールする事だ。これから俺が行う錬金術が、莫ばく大だいな富をもたらすかもしれない、という希望をジョージに植え付けるのが大切なのだ。俺と錬金術が有用であると、そう判断すれば商売ネタなんてジョージから話を振ってきてくれるのではないか、そう予想したからこそ俺はここにいる。

　と言っても、俺がこれから取り組む事はまったくの未知であり、ぶっちゃけて言えば一発勝負なところはある。だが、そんな緊張感も錬金術を楽しむスパイスとして、活かし切ってみせよう。

　そう意気込み、俺は本日のメインディッシュとなる素材を取り出す。

「どぉーん！」

　先ほど『月光樹の丘』でミナと一緒に採取した『月光の福音』だ。

　淡くピンクに光る花弁は、見る者にホッとした温かみと切なさを覚えさせる。

　ミナが素材に気付き、相の手を入れてくる。

「あ、先ほどわたしたちで手に入れた素材ですね」

「うむ」

　これを今から、錬金する予定なのだが。

　まずは説明文を読む。




『月光の福音』

【月の魔力を宿した花弁。使うと１分間、ステータス魔法防御が３上昇する】




　それだけしか記されていない。というか、これ一応アイテムだったんだ。

「あらら～ん♪　それは、あつ～～～いカップルがいちゃつくためのネタアイテムねぇん」

　そう言ってジョージも『月光の福音』を取り出した。

　わりと有名というか、知名度の高いアイテムだったのか。

　それにしてもネタアイテムか……もしかして、しょぼい素材だったりするのかもしれない。

　いや、そんな万人にネタアイテムとしか思われてないモノを、想像をも超える至高の物体へと進化させるのが錬金術の本質と言えよう。

「このア・イ・テ・ムはねぇんっ♪　ん～～ふっ」

　ジョージが掌に載せた花弁に息を吹きかけると──

　ピンクが強く発光し、それがふよふよと浮遊し────

　まるで投げキッスのように──

　俺の頰ほほへと着弾した。

「うぉおおおええええええええええええッ！」

　避ける事を考えず、ただただ、花弁の行く末をお気楽に眺めていた自分に絶望し、地の底に沈む気分を味わった。

「こうやって、使うのよん？」




：１分間、ステータス魔法防御＋３になりました：




　１ミリも嬉しくないログが流れる。

　俺は床に転がりもだえ苦しむ。そんな俺を見たジョージは両頰を染めながら、両目閉じウィンクをバチンッとかます。

「そ・ん・な・に・照れちゃ、いや～ん♪」

「……照れてないと思います」

　死んだ魚のような目で、ミナがジョージにツッコミを入れたのであった。





４話　拷問する錬金術士







「うへぇ……」

　ジョージの『死の接せっ吻ぷんとばし』から、なんとか意識を取り戻す。

「て、天使さま。大丈夫ですか？」

　ミナが俺に寄り添い、『月光の福音』を手渡してくる。

　そ、そうだ。

　俺はこのピンクの花弁を見極めるべく、錬金術を敢行しようとしていたところだったのではないか。

「っく」

　しかし、どうしてもこのアイテムを見ると、先のジョージのせっぷ……。

　いや、やめよう。

　思い出すのは不毛だ。

　やはりジョージは商売相手として強敵だ。だがここで折れる俺ではない。

　どうにか気力を回復した俺は、さっそく習得したアビリティ『鑑定眼』を発動する。

「わぁ……天使さまのおめめが、金色に光ってます」

「あらあら、本当にタロちゃんは天使ちゅわんねっ」

「ちゅわん……？　……天使さまは天使さまですから」

　なんだか、ミナのジョージに対する声の温度の低さが怖いな。

　と、とにかく、俺は『鑑定眼』を発動した状態で、『月光の福音』を見てみる。




『月光の福音』

【月の精霊ウルドの力に祝福された花弁。太古より人々に歓喜をもたらすと言われている。月光の淡い輝きは、本来の花弁を非常に脆もろいものに変化させた】




　月の精霊ウルド……妖精がいるのだから、いつかは精霊とも会えるのだろうか。

　特性は非常に脆い……これが錬金術に関わりのある記述なのだろうか……？

　だがこれをどう、錬金術に活かすか。

　まったく以もってわからない。

　ってなわけで、つまんだ花弁を合成釜へヒラヒラリーッと落とす。

「考えても仕方ないな」

『鑑定眼』、役に立たないわ。

　さてさて、『月光の福音』と相性の良さそうな素材は……っと。

　合成釜に素材を順々に巡らしていき、釜の中の空模様を窺うかがっていく。

　結果、『妖精の粉』以外、相性の良いモノはなかった……。

　なので、金粉をさらさらーっと投入。

　本日の釜空模様は薄紅に暮れる黄金色。

　火力は『月光の福音』が脆いという事を踏まえて、弱火。

　まぜまぜしながら様子を観察していくと、少しずつ少しずつ、色が暗くなっていった。

　まぜること、１分。釜の中は完全に真っ黒になった。

「これは、ダメっぽい……」

　紅い煙がモクモクと立ち込め、失敗に至った。




：『月光の福音』＋『妖精の粉』の合成に失敗しました：

：素材は失われました：




　貴重な『月光の福音』を１枚ロストしたことは痛手だが、俺にはまだ試していない事がある。それは新アビリティ『調教術』だ。

「ふふふ……ふふ……」

　ジョージの前でミナからもらった『復元を司る拷問台座』を取り出す。

　黒塗りの鉄でできた台座は一辺が１メートルに及ぶ、なかなか大きなものだった。

　台座の側面には色々な器具がぶら下がっている。

　両刃の剣。ハンマー。レイピア。何かを摑つかむようなトングが二つ。

　さらに気になったのは、何か球体状のモノをはめ込むような窪くぼみもあった。

「あらあらぁん。何かしらんこのキットわぁん。あちきも見たことないわねぇん」

「なんだか、ゴツゴツしてるです」




『復元を司る拷問台座』

【知の探求には、何の犠牲もいとわない。錬金術が忌み嫌われるゆえんの実験器具。素材の特性を進化・変化させる】




「ククク……」

　拷問とな。

　ついに錬金術の暗黒面に触れる時がきたか……。

　さてさて、何の素材を変化させるか。

　しかしそれは決まりきっている。先ほど、『妖精の粉』としか合成の相性が良くなかった『月光の福音』だ。

　小さく脆い花弁を『復元を司る拷問台座』へ置く。




：生いけ贄にえにしますか？：

：拷問をしますか？：




　うわ、さっそくグロい選択肢でちゃったよ。

　楽しみ過ぎるよ。

　まずは生け贄を選択してみる。

　すると台座の上から黒い液体が滲にじみ出てきて、にゅるにゅると『月光の福音』へと這はい寄っていくではないか。

　そのままグニュリッと花弁を黒い液体が取り込み、少しすると球体状に変化した。




：『月光の福音』を生け贄にしました：

：『魔ま臥が丸まる』に変化しました：




　!?

　素材そのものが、別の素材に変化するなんて聞いてない……。

　なんだ、この黒い球体は。




『魔ま臥が丸まる』

【錬金キット『復元を司る拷問台座』にはめて使用。素材の魔法耐性＋８を追加する】




　なるほど。

『復元を司る拷問台座』専用のアイテム素材ってわけか。

　そして、：魔法耐性＋８を追加する：という説明文から推測するに、素材の耐性に＋補正を付け加えることができるという事かもしれない。

　素材を生け贄にすると、素材の耐性に＋をつけるアイテムを生成できるという認識で間違いないだろう。その代わり、生け贄にされた素材は失われると。

　これを台座側面にあるくぼみにはめて、素材を強化するのか。

　なかなかに良いではないか。高みに辿たどり着くためには犠牲もいとわない、禁断の道。

「くふふ」

　ではさっそく、その献身の結果を見せてもらおうか。

『復元を司る拷問台座』の上に再び、『月光の福音』を置き、今度は拷問をするを選ぶ。

　すると。




：『月光の福音』の特性：

【斬０　打０　刺０　伸０　柔７　堅０　属性　なし　魔10】




　という数値が出てきた。

　どうやら、斬撃や打撃への耐性？や柔らかい、堅い、などの特性を数値化したものだろうか。




：どの分野で拷問をしますか？：




　おや。さっき作ったばかりの『魔ま臥が丸まる』を使用しなくても、変化させることができるのか。

　先ほど、アビリティ『鑑定眼』で『月光の福音』を分析した時、非常に脆いと記されていた。つまり、その脆さを『拷問』で補えば『合成』相性が良くなる素材は増えるのではないだろうか。

　そうなると強化する項目は『打』か『堅』だろう……。

　俺は『堅』を選択する。

　するとアシストログが流れた。




：付属の両刃剣・ハンマー・レイピアを使って素材を痛めつけてください：

：斬撃・打撃・刺突の三種の文字が素材へと降ってきます：

：タイミングを合わせて、各種武器で拷問しましょう：

：落ちてくる文字の大きさが、与える衝撃の強さに比例します：

：『堅』の場合は強めの衝撃を与える指示が多いです：




『トゥントゥントゥトゥトゥトゥトゥトゥトゥン♪』

　え!?

　ラジオ体操に流れるようなアレな曲が、唐突に流れ始めた事で俺は驚きょう愕がくする。

　そして上から、台座に置かれた『月光の福音』へと『斬撃』というけっこう大きな文字が降ってくる。

「なっ!?」

　しかし、錬金術士として、ジョージにいいところを見せるためにも動揺している場合ではない。

　瞬時に台座へと降り注ぐ文字や形式、そして音楽、全てのピースをパズルのように読み解けば──

　これはおそらく、音ゲーの要領で素材を攻撃していけばいいのか!?

『斬撃』という文字が花弁に触れる瞬間、俺は慌てて付属の両刃剣を握っては切りつけた。

　ガキッと小気味よい音が響き、台座を斬りつけた。




　花弁ちっちぇええええええ！




　思わず焦ってしまい、狙いを外してしまったのだ。

　さらに音楽に合わせて、ふよふよと『斬撃』『打撃』『刺突』の大きな文字は降り注いでくる。

　こうなれば、やってやる。

　いや、殺ってやるうううう。

　もうこれ以上、素材は無駄にできないんだ！

「ふっほっはっ」

　俺は次々と武器を持ちかえて、切りつけ、叩たたきつけ、刺す。

『ザシュッザシュッ、ガツンッ、プスッガツンップスプスッザシュン♪』

　タイミング良く素材を痛めつけることができると、キィンと星ほし屑くずみたいな眩まばゆい光がまき散らされるようだ。どうやら文字の大小は、与えなくてはいけない衝撃の強弱を指示しているようで、大きければ大きいほど強い攻撃を。小さければ弱い攻撃ってルールだろう。

『シュパッ、ゴツンッ、ゴッゴッ、ブスリッ！　ズバッ♪』

　俺は一心不乱に両刃剣、ハンマー、レイピアを曲に合わせて振り続ける。

　キエエエエイ！

『ザシュッ』

　ぬぅん！

『ガツンッ』

　ふへへっ。

『ブスリッ』

　武器を持ちかえ、リズムに乗って狂乱舞！

　これが俺の錬金術を奏でるビート。

　そのリズム、身体に刻みこめ！　いや、魂に深く刻みこんでやる！

「はっふっふっ、へいっ」

　ひゃっはー！

　もっと、もっとだ！　もっと痛めつけてやる！

　そして、可愛い悲鳴を聞かせてみるんだ、『月光の福音』よ。

「ふふふ」

「天使さまが……悪魔になっちゃいました……」

「あらあらぁん、なんだかすごい絵え面づらねぇん」

『ピンピンロリ～～ン♪』

　曲が終わると、文字が降ってくるのも終わった。




：『月光の福音』が強化されました：

：『堅』＋12：




「はぁはぁ……」

　これは、まさに音ゲーだった。

　強化された『月光の福音』は『月光の福音・改』と名称表記が変わっていた。

　次に俺は、先ほど『生け贄』で造り出した『魔ま臥が丸まる』を台座のくぼみにセットしてみる。

　すると、台座から『オォォォォオオッ』と怨えん嗟さのような震え声が発生したかと思うと、ドス黒い靄もやが噴き出て、『月光の福音・改』を包み込んだ。




：『月光の福音・改』が強化されました：

：『魔』＋８：




『月光の福音・改』を台座で分析してみると。




【斬０　打０　刺０　伸０　柔７　堅12（＋12）　属性　なし　魔18（＋８）】




　と、各耐性が変化していた。

　なるほど、なるほど。

『丸』は台座のくぼみにはめ込むだけで、強化ができると。

　俺はそれから、何個かの素材を『生け贄』に捧ささげたり、『拷問』したりと試していった。

　モフウサ産の『紅い瞳の石レッド・アイ』などを『生け贄』にすると、『火ノ丸ひのまる』というアイテムに変化し、『属性・火＋５』を施すものになったりもした。




　アビリティ『調教術』をまとめると、こうなる。

【拷問】では、流れる曲のリズムに合わせて素材を痛めつけ、素材の耐性を強化できる。

【生け贄】で、『～丸』を作ることができる。また属性・魔の耐性は『～丸』でしか強化できない。




　斬　剣で斬る

　打　ハンマーで叩く

　刺　レイピアで刺す

　伸　トングで伸ばす

　柔　剣・ハンマー・トングで、弱く、細かい叩きが多い。

　堅　剣・ハンマー・レイピアで、強く、単調な叩きが多い。

　属性　丸をセットするだけ。

　魔　　丸をセットするだけ。




　なんだろう……例えば火属性を強化し続けていったら、ものすごい素材が作れそうな予感。また、魔法耐性とかも上昇させると、武器や防具の素材として重宝されるのではないだろうか。

『拷問』が役立つのは合成だけではなく、汎用性の高い素材を生み出すことに主眼を置いているように思える。

「なんだか錬金術って本当に奥が深いのねぇン♪」

「天使さま……さすがです」

　つまり。

　素材を強化できる認識で間違いがなければ、強化していった素材で……新アイテムや、新装備なんか造っていったら、とんでもないモノが作成できるのではないだろうか。

「錬金術に無限の可能性を垣間見た！　ふははは！」

　一通り『拷問』を試し終えた俺は、即座に『月光の福音』を使った『合成』に再挑戦する。

　先ほど、『拷問』で強化した『月光の福音・改』をピラッと合成釜へ。

　果たして、『妖精の粉』以外で相性が良さそうな素材は増えたのか。

　辛抱強く、各素材を釜の上に掲げていく。

　すると、宝石を生む森クリステアリーで採取した『結晶の枝』を掲げたときが唯一、釜の中の空模様が落ち着いていた。

「きたきた」

　釜の温度を中火にして『結晶の枝』を２個目の素材として投入。

　花弁と枝……もともと、合いそうな素材同士。そこへさらに『月光の福音』の『堅』、つまり堅さ、耐久力？を上げたことによって二つの相性が良くなったのか？

　そんな風に分析しつつ、俺は釜内の様子をじっくりと観察する。内部はピンク色に透き通っていて、粘り気は薄い。しばらくは何事もなく、ひたすらにちゃぷちゃぷとかき混ぜ棒で回していく。

「むむ？」

　少しすると、微妙に暗さを増してきたように思えたので、アビリティ『飽くなき探求』を発動させ、『妖精の粉』をビーカーに入れて３個目の素材として投入。

　前回は色が黒くなっていって失敗したので、早めの対応を心掛けた。

　すると、釜内部は薄いピンク色を取り戻していった。

　そのまま数十秒すると、青い煙が立ち昇り成功の合図が出る。




：『戦せん慄りつの調べ【月夜の晩に】』が生成できました：

：『月光の福音・改』＋『結晶の枝』＋『妖精の粉』　→　『戦慄の調べ【月夜の晩に】』がレシピに記録されました：




　一本の笛が出来上がった。

　造りは簡素で、太めの木の枝をくりぬいたフルートのような形をしている。ただし、薄い桃色で透き通っている。中の空洞も見る事ができ、プラスチックよりゴツゴツした感じの笛って感じだ。

　おいおい。なんかすごいのできちゃったんじゃないかな。

　すてきな音色を奏でることができちゃうかも？




『戦せん慄りつの調べ【月夜の晩に】』

【使用すると、一定時間ＰＴパーティメンバーの魔法防御に及ぼすバットステータス関連を無効化する。効果時間は演奏の完成度による。また、天候『月夜』に吹いた場合、ＰＴメンバーのＭＰ＋40、魔力＋１００、初撃がクリティカルヒットするを付与する。演奏限度は７回】




　す、すごい。

　天候によって効果が追加されるアイテムもあるのか。

「すてきなフルートですね、天使さま」

「うん、けっこうすご……なかなかいいアイテムが作れたかな」

「あらぁん、一体どんな素敵なアイテムができたのかしらぁん？」

　ここぞとばかりに聞いてきてくれたジョージに、俺は自信たっぷりに見えるように……内心では、これが商材になりうるか不安でぷるぷるだけど言い放った。

「魔法防御に関する一切のデバフを無効化するアイテムだ！」

「あらぁん……」

　どうだ……？　これは果たして、クラン・クラン的に使えるアイテムなのか？

　ジョージは俺の発表を聞いてから数瞬の間、ボヤッとしている。この反応は有用なのか、無用の長物なのか、判別のつけにくい動きだ。いつもなら、もっとこうクネクネ動いたり、目と口を盛大におっぴろげたりするのに！

「ほわっつん!?」

　おーっと、目と鼻と口の全開をいただきました～！

「魔法防御のデバフを無効化ァン!?」

　どうやら当たりのようだ。だから俺はこの機を逃さず、一気にたたみかける。

「なぁジョージ。このアイテムでひと儲もうけできないかな？」

「ほわっつん!?」

　驚愕からの動揺にジョージの瞳が揺れるも、それは数瞬の事。儲け話となるとすぐに思考を切り替えたのか、先の衝撃で見せた態度とは１８０度違って表情が真剣そのものになった。

「もちろん情報料はきっちり払うさ。儲けの３割でどうかな」

「あらあらぁん……そういう事ねぇん。天使ちゅわんはもしかして、売り込みに来てたのかしら？　計算高いのは、イイ女になれる証拠ねぇん」

　目を狐きつねのように細め、にやりと笑うジョージ。けっこうなすごみと迫力が感じられる。

　どうやら、こちらの思惑は見抜かれてしまったらしい。

「確かにィン、商人として見てもらえるのは嬉うれしいわぁん。初めから頼り切っちゃう姫プじゃなくてぇん、しっかり取引をしようとする姿勢も評価できるわぁん」

　けどね、と潤うるおいリップを弾ませてジョージは言った。

「あちきたちは友達でしょぉん？」

　そして、バチッと両目閉じウィンクをかます。

「相談事があるなら遠慮なく言ってごらんなさいな。天使ちゅわんの依頼ぐらい、かるーく受ける度量があるわよん。だってあちきはオ・ト・ナの女だからねぇん♪」

　これには俺も言い返す言葉がない。

　正直、こんな風に言われて嬉しくないわけがないのだ。

「あ、ありがとう……ジョージ」

　照れる俺にジョージが誇らしげに頷うなずく。

「うふん♪」

　あぁ、俺はこの世界クラン・クランに来てからいろんな人に助けられ、甘えてばかりだ。

「天使さま……」

　なぜか俺とジョージのやり取りを見て、悔しそうにしているミナに気付く。どうして彼女があんな表情をしているかは理解できなかったけれど、ジョージや姉あね、『百騎夜行』のみんなから受け取った親切を少しでも返せるように、せめて目の前の小さなフレンドは守れるようになりたいと思った。

　そのためにも、ミナにお金が必要になったらいつでも対応できるようにエソを稼ぐ必要がある。口先だけの男にはなりたくないのだ。

「じゃあ、遠慮なく聞くぞ。魔法防御に関するデバフを無効化するこのフルートで、美味しい商売話はないか？」

「うふん♪　もちのロンであるわよぉん☆」

　頼もしい返事をもらえ、俺の笑みは深まった。
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「【剝はく製せいの雪姫ブルーホワイト】って知ってるかしらぁん？」

「いや……わからない」

　ジョージの口から出た名前に聞き覚えはなかった。

「【剝はく製せいの雪姫ブルーホワイト】っていうのはねぇん……」

『雪国ポーンセント』という場所のボスキャラだそうだ。その地域は黒い雪が降る時があり、それにＮＰＣが触れてしまうと『スノーマン』という雪の化け物になるだとか。黒い雪を降らす元凶が【剝はく製せいの雪姫ブルーホワイト】だそうで、現在そのボスモンスターがドロップする『氷晶の魔石』というのが高騰しているらしい。どうやらその素材を元に『氷撃特性』を持つ武器が生成できると鍛冶傭兵プレイヤーたちが発見した事で、【剝はく製せいの雪姫ブルーホワイト】討伐の人気は急上昇。

「ブルーホワイトちゃんはねぇん、ベータテスター時にも曲者ボスとして有名だったのだけどぉん。正式にサービス開始されてから、もっとやっかいになったのよぉん」

　というのも、正式サービス版では魔法防御を著しく低下させる強力なアビリティが実装されたのだとか。もともと、件くだんのボスキャラは氷結魔法をメインにしてダメージを与えてくるらしく、魔法防御を下げられた状態では、ほとんどの傭兵プレイヤーたちが攻略できない現状になっているそうだ。

　そこで俺が作った『戦せん慄りつの調べ【月夜の晩に】』の出番か。

「わかったぜ、ジョージ。魔法防御のデバフを無効化するアイテムを使い、そのボスモンスターを倒す。そしてドロップ品を売り飛ばす？」

「違うわぁん♪」

「むむ？」

「天使ちゅわんたちだけじゃ、ブルーホワイトを倒すのは困難ねぇん」

　仮に夕ゆう輝きや晃こう夜や、ゆらちーやシズクちゃんを誘っても攻略は難しいと語るジョージ。倒すにもかなりの準備が必要で、時間と労力を割いてドロップ品一つじゃ効率も悪いとの事。

「じゃあ、どうやって儲けるの？」

「デバフ効果を、売りつけるのよォん」

「デバフ効果を……？」

　困惑する俺にジョージは、その貴重なアイディアを惜しみなく説明してくれた。

「天使ちゅわんが、美しい音色を奏でる。戦いに赴く傭兵プレイヤーたちは、天使ちゅわんの加護を得て、ブルーホワイトちゃん討伐へ赴く。男たちが討伐に成功すれば噂うわさが噂を呼び、演奏依頼は殺到ねぇん」

「なるほど……それなら単純にフルートを売るより儲かりそう」

「討伐が容易になって、ドロップ品である【氷晶の魔石】がたくさん市場に出回る頃には、大儲けって事ねぇん」

　確かにそれだけ【氷晶の魔石】が出回る＝俺たちに依頼した数にあたるわけだ。

「天使ちゅわんの演奏会ならぁん、人が集まること間違いなしよぉん」

「そうか……？」

　俺が一人で『戦せん慄りつの調べ【月夜の晩に】』を吹いたところで大した集客には繫つながらないだろう。そもそも演奏会だというのに、楽器が一つだけって寂し過ぎないだろか？

「フルート一本だけで演奏って……しょっぱい気がするぞ」

「それもそうねぇん。あと開催場所も問題ねぇん」

　ジョージの尤もっともな指摘に頷く。

「物騒極まりないこの世界で人を集めて商売すれば、それなりの危険性が出てくる、か……ＰｖＰをふっかけて『戦せん慄りつの調べ【月夜の晩に】』を奪おうとする傭兵プレイヤーとか、ね……」

「そ、それなら良い場所があります！」

　俺たちの会話にミナが元気良く入ってくる。

「わたしは『虹ア色ルのコ女・神イ教リ会ス』と信徒契約を結んでいますので、『先駆都市ミケランジェロ』内にある教会のピアノをお借りすることができます。天使さまがよろしければ、わたしがお弾きしましょうか？」

「『虹ア色ルのコ女・神イ教リ会ス』？」

「あらぁん、天使ちゅわんは知らないのん？　ほら神兵デウスたちが必ず警備してる教会よぉん」

　傭兵プレイヤー同士の争いを鎮圧してくれる神兵デウスがいるのなら、治安面は安全か。

　そういえば、姉と初めて待ち合わせをした時も教会前だったけど。もしかしてあれが『虹ア色ルのコ女・神イ教リ会ス』だったのか？

「教会と契約なんてのもできるのか……」

「そうねぇん。傭ク兵ラ団ン単位では各都市と契約を結び、クエスト受注の優先権などを勝ち取るのが主流だけどぉん、傭兵プレイヤー単位だと選択肢はたくさんあるわねぇん」

　それは特定の機関と契約を結んだり、師弟契約なんかもあるのだとか。

　二人の話を聞けば、わりと契約を結んでいる者は多いそうだ。というのも特典があるからで、【虹ア色ルのコ女・神イ教リ会ス】だったら、教会で祈りさえすれば２時間の間もらえる経験値が１％アップするバフがもらえるらしい。

　ジョージの所属する傭ク兵ラ団ンは商業ギルドと契約を結んでいたようで、賞ウ金ォ首ンとテ競ッ売ドでの取引税率が１割引きの恩恵を受けているのだとか。

「ミナって、ピアノを弾けるの？」

「はい！　あ、でも……習い事でやってるぐらいのレベルでしか弾けませんが……」

　言い出してから、すぐに自信なさげにうつむくミナ。そんな姿がやっぱりももこと被り、俺は思わず褒める語尾を強くしてしまう。

「すごいじゃないか、ミナ！　ぜひ、お願いしたい！　もちろん演奏料の取り分はきっちり払うからさ！」

「そんな、わたしは天使さまのお役に立てるだけで……」

「受け取ってくれ！　ぜひに！」

　こうして俺の取り分が６割、ミナが３割、ジョージが１割といった具合で報酬分配は決まった。ただ、エソを直接渡すことはできないので、報酬金額に相当する何かを渡すという事で話はまとまった。

「よし！　まずは試しに『戦せん慄りつの調べ【月夜の晩に】』を吹いてみるとしよう！」

　そう意気込んで『ピ～ピャラッポッポ～！』と適当に吹いてみる。

「あらぁん？　30秒だけなのねぇん。これじゃあ商売は難しいかしらん」

「予想以上に、短いですね？」

　魔法防御デバフに関する無効化バフがついた時間はたったの30秒。

「そんな……」

　いや、待てよ。絶望するにはまだ早い。

『戦せん慄りつの調べ【月夜の晩に】』にあった【効果時間は演奏の完成度による】という説明文を思い出したのだ。

「みんな待って。もう一度、『戦せん慄りつの調べ【月夜の晩に】』を使ってみるから」

　そうしてよくフルートを観察しながら演奏を始めれば──

　指の押さえるポイントが淡く光ったり消えたりを繰り返していた。その長さや間隔、場所はめまぐるしく変わり……まるでここを押さえながら吹けと言っているように見えた。

　試しに連続で光の明滅通りに指を押さえて吹けば、確かに美しい旋律が響き始めた。

「──ッ！」

　しかし、これはなかなかに難しい。完全に暗記するレベルにならなければ、この曲を吹き切ることはできないだろう。かなりの失敗を繰り返し、吹き終えた頃にジョージやミナの顔を覗のぞいてみると、さっきとは違った反応が見れた。

「あらららん？」

「今度の効果時間は１分に増えてますね」

　やはり……この楽曲を完璧に吹きこなす事ができれば、かなり長い間バフをつけることができるのではないだろうか。

　そうと知れば『戦せん慄りつの調べ【月夜の晩に】』を作成しまくって、曲の練習だ！

「ミナ！　教会に行ってセッションの練習だ！」

「はいっ！　天使さま！」
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「き、緊張しますね。天使さま」

「あぁ。でも、たくさん練習したんだ。きっと大丈夫」

　ミナは目の前にいる屈強な傭兵プレイヤーたちを前にカチコチになっていた。

　あれから俺はミナと２時間ぐらい練習を重ねたのだ。『戦せん慄りつの調べ【月夜の晩に】』に込められた楽曲は40秒弱の短いものだった事もあり、ミナのピアノパートはすぐに完成した。

　もちろんこれは、ミナのピアノの腕前あってのものだ。

「天使さま……で、でも……やっぱり自信がないです……」

　そしていよいよ、本番の舞台を前にミナの不安は最高潮へと達していたのだ。

　ジョージが上手く宣伝してくれたのか、さっそく『剝はく製せいの雪姫ブルーホワイト』を討伐したいと名乗り出る傭兵プレイヤーたちが、俺たちにバフをつけてもらうために集っている。

　たった二組のパーティしかいないけれど、やっぱり俺だって緊張はする。

「どうにも可愛い傭兵プレイヤーたちじゃねぇか」

「まるで天上の天使と無む垢くなる神官じゃねえか」

「あんなちっこいのが、本当に魔法防御低下（大）のデバフ無効化なんて付与できんのか？」

「信じられねぇな」

「ジョージの紹介だし、噓うそって事はないんじゃないか？」

「どうにも、なぁ。まぁ安くない金は払ってるわけだ、お手並み拝見といこうかね」

　なんて歴戦の猛者っぽい傭兵プレイヤーたちに睨にらまれながらの演奏となれば、ミナが委縮してしまうのも無理はない。でも俺はミナより年上なのだから、こんな時こそ頼もしくあらねばなるまい。

「一人だったら俺もこんな事はできなかったと思う」

　そっとミナの頭に手をのせる。

「でも、ミナと一緒だからできる！　自分を信じて、俺を信じて」

「天使さまが、そう仰るなら……」

　ミナは不安と戦いながらも、必死にコクンと頷いた。

　よし、こんなに小さな子が協力してくれるのだから、主催者である俺も気合を入れねばなるまい。

「では、俺たち【聖域術士サンクチュアリス】に依頼してくださった一つ目の方々にパーティ申請を送ります」

　実は今回、ミナとセッションをするにあたってユニット名を【聖域術士サンクチュアリス】と定めたのだ。これはジョージの提案なのだが、アイテムによってバフが発動すると露見すれば、他の傭兵プレイヤーたちに狙われるのではないかと懸念したからだ。それならいっそスキルやアビリティって事にして、ユニット名からそれらしい空気を匂わす戦略だ。これで無用な争いの種も摘めるのではと、思い至った結果なのだ。

「みなさん、俺のパーティに入りましたね！」

　俺を含め、パーティを組めるのは８人まで。つまり、一時的に俺とパーティを組み、バフをかけられるのは一度に７人までだ。これを繰り返し、演奏を行うのが今回の商売スタイルだ。

　胡う散さん臭くさそうに俺を見る者、期待の眼差しを向ける者、頰ほほを染めてだらしなく凝視してくる者、三者三様の依頼人たちがパーティに入った事を確認。

　さて、稼ぎ倒してみせるぞ！

　俺はピアノを弾く配置についたミナに力強く頷いて合図を送る。彼女が指の一本一本を鍵けん盤ばんへとゆっくり落とせば、儚はかないイントロが波紋のように教会内に響き渡る。

「む……」

「……わりと本格的な音色じゃねえか」

　それはまるで優しく降り出したにわか雨のように、淡く輝く雨粒のように、その場の傭兵プレイヤーたちに浸透し、心を濡ぬらしていくだろう。

　続いて暗雲を裂く、陽気な日の光が差し込むイメージで俺は笛を吹く。苦難の末に摑み取った栄華と幸福を描き、そして一気に終しゅう焉えんへ。舞台は一変して静かな月夜へと移ろう。そこに佇たたずむは、一瞬の時しか咲き誇れない月光桜。まるで人間の短い生を象徴するような、切なく舞い降る夜桜を思い、ミナと俺とで曲を奏でていく。
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　40秒はあっという間で、全力で駆け抜ける感覚とどこか似ていた。演奏が終わり、俺とミナは見つめ合う。練習通りの成果が出せた、そういった手応えを感じつつも不安はよぎる。

　果たして取引相手の傭兵プレイヤーたちは満足してくれたのかと──

「……すごい、名曲じゃないか！」

「感動したぞ！」

「おいおい！　魔法防御低下に関するデバフの無効化が40分もついたってよ！」

「すごい、すごいぞ『聖域術士サンクチュアリス』！」

「まさに天使様と神官様じゃねえか！」

　予想以上の喝采が教会内を揺るがす。

　ガハハッと嬉しそうに笑うオジさんたちに釣られ、俺も自然と笑みがこぼれる。

　ミナも頰をほんのりピンクに染め、楽しそうに笑顔を咲かせていた。こちらの視線に気付いたのか、彼女はトコトコーッと猫が擦り寄るようにして俺に抱きついてきた。

「天使さまッ！　やったです！」

「あぁ、成功だ」

　ミナを抱きとめ、頭をなでりこなでりこ。そんな俺に『フフーッ』とハムスターみたいに甘えるミナの幼さが可愛らしいと思ってしまう。

「なんて眼福な光景……」

「これを見れただけでもエソを払った価値があるのに、おまけに強力なバフをつけてもらえるとはッ！」

　こうして俺たちの初演奏会は無事に終了した。

　あとはもう一組の傭兵プレイヤーたちに曲を贈り、ひとまずは休憩だろう。そう思った矢先、やんややんやと騒ぎ立てる声に釣られたのか、教会に何人かの傭兵プレイヤーたちが新しく入ってきたようだ。

「こんな所で何かやってるのか？」

「プレイヤーズイベントっぽい？」

「何でも魔法防御低下（大）のデバフ無効化を有料で付与してくれるらしいぞ」

「は!?　それって今話題の『剝はく製せいの雪姫ブルーホワイト』にも挑めるって事じゃないか！」

「おいおい、そんなの冗談だろ!?」

　最初は野次を飛ばしてきた傭兵プレイヤーたちも、二組目の傭兵たちへの演奏を終える頃には温かい態度で俺たちを見守ってくれた。さらに【聖域術士サンクチュアリス】の活動内容をフレンドなどに流してくれたようで、依頼してくれる傭兵プレイヤーが後を絶たなくなった。

「ありがとうな、お嬢ちゃんたち！」

「いい取引をさせてもらったぞ」

「おーっし、そんじゃあ俺らは雪姫狩りといこうかね！」

　俺たちの演奏を聞いたみんなが笑顔になって、教会を去っていく。なぜだか、そんな光景に熱くなるものを感じ、俺も笑みを絶やすことはなかった。

　小さな、ゲーム内のなんてことのない人との絡みだけれど。

　俺にはそれがやけに嬉しかった。
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　──本当は寂しかったのだと思う。

　小学校３年に上がった頃から、俺の両親は仕事の関係でよく家を空けるようになった。

　平和な日本では想像できない、人と人が殺し合う紛争地帯に行って、戦場の真実を報道する事が俺の両親の仕事、戦場ジャーナリストってやつだ。

　命の危険がある場所へと赴く両親の背中を、笑顔を作りながら姉と共に見送る。でも、本当はすごく寂しくて不安だった。もう会えなくなったら、父と母が死んでしまったらどうしよう。そんな考えが浮かぶと、悲しみで押し潰されそうだった。姉はそういった事を一切口には出さなかったけれど……祖母の家に預けられた俺と姉は『母と父はいつ帰ってくるの？』と毎日毎日、親の帰りを確認しては待ち続けた。

　そんな漠然とした恐怖を抱える日常で見つけたのは、一筋の希望。

　絵本に出てきた『錬金術』という、不思議な力だ。

　錬金術なら生命をも創造し、死んだ者すらも創り直せる『人体錬成の極意』がある。これさえできれば、たとえ両親が死んでも蘇よみがえらせられるから安心だ。

　さらに永遠の命をもたらす『賢者の石』というのも錬金術で生み出せる。これさえ作れれば、家族を失う痛みを味わうことはない。

　だから俺は錬金術に惹ひかれ、錬金術士に憧れを抱いた。

　でも少し経てば、それもただの与太話だとわかった。到底、自分なんかでは実現できないような、おとぎ話だと。

　自分は子供で何もできず、ただここで待っているばかりの存在。無力感に苛まれ、親が一番恋しいそんな時期に……俺は古こ都と塚づかももこと出会った。

　当時、小学３年生の彼女はクラス内で特定の男子にいじられては硬い笑みを浮かべていた。それが俺には不自然に映った。だって、それは母がいつも見せてくれる笑顔とは全然違ったから。

　どこか痛みを堪えるようなその顔に、無性に腹が立って……見ていられなくなって、俺は加か藤とうたちへ彼女にちょっかいをかけるなと制止した。どうして自分がそんな行動を取ったのかは後になって気付いた。

　ももこはどことなく母と顔が似ていて、そんな彼女の表情が歪ゆがめば……俺にとっては母が苦しんでいるように見えたから、だから嫌な気分にさせられたのだろう。

　それから古都塚ももことはよく喋しゃべるようになった。加藤たちの彼女に対するいじりは悪質さを増すばかりだったけれど、なぜかももこは以前よりもよく笑うようになったのだ。

『訊じん太た郎ろうくん。いつも、わたしの事を助けてくれてありがとう』

　そんな風に、ももこに感謝されるのは純粋に嬉しかった。

　だけど、救われていたのはこちらの方だ。ももこの笑顔を見るたびに、母の残ざん滓しを幻視しては寂しさを紛らわせていたのだと思う。

　どうしてこんな過去の情景を思い浮かべているのかといえば──

「天使さまッ！　次の演奏も頑張りましょうねッ」

　ミナが朗らかに微笑み、幸せそうに俺に語りかけてくる姿がももこと似ていたからだ。

　俺たちの演奏会は、『剝はく製せいの雪姫ブルーホワイト』を攻略したがっている中堅以上の傭兵プレイヤー間で話題となっているらしく、依頼が殺到している。

　ジョージの予想通り、大繁盛ってやつだ。

「おう！　嬢ちゃんたち！　バフをありがとうな！」

「ふぉっ、ふぉっ、この老骨にもお嬢ちゃんたちの音楽が染みわたったわい」

「ガチのマジで最高のミュージック！」

　演奏を終えれば、傭兵プレイヤーたちの感謝や喝采が俺たちに贈られる。

　いかついオッサンの笑みも、知的なおじいさんの笑みも、チャラそうなお兄さんの笑みも……あの時の無力感を薄れさせてくれる。

　どうせ自分なんかが何をやってもダメだとか、自分は何のために生きてるんだろうとか、そういった暗いアレコレを晴らしてくれる。

「ミナッ！　次も完璧以上に奏でるぞ！」

「はいっ！　伴奏は任せてください！」

　人間っていうのは単純で、他人に喜ばれたり、求められると……悪い気はしないものなのだ。だからこの世界に来て、自分のできる事が増えたように感じる。

　きっとゲームの世界で彼らを笑顔にできたところで、俺の現実は変わらない。お金が稼げるわけでもなく、勉強ができるようになるわけでもない。

　でも、ちょっとだけ前向きになれる。ちょっとだけ自信に繫がる。

　俺だって、誰かの役に立ちたい。

　誰かを喜ばせるような、必要とされるような人間になりたい。

　そんな平凡な願いを込めて、俺は『戦せん慄りつの調べ【月夜の晩に】』へと唇をつけた。





５話　銀精アルジェントたちの馬車







　さんさんと降り注ぐ、暖かな日差し。

「んーッ！」

　心地よい空気に当てられ、俺は思わず伸びをしてしまう。

　ここは先駆都市ミケランジェロ西部に位置する何の変哲もない公園だ。一面には整えられた緑の芝生が広がり、のんびりと過ごせる絶好の憩いスポット。今も穏やかな陽気に誘われたのか、ちらほらと俺以外の傭兵プレイヤーたちの姿が見受けられる。

「ジョージやミナが戻るまでにのんびりとするかー」

　誰に向けるでもなく独り言を呟つぶやく。

　ジョージには傭兵プレイヤーたち相手に次の演奏会はいつになるか、その交渉の一切を任せている。まるで俺たちのマネージャーだ。

　ミナは一旦ログアウトするとの事で、ゲームにインしていない。

　その間、俺はここで一人休憩というわけだ。

　教会での演奏会、もとい商売は大繁盛で一気に10万エソも獲得できた。

　ジョージからは１万エソ相当の『キャンディーチーク・パノラマ薔ば薇ら園えん』というオシャレ装備を所望されたので、それを購入し報酬として贈ってある。

　ジョージがそれを装着、というか塗った？あとは頰が薔薇色に、しかも数秒おきに微妙に色合いが変わっていくので、ちょっと迫力があり過ぎる代物だと思ったのだが……本人はいたく気に入っていたので野暮な事は言わなかった。

　ミナは未だに欲しい物がないというので３万エソ相当の報酬は見送る事に。というか錬金キットを含めれば８万エソにのぼる借金なわけで、なんだか膨れ上がっていく借りに俺はちょっとだけ不安を覚える。

「んん……」

　いけないな。こんな暗い感情は、この清々しい晴天には似合わない。俺は青空にさんさんと煌きらめく太陽を眺めながら、気分を改める。

　少しでも前向きにいこうじゃないか。

　そう、俺が錬金道を極めていけば自ずとエソなんてのは貯まっていくのだ。なればこそ、新アイテムを開発し続けるのが錬金術の王道であるはず。

　そこでミナに買ってもらった新たな錬金キット、『調教術』に使う『お弁当箱』をシュピーンっと取り出してみる。

「ふっふっふ……」

　天に掲げた錬金キットは何の変哲もない、ちっちゃなお弁当箱。しかしこれは正真正銘、世界の真理を解き明かす錬金術に必要な鍵なのだ！

「おい、あの子見ろよ。超絶美少女だな」

「うっわー、一人でお弁当箱なんか持って、ピクニック気分なんだろうなぁ」

「めっちゃ可愛いな……」

　幾人かの傭兵プレイヤーが俺の姿を見て、平和な感想をもらしている。

　凡人共めが。せいぜいそこで、世界を混こん沌とんの渦へと落とす凶悪なる兵器が生まれる瞬間をぼやっと眺めているがいいさ。

　そう！　俺は今まで錬金術によっていくつかのアイテムを作ってきた。

　しかし、未だに武器となりえる、相手にダメージを与えるアイテムをまだ一つも造り出す事ができていないのだ！

　もちろん、先ほどの合成結果には満足している。

　天候が『月夜』の場合、笛を吹いてからの初撃クリティカルヒットが確約されているなんて、会心の一撃を叩たたき出す攻撃的な効果だと思う。

　でもそれは、天候が『月夜』の場合のみだ。初撃が外れる場合もある。

　そうなると、晃こう夜やや夕ゆう輝きと肩を並べて戦った、先のＰｖＰにしてもやはり自分の火力不足を感じてしまう。

　ステータス・力＋10という『過激なあめ玉』があるとはいえ、地味過ぎる。

　何か攻撃に繫つながるヒントはないのか。そんな思考の元、アビリティ『鑑定眼』を発動しては、手持ちの素材をひたすら吟味していく。

　そうして一つ一つに目を通していくと、気になる素材を発見した。

　それは『黒い塊』という素材だ。

『うまのふん』×３を上位変換し、変換失敗で『黒い塊』はできる。

　初めて、ミケランジェロで錬金術アビリティ『変換』を使った時に作れた失敗素材だ。




『黒い塊』

【うまのふんらしき物。古代より人と共に大地を駆け、戦の地へも勇猛に馳はせる馬。そんな馬の、ありとあらゆる栄養がつまったふんは大地に恵みをもたらし、草花に栄華を咲き誇らせる。その全知全能なるうまのふんからできたのが、未確認物体であり用途不明の黒い塊である。様々な可能性を秘めた一品】




　うまのふんがすごい!?

　う○こすごいいいいい!?

　ウン告コく白はくもすげええええって称賛されないかな。

　うん、されないか。

　全然使い道ないと思って放置してたのに、実はすごかったんだな『黒い塊』。

　ウン告コく白はくにしろ、うまのふんにしろ、俺には何かソッチ関係の神様でも憑ついてらっしゃるんですかね。

　とにかく、合成釜にこの『黒い塊』を入れてみたものの、全ての素材を受け付けないようで、釜の空模様はどんよりと曇ったものばかりだった。

　つまり。

　この、う○こ野郎には『調教』が必要なようだ。

「アビリティ『調教術』発動！」

　今回は『復元を司る拷問台座』をこんな人目のある場で広げるわけにはいかない。なので『お弁当箱』なのだ。

　実はこれ、素材の耐性を簡易的に調べることができる。さっそく四角のお弁当箱に『黒い塊』を入れてからフタをする。すると、フタに文字が浮かび上がってきた。




：『黒い塊』の特性：

【斬２　打２　刺５　伸０　柔０　堅５　属性『火』３　魔０】




　ほう。火耐性があるのか。

　ではでは長所を活かす方針を取って、先ほど『紅い瞳の石レッド・アイ』を『生いけ贄にえ』にして生成した『火ひノの丸まる』を『お弁当箱』へ。一見して焦げたハンバーグにプチトマトが添えられた絵図になるけど、これもれっきとした錬金術なのだ。




：『黒い塊』が強化されました：

：『属性・火』＋５：




　ふふふ。

　さてさて、火耐性が上がったところで再び合成釜に『黒い塊』を投入してみる。だが、しかし。何も変化はない。

　ぬううん、再び調教だ！

　それから『火ひノの丸まる』を２個ほど『弁当箱』へと盛り付けをし『調教術』に使ってみた。フタを閉じて『黒い塊』の特性を覗のぞいてみれば──




『黒い塊』の特性：

【斬２　打２　刺５　伸０　柔０　堅５　属性『火』18（＋15）　魔０】




　相当に火耐性が上昇した模様。

　さらに俺はお弁当箱に付属されているキットを片手に、フタを開ける。

「フォークでブスリッ」

　フォークで『黒い塊』を刺す。




：『黒い塊』の特性・刺＋１：




「スプーンでぺちこら」

　スプーンで『黒い塊』を叩く。




：『黒い塊』の特性・打撃＋１：




「ナイフでザックリ」

　ナイフで『黒い塊』を切りつける。




：『黒い塊』の特性・斬＋１：




　ついでに物理的な強化も施してみる。このように『お弁当箱』は『復元を司る拷問台座』と比べたら、非常にスピーディに強化を実現できる。しかしその反面、物理的な強化値が低い。しかも６回ほど強化をしたら、その素材を再び強化するのに１時間のクールタイムが必要となる。

　手早く強化を施せるのが『お弁当箱』の利点ではあるが、大き過ぎる素材はお弁当箱では分析・強化はできないのが難点でもある。

「一人おままごとかぁ」

「なんだか一緒に遊んであげたくなるね」

　俺が『お弁当箱』の性能を確認していると、勘違いも甚はなはだしい会話が耳に飛び込んできた。どうやら数人の傭兵プレイヤーが、少し離れた所で俺を観察していたようだ。

「おままごとやるなら、俺が旦那役な」

「いや、そこは俺が」

「はいはい、二人が揉もめるなら僕がやるから」

　話題は明後日の方向へと転び、なにやら揉めているが俺はそんなのお構いなしに錬金術を敢行し続ける。

　おままごと、とは仮初めの姿よ。創造と常識を壊す、錬金術の真実を目にして驚くがいいさ。そんな風に自分を鼓舞し、ポチャンと合成釜に強化された『黒い塊』を落とす。

「おっ、今度は魔女ごっこかぁ」

「癒やされるねぇ……」

　なっ!?　崇高なる錬金術をごっこ遊びだと!?

　いやいや落ち着け、訊じん太た郎ろう。戯言に耳を傾けることなく、錬金術に集中だ。そう自分に言い聞かせながら、辛抱強く相性の良い素材がないか探していく。

　すると──『紅ぐ蓮れん石』と『花結晶』がいい反応を示した。

　火の名称的に、『紅ぐ蓮れん石』と相性が合致するのは納得できるが、『花結晶』は想定外だった。

　とにかく、挑戦だ。

『紅ぐ蓮れん石』を２個目の素材として投入してみる。

　温度を強火にし、ぐつぐつ煮えたぎる釜を混ぜていく。

　色は赤黒いのだが、決して汚い色ではない。例えるなら濃いめの血液、ブラッド色だろうか。

「くっ」

　なかなかの粘り気があり『かき混ぜ棒』が重い。が、めげずに次なる一手を指すのを忘れはしない。

　アビリティ『飽くなき探求』を使用し、フラスコで『花結晶』をトポポンと垂らしていく。垂らした瞬間、暗い色が一瞬で払しょくされ、鮮やかな赤と緑と黄に輝き始めた。

「うわっ」

　しかも、プラズマのようなものが発生し、釜から赤と黄色の光がパチパチッと弾ける。

　な、なんだ、これは。

　火の粉のようだが、爆はぜている事からなんか違う気がする。

　それでも躊躇とまどうのは一瞬、我が覇道を突き進むのみ！

　まぜまぜまぜまぜまぜ！




：『狙い撃ち花火（小）』ができました：

：黒い塊・改火＋紅ぐ蓮れん石＋花結晶　→　狙い撃ち花火（小）がレシピに追加されました：




　花火、だと……。

　これは、なんというか筒状の手持ち棒だ。先端に星を象かたどった小さな結晶があり、一見すると子供のおもちゃみたいにも見える。




『狙い撃ち花火（小）』

【使用するとスターロッドの先端から、打ち上げ花火が飛び出す。被弾した相手に火属性のダメージを発生させる。範囲攻撃のため、花火が咲いた周辺にいる対象にも追加ダメージを負わせる】




「ついに……できた、攻撃アイテム……」

　しかも遠距離攻撃だ。

　さすが、うまのふん産『黒い塊』。うまのふんの上位変換失敗作なのに、すごい。

　というか、『翠玉エメラルドの涙』の元となる『汚水』も、『水』の上位変換の失敗作だった。

　クラン・クランでは失敗素材も錬金術の立派な素材になるんだなぁ。

　むしろ、失敗作の素材の方が優秀なアイテムができている気がしなくもない。

「ふふふ」

　とにかく錬金術は大成功だ。

　どうだ、見たか愚民共！　そう内心で思いながらも、近くで観察を続けていた傭兵プレイヤー共に『狙い撃ち花火（小）』を見せつけるようにしてアピールする。




「うわーあの子、ステッキみたいの持ち出したよ」

「午後の陽だまりに舞い降りた天使」

「魔法少女ごっこかな？　可愛いなぁ」

　期待していた反応とは真逆の台詞が傭兵プレイヤーたちの口から飛び出してきたので、俺は真顔になってしまう。

　し……失念していた。

　確かに……今の銀髪美少女な俺が、魔法少女のトゥインクルバトン♪っぽいもの振りかざしたら、様さまになるのかもしれない……。

「解げせぬ……」

　念願の攻撃アイテムを生み出した達成感に浸りつつも、謎の疲労感も降り積もった。未だに視線をこちらに向けてくる傭兵プレイヤーたちがちょっと煩わしいと思いながら、このお日様が降り注ぐぽかぽかの公園でへたり込む。

　というかあの傭兵プレイヤーたち、こっちに近付いてきてないか？

　もしかして、もしかしなくとも……これは話しかけてくるパターンだろうか？

　そわそわしながら、彼らは俺に話しかけようと口を開きかけ──そして硬直した。どうやら彼らは俺の背後を凝視しているようで、そこから一歩も動けなくなっていたのだ。

「あらぁ～～ん♪　こんな所で休憩してたのねぇん～！」

　どうしたんだろう、と訝いぶかしんでいればその理由がすぐにわかった。真後ろからジョージの声が聞こえたのだ。

「演奏会の予定や予約順は滞りなくできたわよぉん。夜にお願いしたいって予約が殺到してねぇん？　一応イイ男って思えた子たちとだけフレンド登録して、天使ちゅわんが都合の良い時に合わせてもらう運びにしておいたわぁん」

　ジョージは『イイ男とフレンド』という箇所を強調し、目の前の傭兵プレイヤーたちをじっくりと見定めるように見つめていた。その視線に耐えられなかったのか、傭兵プレイヤーたちはそそくさと退散し始めた。

「天使さま。現実あっちでのお昼ご飯を食べ終わりましたので、戻ってきました」

　ジョージの後ろに続き、ミナもひょっこりと顔を出してくる。

「ジョージ、色々と窓口になってくれてありがとう。ミナもおかえり」

「ウフフ。いいのよぉん。天使ちゅわんといると、心躍る出会いが溢あふれていてンッこっちも楽しませてもらってるからぁん♪」

　ジョージが鼻の穴をスピスピしながら、満面の笑みで答える。

「演奏会も万事順調だしぃん、傭兵プレイヤー相手で揉めそう点はなさそうねぇん……」

　ぶつぶつと思考を巡らすジョージの姿は、すっかり俺やミナの保護者然とした貫かん禄ろくを匂わせてくる。ミナも俺と同じ事を思ったのかクスクスと笑い合い、ジョージの頼もしい態度に感謝した。

「あとは気になる事といえば……賢者ミソラが言っていた妖精の舞踏会とやらねぇん。天使ちゅわんが巻き込まれそうな匂いがぷんぷんするわぁん。あれって本当に開催するのかしらぁん？」

「確かに、そうだね……ジョージは調べてみたの？」

「一応ねぇん？　テアリー公の御屋敷に行ってみたりはしたのだけどぉん。何ら変化はないわぁん」

「ふぅむ……」

　あ、そういえば、ミソラさんからもらった馬車のフィギュア。

　あれもまだ試してないや。

「そういえば──」

　そう前置きをし、『銀精アルジェントたちの馬車』を取り出してみる。

「これをミソラさんからもらってたんだっけ」

「わぁ、天使さま……ステキです」

　ミナが俺の掌に載っている馬車のミニチュアを見て、感嘆している。

　確かによく造り込まれている。

「あら、おしゃれなミニチュアねぇん」

　ジョージも気に入ったようで、さっそくこのアイテムを使用してみる。




：『銀精アルジェントたちの馬車』はここでの使用を推奨しません：

：舗装された道や、フィールドで使用する事をお勧めします：

：このまま使用を開始しますか？：




　と、そんなログが流れたので一旦アイテム使用を中断する。

「どうやら、道などで使用した方がいいみたい。ちょっと移動しよっか」

　俺は芝生が敷き詰められた公園から出るべく、テクテクと歩き出す。

「とっても興味深いわぁん！　ミナちゃんもほらぁんっ天使ちゃんの後についていくわよぉん」

「あなたに言われなくても、天使さまとわたしはずっと一緒ですから」

　ちょっと怖い発言が耳を掠かすめた気がするけど、聞き間違いだよな。

　石畳で舗装された瀟しょう洒しゃな街道には、まばらに傭兵プレイヤーの姿が見受けられたけど、特に問題はなさそうだ。

　そこで再び、『銀精アルジェントたちの馬車』を使用してみる。

　すると────

　ぼふんっと煙があがり、白と金の雪のような粉が舞い散った。

　そして、目の前に大きめの馬車が出現していた。

　素晴らしい体たい軀くを誇る白馬が４頭、２列で御者台へと繫がれている。一頭一頭には金糸が縫い込まれた真っ白な布が被せられており、馬の美しさと雄々しさが引き立てられている。

「こ、これは、す、すごい……」

　四輪の馬車は白銀に塗られており、ところどころ細かい金色の装飾が施されている。上品かつ嫌みのない豪ごう奢しゃな雰囲気を漂わせるソレを見て、俺の腰がちょっと引けてしまう。

「はわわぁ……綺き麗れいな馬車さんです…」

　さらに驚くべきは、白金の鱗りん粉ぷんを降らせる小さな小さな妖精が数匹、飛び回っていることだった。宝石を生む森クリステアリーにいる妖精の半分以下のサイズだが、紛れもなくあれは妖精だろう。

　端的に言うと、どこかの王侯貴族が持ってそうな馬車だった。しかも、妖精付き。

　フィギュアがそのまま実物化した事にも驚きを隠せないが、その美麗さにも度肝を抜かれたのは言うまでもない。

「あ……えっと」

　俺が啞あ然ぜんとしていれば、御者台で手綱を握っていた執事っぽいのがスッと降り立った。そしてスタスタとこちらへ歩いてくるではないか。

「我が主あるじ様、どちらに行かれますか？」

　この御者、顔は真っ黒い靄もやで、目のような紅く輝く丸が二つあるだけの不気味な風体だ。明らかに人間ではないのが見てわかる。
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　そんな異形の者が俺を主認定し、頭を下げてきた。しかも行き先を尋ねているので……これって、あれかな。移動用のアイテム的な……？

　そうとわかれば怯おびえる必要なんてない。むしろつぶらに光るまん丸な瞳に愛あい嬌きょうすら覚え、俺は胸中で服も実体も黒いこの子をクロスケさんと命名した。

「ガ、ガッデムゥ！」

　真横でそう叫ぶジョージを見たくないが、つい目を向けてしまう。

　カッと両目を見開き、パックリと口を開けて驚いている。

　また、ノドちんこ見えてる。

「なにそれええええええええんんッ！　ス・テ・キぃぃぃぃいん！」

　ジョージの感動に打ち震える声が、道端でこだまする。

　こればかりは周囲を歩く傭兵プレイヤーが、馬車に驚いているのか、ジョージの絶叫にビクついているのか……俺には判別がつかなかった。





６話　神兵デウスの名門







「えっとこれ、どうする？」

　行き先を俺に尋ねてくる御者クロスケを放置して、一旦ミナとジョージに話を振ってみる。

「天使さまの行きたい所に、わたしも行きます」

　ミナは恭しく法衣の裾すそ端はしをつまんで一礼する。

　なんかこの子、御者の雰囲気にノッてるな。

　ジョージはどうなのかと、視線だけで聞いてみる。

「のってみましょぉん♪　のってみましょおおおおんっ」

　こっちもこっちで、くにゃくにゃノっている。テンションがウザ高い。

　周囲の視線が痛いのでくねくねするのやめて、わかったから。

「乗るにしても、どこに行く？」

「んん～～っそうねぇん……」

　ジョージは顎あごの蒼あおヒゲをジョリジョリとなでながら、しばらく考え込む。

「賢者ミソラちゃんの言葉もあるし、テアリー公の邸宅まで行ってみるのはどうかしらぁん？」

　そういえば色々あってすっかり忘れていたけど、ミソラさんが『妖精の舞踏会』というイベントがどうのって言ってたのを思い出す。まったくＮＰＣっぽくない賢者ミソラさんの事を傭兵プレイヤーに流布しているという、テアリー公がどんな人物なのかも気になっていた事だし。

『妖精の舞踏会』に関する情報も摑つかめるかもしれない点を踏まえ、反論する要素はない。

「じゃあ、御者さん。テアリー公邸までよろしくお願いします」

　街中の傭兵Ｐvs傭兵Ｐを一手に取り締まり、鎮圧していく神兵デウスの名門かぁ。そこの当主とは、どんな人物なのだろう。

「かしこまりました、我が主」

　クロスケ君は貴族がするような優雅な所作で頭を下げ、行き先を承諾してくれた。

　こうして俺たち三人は白金を宙空にただよわせる、純白の馬車へと乗車したのだった。

「わぁ」

「あらぁんっ♪」

「ふかふか……」

　内装は落ち着いた黒を基調に、丹念に塗装された木材がふんだんに使用されている。ところどころに黄金の葉が彫刻で飾られていて、落ち着いた空間に美がちりばめられている。

　座席の座り心地はもふもふで、傭兵プレイヤー６人が余裕で収まりそうな広さだった。

　車窓には豪ごう奢しゃな布が垂らされており、外からは俺たちの姿は見えない仕様になっている。布についたひもを引っ張ってみると、上へと絞られていき外の風景を堪能できた。

　さらに窓を開け、身を窓枠にのり出してみる。

「うわ、きもちいい」

　馬車はみるみる進んでいき、横に広がる街並みを置き去りにしていく。流れる先駆都市ミケランジェロの情景と、頰ほほをなでる風の感触が心地よい。

　また、程良い振動が身体に伝わってきておもしろい。

　サスペンションがついているのか、揺れは微弱だ。

「天使ちゃん、これって……」

　街並みを見るのに夢中だった俺を、馬車内からジョージが呼びかけてくる。

「んん、どしたの？」

　顔を窓から引っ込ませると、ジョージは天井を指差していた。

　そこには白馬が４頭走っている映像が流れていた。

「これは……」

　馬車前方の映像だろう。

　すると突然ログが流れ始める。




：行き先は設定してありますが、自動操縦からセルフ操縦に切り替えますか？：




　うお、自分でも操縦できるのか。

　選択に迷っていると、天井に映る馬の手綱がそのまま垂れ下がってくるではないか。

　画面から手綱！

　ゲームセンターのアトラクションみたいだ。




：手綱を握れば、操縦可能です：




「なんか、自分で操縦できるみたい」

「あらぁん、やっぱりねぇん。でもぉ、この馬車けっこうなスピードで街中を移動してるわよねぇん。あちきは、傭兵プレイヤーの少ない場所で練習することをお勧めするわぁん」

　なるほど……もし、ぶつかったりでもしたら、ＰｖＰに発展しかねない。

　馬車の衝突におけるダメージの発生があるかどうかは不明だが、危険はあまり冒したくはない。しかし逆を言えば路上を爆走し、傭兵プレイヤーたちを弾き飛ばしながら猛進することもできるのかもしれない。

「今回は大人しくしてよっと」

　そうして、俺たちはしばらく馬車の中で揺られる。

『ポーン』

　そんな中、姉あねから唐突にフレンドメッセージが届いた。

　何だろうと疑問を覚えつつ、通話を繫つなげる。

『太郎』

『なに、姉』

『あれから、傭ク兵ラ団ン【百鬼夜行】には絡まれてないわね？』

　昨夜、姉はあの騒乱に闖ちん入にゅうし、嵐のように場を荒らしては去っていった。おかげで晃こう夜やと夕ゆう輝きには姉を紹介しそびれてしまっている。

『うん、特に問題はないよ。昨日は大暴れだったね？』

『太郎の敵は私の敵よ』

『あははは……』

『何かあったらすぐに言いなさい。全身が自分の血ち反へ吐どで濡ぬれる方がマシだと思わせるぐらい報復してあげるわ』

『ありがたいけどさ。あまり過保護になり過ぎないでよ？　これでも俺は傭兵プレイヤーとして立派にやっていけてるんだから』

『ゴミスキルと言われた錬金術を選んでおきながら……まぁいいわ、太郎。眠らずの魔導師グレン率いる【百鬼夜行】には注意するのよ』

『俺よりどちらかといったら、グレン君たちと「戦争」中の傭ク兵ラ団ン「百騎夜行」に言ってあげてよ』

『そんな連中はどうでもいいの。次にもし、太郎がキルされる事があったら、私たちは全力で潰しに行くわ。クラン・クランを引退するまで執しつ拗ように宣戦布告し、殲せん滅めつし続けてあげるの。狩って狩って、やる気も魂も全て狩り獲ってあげるわ』

　……ひぃ。怖過ぎるぞ、姉。

　だけど、どうして姉がそこまでして俺に過保護になってくれるのか、その理由がわかってしまうから『そんな事はやめて』と言い出せなかった。

　両親をいつか失うかもしれない、という恐怖を分かち合った幼少期。それはきっと今も、家族を大事にするという方針で俺たちの心の中に残り続けている。

『姉。その、私たち……って？』

　しかし、ちょっと聞き逃せない点はしっかりと尋ねておきたい。

『私の傭ク兵ラ団ンよ？』

『へ、へぇ……』

『今後、グレンって奴には関わるんじゃないわよ？』

『は、はい』

『よろしい』

　姉の涼やかな声が流れたところで、馬たちが鳴らす蹄ひづめの音が静かになってゆくのを感じた。それからほどなくして、馬車の動きは完全に止まった。

　どうやら目的地に到着したようだ。




◇




「何者だ！　止まれい！」

　外から剣けん吞のんな声が響いたので、俺は窓からそーっと様子を窺うかがう。すると青鎧ブルーメタルに身を包んだ神兵デウスが二人、豪奢な門の前で互いの槍やりをクロスさせ封鎖しているのが見えた。

『姉、また連絡する』

『ちょっと、タロ？』

　俺が姉とのフレンドメッセージを切ると、ジョージが溜ため息いき混じりに落胆した。

「あらあらぁん。やっぱり、通行許可は下りないかしらねぇん」

「どういうこと？」

「テアリー公の御屋敷に入れるのって、クエスト『治安維持貢献・神兵デウスの訓練補佐』っていうのをクリアしないといけないのよぉねぇん」

「どうして、それを先に言ってくれなかったのですか……」

　ミナが俺の気持ちをジト目で代弁してくれる。

「もしかしたらぁん？　この馬車なら通してくれるかなって思ったのぉん♪」

「何を根拠に……」

「決まってるじゃなぁいん♪　オ・ン・ナ・の勘よっ☆」

　ジョージの勘か……。

「はぁ……」

　確か神兵デウスって相当強いんだったよな。

　揉もめ事ごとに発展しなければいいんだけど。

　そんな風に気をもみながら、俺は御者と神兵デウスのやり取りをビクビクしながら眺める。

「御者台からの文言を失礼する。こちらにおわしますは、妖精の良き隣人にして、賢者ミソラ様のご友人であらせられるタロ様でございます」

「ほう」

「突然の訪問である事、この非礼は主あるじに代わってお詫わびいたします。ですが、其その方ほうといたしましても、このお方を無下にお帰しになるのはどうかと思いますが。いかがでしょうか？」

　言葉の捉え方によっては喧けん嘩か腰ごしのような、挑発的な台詞をクロスケ君が神兵デウス二名にふっかけているような気がしなくもない。

　もっと慎重にしてほしい。相手は傭兵プレイヤーが何人いようが、余裕で圧倒しちゃうＮＰＣなのだから。

「この馬車は……確かに妖精の息吹を感じる……」

「これはテアリー公に報告せねば」

　報告って、なんだか話が大きな方向に発展しているような気がする……。

「失礼ながら、しばし待たれよ」

　そう御者に告げて、神兵デウスの一人は門の中へと走っていった。




◇




「そなた等を妖精と縁えにしある客人とお見受けし、我らが神兵デウスの門を開くようにと、我が主テアリー公から仰せつかった」

　テアリー公へ報告しに行った神兵デウスが戻ってくると、入門の許可が下りたとの事で、俺たちは神兵デウスに屋敷を案内された。

「ねぇん、言ったでしょぉん？」

　得意げにバチッと両目閉じウィンクをするジョージ。今回はジョージの女の勘とやらが的中したようだ。

　見事に屋敷へと通してもらえたどころか、件くだんの家長にすんなりとお目通りが叶かなうとは。

　テアリー公の御屋敷は広大で、すごい権力の持ち主なのだということが窺い知れた。あと、神兵デウスの数が尋常じゃない。ちょっと廊下を歩いただけで、７人とすれ違ったのだ。

　戦力もかなり揃そろえているようだし、さすが神兵デウスの名門と言われるだけのことはある。

「では、テアリー公はこちらの書斎にいらっしゃいますので、どうぞ」

　そうして神兵デウスから執事らしき人物へと案内役は替わり、立派な扉を開いてもらう。

「妖精の匂いをまとったお客人が来たとの報告を受けてみれば、なるほど。妖精に劣らぬ、いや、それ以上に美しく可か憐れんなお嬢さん方の来訪か」

　そんな美辞麗句でもって俺たちを出迎えてくれたのは茶色の髪を上品に後ろへとなでつけた、壮年の美男だった。彼は仕立ての良いシャツの上から短いマントのような羽織りものを右肩にかけ、優雅に俺たちへ一礼してみせたのだ。

　ちゃんとジョージもお嬢さんとしてカウントしているあたりタダ者ではない。

　精せい悍かんな紳士だ。

「私はオッズ・スクーウェント・テアリーという」

　どうやら、目の前の男性がテアリー公らしい。

「タロです」

「ミナヅキです」

「ジョージよぉおん♪　お久しぶりねぇん、テアリー公」

「おぉ、ジョージ殿であったか。先の神兵デウス訓練では世話になった」

「いいぇんっ♪　どの神兵デウスも屈強で好みだったわぁん。もちろん、ア・ナ・タ・もよ」

　昼間から堂々と、ミケランジェロ三公の一角を誘惑するジョージすごい。

　まぁ確かにテアリー公は、ジョージの好みそうな身体付きをしている。鍛え抜かれた鋼のような筋肉は、シャツ越しでも見てとれる。

　というか、ジョージは入場条件クエストをクリアしてたのか。

「コホンッ。それはそうと、妖精の匂いを運んできたお嬢さんというのは……」

　テアリー公はジョージ、ミナ、俺へと視線を移していき、俺で止めた。

「ほむ。タロさんが、妖精と縁えにしを結びし者か」

　どこかで聞いたような『ふむ』の言い方だな。

　おじ様が、『ほむ』とかちょっと可愛らしい。

「は、はい」

　とりあえず生返事をしておく。

「キミは、賢者ミソラ様をご存じか？」

「はい」

「会った事もあるわよぉん？」

　ジョージが補足をしてくれる。

「なんと……私も幼少の頃に一度お会いしたきりなのだが……」

　そう言って、テアリー公は自身の家にまつわる伝承を俺たちに説明していった。

　過去にミソラの森には妖精たちとエルフが住んでいて、テアリー家はその森と共生する人族の長だったらしい。ミソラさんが以前に語ってくれた話と一致する。

　自分たちは妖精の宝を狙う人間たちの支配に屈し、早々に妖精やエルフたちから遠のいてしまった。その無念と罪を子々孫々、努々ゆめゆめわすれぬようにと、一年に一度は舞踏会を開くそうだ。

　暴力と恐怖で支配していた王国が滅び、妖精たちとの友好関係を取り戻したいという願いからその舞踏会は始まったそうだ。しかし、中には妖精を利用したいという思惑を広げる者もいるのだとか。とにかく妖精再来を願って、その風習が今では各都市にも伝でん播ぱしているらしい。

「……そうなの、ですか」

　つまり今回の『妖精の舞踏会』は、先駆都市ミケランジェロだけで開催されるものではないと。各都市でそれぞれに催されるようだ。

　テアリー家には代々の当主になる人物に、賢者ミソラが一度だけ顔を見せにくるそうで、今のテアリー公はそれが幼少期だったらしい。

「妖精たちは楽しく愉快な事が好きなようで」

　重々しく語るテアリー公。

「ヒトを招き、集まった者同士で語らい、楽しい一時を過ごす。もしかしたら、その温かな空間が、妖精たちを再び呼び寄せるのではないか、と」

　ふむ。テアリー公も妖精たちと会いたいのかな。

「そして、我々に謝罪する機会を今一度、与えて欲しいのだ。都合のいい話かもしれないが、人間と妖精、エルフが手と手を取り合ったあの時代を復活させたい」

　なるほどね。

「舞踏会で振る舞われる料理は全て、伝承通りに妖精好みのモノばかりにしている。私の代では妖精と相まみえることはできないだろうと、なかばあきらめていたところにキミの登場だ」

　公は瞳を爛らん々らんと輝かせた。

「ぜひとも、ミケランジェロで開催される舞踏会に参加してほしい」

「参加するのは特に問題ないのですが、その『妖精の舞踏会』ってどんな事をするのですか？」

「ただの社交会だよ」

「……」

　社交会ってなんだ。

　食べて、踊って、喋しゃべる感じのパーティ？

「キミは賢者ミソラ様のご友人であるらしい。ならば舞踏会用のドレスをキミに進呈したいのだが、どうかね？」

　ドレス、か……今までこのキャラクターではそんな女子っぽい服装をしてこなかった。

　なんとなく、それは越えてはいけない最後の一線のような気がして。

　もちろん、そういったデザインの装備を持ってないというのもあったが、なんとなく女性モノの洋服を着るのには抵抗がある。

　ここは丁重にお断りさせていただこう。

「申し訳……」

「それには及ばないわ、及ばないよ」

　唐突に俺の断りの文句を遮る、中性的な声が後ろから発せられた。

　驚いて背後を振り向けば、なんとそこには賢者ミソラさんがいたのだ。

「ミソラさん!?」

「やぁ、やは、タロちゃん。今日は２度目の出会いだね」

「は、はい。こんにちは」

　俺はミソラさんとの挨拶を終え、すぐにテアリー公の様子を窺ってみる。すると彼はふるふると震えながらミソラさんを凝視していた。

「あなた様は……」

　その表情は歓喜と感動に満みち溢あふれ、今にも涙をこぼしそうな勢いだった。

「ほむ、ふむ。何を驚いているんだい、テアリーの小僧っこ」

　あ、さっきテアリー公が『ほむ』って言ってたのは、ミソラさんの真似か。

「空ある所にミソラあり、そう言われたこの私が、ここに忽こつ然ぜんと姿を現したからって不思議じゃないでしょう、不思議じゃないよ」

「そ、それは……確かに、そうですな。空から見える場所は全て、あなた様の領域でありましたな」

　ここ室内だよね。空見えないと思うのだけど。

　窓から見える空も、会話の範囲に入ってるのかな……？　俺がそんな風に思ってチラリとミソラさんを見れば、彼女はいたずらッ子のような笑みをこちらに向けてきた。

　……なんだかこの人、俺に何かを細工してるような気がする。傭兵プレイヤーに俺がキルされた事も感知していたほどだし。一瞬で俺の元へとテレポートできる仕掛けとか……つけられてないよな？

「ずいぶんと大きくなったようね、なったね。テアリーの小僧っこ」

　ミソラさんはテアリー公を見つめ、そう感想をもらした。

「はい、お久しゅうございます。賢者ミソラ様。あなた様とお会いしたのは、もう40年も前の事にございますので」

「ほむ、ふむ。壮健そうね」

「はい。我らテアリー家は、尊き妖精と再び歩み寄る日が来るのを待ち望みながら、英気を養っておりますゆえ。また同じような災厄が降りかかろうとも、今生は決して折れない剣を鍛え上げたつもりです」

「ほむ、ふむ。その心意気は買ってあげましょう。ただし、今はそんな話をするためにここに現れたのではないわ、ないよ」

「これはご無礼をお許しください。あなた様にお会いできたことが嬉うれしく、私も興奮してしまったようで、つい事を急せいてしまったようです」

　先ほどのテアリー公の口上から一族の過ちを詫びる流れだったが、それは今ではないと暗に遮さえぎったミソラさん。

「いいわ、いいよ。わたしたちエルフと違って、人間は生き急がないと、その死はすぐ訪れてしまうものね」

「寛大なお心遣い、感謝いたします」

　魔女っ子に頭こうべを垂れる、最強ＮＰＣの長。

　わかっていた事だけれど、その図に賢者ミソラさんがタダ者ではないと窺える。

「では、話を主軸に戻すとしましょう。タロちゃんが舞踏会に着ていくドレスの件だけれど、テアリー公の御手を煩わせる事はないわ、ないよ」

「そ、それは、どういった……」

「人間に、わたしの友人を着飾らせる権利はないわ、ないよ」

　ミソラさんは遠まわしに、俺は人間サイドの存在ではないとほのめかすような言を放つ。そして、彼女はゆっくり俺へと振り向き、ローブの袖をごそごそとしだす。

　またもやお決まりの四次元袖の出番か。

「彼女はこれを着ていくわ、いくよ」

　そう言って、ばんっと皺しわ一つないドレスを取り出した。




：ミソラより『空踊る輪ロ舞ン曲ド』を入手しました：




『空踊る輪ロ舞ン曲ド』

【妖精たちの魔力で織り成されたドレス。薄い空色に染色されているのは、賢者ミソラの加護に他ならない。そこには空への慈しみや、空に親しみを感じてほしいという願いが込められている】




装備条件：ＭＰ40　知力１２０

レア度：９

ステータス：物理防御＋32　魔法防御＋１５７

特殊効果：装備者にかかる重力が六分の一になる。また空の奏者そうびしゃと手を取り合う者にかかる重力も六分の一となる。




　俺はその驚くべき高性能さもさることながら、とある点に気付き硬直した。

「ふ…………」

　フリフリがヤバいいいいいいいいいいぃぃいよぉおお。

　貴族のお嬢さんが着てそうなドレス!?

　色が白と薄い蒼ということでそれほど装飾過多ではないが、それにしてもなんというか。今の俺がこれを着たら、ものすごく似合いそうで怖い。

　銀髪に蒼い粒子をまとい、さらに空色のドレス。

　うん、ヤバいな。じっくりとその美少女っぷりを堪能してみたい。

　それが自分自身の姿でなければ。

　そして重力が６分の１って、ふわーっと浮けるわけですか。とても魅力的な効果だけど、人前でおいそれと披露したくない。だって、キルされて奪われた日にはガチ泣きしそう。

「タロちゃん、気に入ってくれたわね？　かな？」

　ドレスを凝視する俺を、覗のぞき込むようにしてにっこりと微笑みかけてくるミソラさん。

「は、はひっ。あ、あり、ありがとうございます！」

　さすがにデザインが気に入りません、だなんて本音は言えない。

「というわけだ。テアリーの小僧っこが出る幕じゃないわ、ないよ」

「そ、そういうことでしたら」

　粛々と頭を下げるテアリー公。

「それで、テアリー公」

「はい」

「ちょっと小耳に挟んだのだけど、わたしの、ボクのことを吹聴しているそうだね？」

　にっこりと微笑をたたえる賢者ミソラさん。

　その眼は先ほど俺に向けたモノとは対照的で、微み塵じんも笑っていなかった。





[image: ]
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　それから、魔女っ子が壮年男性にお説教をするという珍しい光景を見れた俺たちは、テアリー公の御屋敷を後にした。さらに、帰りはミソラさんも馬車に乗ってみたいと言ったので、俺とミナ、ジョージの４人で輝剣アーツ屋へと戻ることに。

　これからどうなるのかちょっと楽しみだ。そんなわくわくを胸に秘めた帰り道、車窓から夕闇が迫っているミケランジェロをぼーっと見つめる。

　すると不意にログアナウンスが流れ始めた。




：１週間後、各都市・街・村の支配権を所有している人物の建物が開放されます：




「これって！」

「はいっ、天使さま」

　俺とミナが顔を合わせ、ちょっとはしゃぐ。




：全都市の開放された区画にて『妖精の舞踏会』が開かれます：

：一部の都市では開催されません：




「やっぱり！」

　向かいのミソラさんは、にこやかにこちらを見守っている。




：傭兵プレイヤー同士で語らい、楽しい一時を過ごせたなら、愉快な空気に誘われて妖精たちが呼び寄せられるかもしれません：

：さぁ、傭兵同士の親睦を深め、新しい仲間との出会いに乾杯しましょう：




「んふぅうううんっ舞踏会で男漁あさりよおおおお！」

　なるほど。

　このイベントはサービス開始に伴って、ＰＴパーティや傭ク兵ラ団ンにあぶれた者への救済措置にもなるわけか。ここで良き傭兵プレイヤーに巡り合えたりすればＰＴパーティ戦での幅も広がるし、攻略範囲も増えるって事だ。

　俺にも良き出会いがあるかもしれない。




：参加条件はありません：

：一部の会場は大変混雑する恐れがございます。その場合は、新アイテム『馬車』でご登城してくださった傭兵プレイヤーのみ、会場へのアクセス優先権を取得できます：




「天使ちゃんは、既に馬車持ちなのよねぇん……うらやましいわぁん」

「ジョージも、これに乗ってく？」

「え、天使さまそれはちょっと……」

　ミナが渋った理由は、まぁなんとなく察することはできる。色黒アフロヘアなジョージがこの馬車で会場入りとかギャップがものすごいだろう。が、ジョージにはお世話になってるわけで、馬車で会場まで乗せていくぐらいの事はしたい。

「んん～んっお願いしちゃおうかしらっ？」

「おっけー」




：新アイテム『馬車』は各都市の道具屋にて、現時点をもって販売が開始されました：




　あ、今から馬車って発売なんだ。

　そんなアナウンスが流れてから、しばらくすれば『ピコーン』とフレンドメッセージが届いた。

『ねぇ、タロ！　今の聞いた？』

　夕輝からだ。

『うん』

『馬車だよ！　今、道具屋ですぐに確認したんだけど、全部で３種類っぽい』

　お、じゃあ、俺は馬車をタダでもらえたからそこは地味に嬉しい。

　一体、いくらぐらいなのだろう。

　ドレスは何とも言えないけど、馬車に関してはミソラさんにすごく感謝だ。使っていいお金は、あんまりないし。

　というか、夕輝は確認が早いな。

　さすが傭ク兵ラ団ン【百騎夜行】の団長をやっていることだけのことはある？

『１頭馬車が１万エソ、２頭馬車が３万エソ、２頭四輪馬車が10万エソらしいよ！　高いけど欲しいね。各部品のカスタマイズ要素も豊富っぽいんだ。【百鬼夜行】と戦争中の僕たちだけど、このイベントは見逃せないよ』

　たっか！

　ん、待てよ。

　夕輝の話を聞く限り、２頭四輪馬車が最高スペックっぽい？

『４頭の四輪馬車ってないの？　なんか白っぽいやつ』

　そう、今俺たちが乗っている『銀精アルジェントたちの馬車』は４頭の馬が２列になって馬車を引いているのだ。

『４頭？　そんなのはどこにも売ってないけど。色は自分でカスタマイズできるからタロも欲しければ、買った後に色を変更すればいいじゃないか』

『あ、いや……馬車って道具屋でしか売ってないの？』

『うーん……ボクは知らないけど、もしかしたら木工スキルを極めてる職人傭兵プレイヤーが馬車のレシピを入手してるかも。そしたら、オリジナルの馬車を作ってるかもしれないね』

『そ……っか。ありがとな』

　どうやら、俺の馬車は特注品のようだ。

　ドレスにしろ、馬車にしろ悪目立ちしないように気をつけないといけないな。

　と思っても、既に遅い気もする……。

「おい、あの立派な馬車を見ろよ！」

「すごいぞ！　銀色の煌きらめきエフェクト？　銀粉をふりまきながら走ってる！」

「あんな馬車もあるのか!?」

　街行く傭兵プレイヤーたちが、俺たちを乗せて走る馬車を発見して騒ぎ立てている。なので俺はそっと車窓から顔を引っ込め、宝石を生む森クリステアリーの秘密を守るのって骨が折れるなぁと胸中でぼやく。

　満足そうにニコニコと笑っているミソラさんを眺めながら、溜め息をつく。

「はぁ……」

「あるれ、あれれ。タロちゃん、どうかしたのかしら？　どうかした？」

「……いえ」

　コトコトと小気味よい振動に揺られ──

　ログアナウンスによって傭兵プレイヤーたちが沸き立ったミケランジェロを。

　夕暮れの喧けん騒そうで賑にぎわう街中を──

　穏やかに走行していく、白金の馬車と俺たちであった。





７話　幻想と現実の狭間







「くぅ」

　空腹を主張する音が自分のお腹から呻うめくように鳴ったので、俺は一度クラン・クランからログアウトした。

「お昼ご飯……」

　買いに行かないといけないな。時計を確認すると昼の12時をとっくに過ぎ、午後２時を回っていたところだった。

　外は昨日と変わらず猛暑だろう。

　クーラーに守られたこの聖い域えから出るなんて、自殺行為も甚はなはだしい。だけど、人間というのは食べなければ生きてはいけない。

　つまり選択肢は一つ。

「スーパーに行くかー」

　今のこの華きゃ奢しゃな身体では、食料を大量に買い込んで家まで運ぶのにも一苦労するだろうが、背に腹は代えられない。

　なるべく外に出たくない俺としては、食べ物をたくさん置いておきたいのだ。
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　うだる暑さに耐えつつ、なんとかスーパーに辿たどり着き目的の品物、主にカップ麵類を買かい漁あさった俺は帰路についていた。カップ麵は美味しいし、たくさん持っていても軽い。

「冷えた部屋の中で熱々のカップ麵、これが最高なんだな」

　とんこつベースのこってりカップ麵を頰ほお張ばる。冷えたお茶を飲む。またズルルッとカップ麵をすする。程良い歯ごたえ。そして、キンキンのお茶を流し込む。

「うん、最高ループ方式だ」

　そんな風に自分がお昼ご飯を食べる情景を夢想していた俺は、油断しきっていたのだろう。はち切れそうになっていたスーパーの袋から、食後のお菓子として買っておいたかき氷グミがポロッと落ちてしまった。

「おっとっと」

　この強い日差しと、高い気温はどこまでも人間の体力や気力を奪う。

　今の10歳そこらの身体には、その影響が顕けん著ちょに出ているようで。

　かがんでグミを拾う、という動作すら億おっ劫くうだ。だから緩慢な動きで、グミを拾い上げようとした刹那。

「うにゃっ」

　足元を素早い動きで黒い物体が横切ったかと思うと、俺のグミが消えていた。

「ふーーっ」

　にゃんこにグミをかすめ取られたのだ。

　くりくりとした目がこちらを見ている。しっぽをうねうねしている黒猫は、俺と数瞬目を合わせたかと思うと、くるりと踵きびすを返し近場の塀へいにヒョイッとその身を躍らせた。

「にゃ、にゃんこ君！　それは俺のグミだ！」

　俺は黒猫に食後のお菓子を返してもらうべく、駆け出す。

　しかし敵も一筋縄ではいかなかった。

「く、黒猫くん……俺のグミを、返してくれ」

　黒猫くんは俺の身長では届かなそうな塀を選んでいるようで、ぎりぎりで手出しができない高さを移動していく。おかげで、かき氷グミをくわえたまま、のほほんと歩いている黒猫くんが意地悪な悪魔に見えてきた。

　そんな悪魔と戦い続け数十分、なんとか追いかけては辿り着いた場所が教会の前だった。

「ぜーはー……ぜーはー……んっ、あっついなぁ」

　ここは確か……義妹いもうとのミシェルが日本にいた短い期間に、ちょくちょく顔を出していた教会だった気がする。あいつ、元気でやってるのかな。

　両親の仕事に付き添うように海外を転々としている、血の繫つながっていない義妹の顔をぼんやりと思い出しつつ、俺は違和感を覚える。

「……あれ？」

　この教会、こんな外観だったか？

　俺の記憶にある街の素朴な教会といったイメージより、一回りほど大きくなっているような気がした。何より印象的だったのは扉だ。積み石に組み込まれた木製の扉は巨大かつ重厚になっている。つい最近、どこかで見た事があるようなデザインに既視感を覚えつつも、改築かなと適当な結論を出す。しかし、どうにも気になってしまった俺は汗だくになりながらも、しばらくその教会を観察してみる。するととある事実に気付いた。

　この教会は、先駆都市ミケランジェロにあった教会に酷似しているのだ。

「だいたい、日本に石造建築の教会なんてあるのか？」

　何度見ても、クラン・クランで姉あねと待ち合わせていた、神兵デウスが配置されていたあの場所とそっくりだ。

　いやいや、そんな事はありえない。ここは現実リアルであってゲームじゃないのだ。何を馬鹿げたことを、と自分の考えを否定しようとするが、不意に視界が揺れたのでさらに平静は失われる。

　な、なんだ？

「っと、気持ち、悪い……？」

　思った以上にこの小さな身体の体力を炎天下で消耗していたのか？　頭がクラクラとしだし、そうと気付いたとたん全身にだるさを覚えていた。

「あ、ヤバいかも……」

　多分、熱中症か。

　結局は黒猫くんからグミも奪取できずに撤退する他ないようだ。そんな焦りと悔しさが入り混じり、意識が朦もう朧ろうとし出した俺へ不意に優しい声がかかった。

「そこのお嬢さん、大丈夫ですか？」

　それはまるで救いの手を差し伸べるような柔らかさで、耳みみ朶たぶをなでる。

　一体、誰が？　と疑問を胸にそちらへと目を向ければ、この熱い中、肌を露出させない修道服を着た中年女性が心配そうに窺うかがっていた。金髪碧へき眼がんで、若い頃はさぞ異性を引きつけていただろうと思わせる器量の良い外国人さんだ。

　教会の関係者だろうか……？

　女性だと認識した俺はつい安あん堵どし、そして意識を失った。
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「懺ざん悔げ、か──」

　それは自身の行いが悪事だと気付き、それを悔いて神などに告白し、改める事。

「このボクが懺悔、ね……」

　ボクは剣と魔法、欲望の渦巻く傭兵の世界クラン・クランで、『眠らずの魔導師グレン』などと周りにもてはやされ増長していた。そのしっぺ返しに、麗しの我が姫君の前で無様な醜態をさらし、あまつさえ団長としての監督力が疑われるような行為を団員に許してしまった。

　怨敵である傭ク兵ラ団ン『百騎夜行』の面前で、ボクの強さを彼女に証明しようとして、返り討ちにあってしまった。

「白銀の天使……」

　その後、うちの団員が愛しの花ひめを愚かにも摘み取ってしまったのだ。

　我が傭ク兵ラ団ン『百鬼夜行』にあるまじき失態。故ゆえに、思い至ったのが『懺悔』なのだ。

　想い人に酷い仕打ちをしてしまった昨夜から、ボクは何をしていても罪悪感と情けない気持ちで胸中が張り裂けそうだった。

「このボクが……なんてみっともない」

　別段、特定の宗教の信徒でないボクではあるが、ヒトというのはどうしても神にすがりたくなる脆もろさを持っているのだな、と自嘲する。

　史上最強の炎の使い手、眠らずの魔導師グレン。

　イケメンにして紳士。そう、それがクラン・クラン内でのボクの地位であり、称号。

「ふっ」

　いつもゲーム内で自分が行う仕草、前髪をファサッと右手でかきあげても、出ていってしまった気力は戻ってはこない。

　それどころか、洗面所の鏡の前でお決まりのポーズをとった自分が目に入ってしまい……。

「……」

　鏡に映るのは、ゲームキャラのイケメンなグレンとは似ても似つかない……現実リアルの平凡な自分が、ナルシストのような佇たたずまいをしていた。

　自身の評価では中の上あたりだろうと思っていたところ、我が愚妹のゆらは中の下、いわゆるブサメン予備軍と明言してきた。

『それに兄貴は中二病だし、キモい』とバッサリ切り捨てられたのを思い出す。

「…………イケメンは爆はぜろ」

　妹の事を思い出し、余計にテンションが下がってゆく。

「それにしても、やはり顔色が悪いな……」

　最近はほぼ眠らないで生活しているため、目の下のクマが濃い。

　眠らなくても大丈夫になったのは、いつ頃からだったろうか。

「確か、クラン・クランのベータテスターに当選したという報告がきた直後だったか……？」

　睡眠を取らなくても身体の具合に支障をきたさない。どころか、眠らなければ眠らないほど、頭の中が冴さえわたり、忌避しがちだった勉学も短時間で暗記できるようになり、成績も上昇していった。

　学校にはしっかりと登校し、授業もそつなく受ける。そして、並行作業でクラン・クラン専用のコンタクトを目に装着し、かの世界でも魔術師として研けん鑽さんを積んでいく。授業中はイヤフォンをさすがにつけられないので、聴覚が遮断された状態でプレイしているが。

　この体質になってからというもの、自分には敵なしと思えるような無敵感と充足感を覚えていた。

　おまけにクラン・クラン内で破格の自然称号を二つも手にしているボクが、他の傭兵プレイヤーよりも強いのは変えようのない事実だった。




『熱に誉ほまれし者』

【赤属性魔法の発動を１００％成功させる。また、自身が発動する赤属性魔法の威力を５～20％上昇させる】




『迅速なる魔語修士スペルマスター』

【詠唱から魔法の発動までの速度を上昇させる】




　この二つの強力な自然称号を駆使して、ボクは『百鬼夜行』の団長として、自分も含め団員を少しでも強くするために邁まい進しんしてきた。

　称号の習得条件に【不眠の体質を得て、なおかつ向上心という熱にほだされる者】。とか【並行世界を同時に脳内で処理する速度が異様に速い者】、などとよくわからない説明が書かれていたが、体質の変化が関係しているのだろうか。

　不思議な事だが、ボクの才を見出した神が特別な力を与えてくれたのやもしれぬな。いわば選ばれし存在というやつだ。

　そんな優秀であるこのボクにあるまじき、可か憐れんな花ひめの前での大失態！

　早々にこのモヤモヤとした気持ちを切り替え、団員を引っ張っていかなければならない立場であると自覚していても、こればかりはやすやすと割り切れる問題ではないのだ。

　どうしても気落ちしてしまうのだ。

　副団長のユキオなんかはそんなボクを心配するあまりに、普段は別行動を取る事が多いのに、ずっと傍そばに侍はべるようにひっついてくる始末。

「しっかりしないと、だな」

　確か近所に教会があったはずだ。

「メルヘン卿きょうなどと、ふざけた名前を付けた奴らに、愛しの花ひめをいつまでも任せておくわけにもいくまいし」

　教会に足を運び、懺悔をして泥沼にはまったようなこの心を清いモノへと洗い流さなければいけないだろう。

　愛しの姫君のためにも、団員のためにも、自分のためにも。

　そう決断して己の罪を告解すべく、眠らずの魔導師グレンこと、一いち条じょう司つかさであるボクは夏休み２日目の午後、外へと繰り出した。
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　気付くと俺は礼拝堂らしき場所の椅子に、仰向けになって横たわっていた。

「あら、気がついたようね」

　にっこりと柔和に微笑む40歳前後の外国人シスター。

　どうやら熱中症で倒れたところを、この教会で休ませてくれていたようだ。

「あ、あの、俺は……」

　身体のだるさに抵抗しながら、上体を起こす。

　するとシスターは水の入ったコップを手渡してくれた。

　俺はそれをこくこくと飲んでいく。

「どうやら、軽い熱中症を引き起こしていたみたいだから。勝手だけれども、こちらに運ばせてもらったわ」

　子供に優しく語りかけるように、シスターは微笑みを絶やさない。

　そして、このシスターは日本語が上手だ。

「あ、えっと……」

　礼拝堂には、目に付かない場所にクーラーでも設置してあるのか、室温は高くも低くもない、ちょうどいい温度が保たれている。

「あの、ありがとうごいます」

　本当に助かった。この身体になってからというもの、慣れないことばかりで油断も隙もないとはまさにこの事だ。シスターに深く感謝すると共に、猛省する俺。

「これも女神様の思し召しです」

　シスターはシスターらしく胸の前に右手をもっていき、円？を描いて両目をつむった。神に祈りを簡易的に捧ささげたようだ。

　見た事のない祈りの捧げ方だった。

　おれは無宗教の身ではあるけど、その神に仕えるシスターの行いに感謝の意を込めて、一緒になって祈りを捧げてみる。

「あらあら。お嬢ちゃんも敬けい虔けんな信徒になれるかもしれないわね？」

　軽く宗教勧誘されているのかも？　と恩人に警戒しそうになるが、シスターは別段そんなつもりはないようで、率直な感想を呟つぶやいただけのようだ。

　子供を愛めでるような視線は母性に溢あふれていて、あたたかい。

「シスターが信じている神様とは、どんな神様なのですか？」

　宗教に興味はないが、ここの教会は十字架もなければイエス・キリスト様の偶像も祀まつられていない。

　ただ、七色のステンドグラスの煌きらびやかな光彩が礼拝堂内に降り注ぎ、祭壇の中心には質素な女性の小さな像が置かれているだけだったのだ。

「虹色の女神さまを信奉しているのよ」

　虹色の女神さまだって？

　クラン・クランに存在する【虹ア色ルのコ女・神イ教リ会ス】の名を思い浮かべ頭をひねっていると、シスターは子供に聞かせるようなゆったりとした口調で語り始めた。

「昔々、この世界には白い女神、白き大地を司る神がいました。そこに天空を統べる黒い神がやってきて、世界に夜が訪れ、白き朝が生まれました。そして二神の間には子ができ、灰色の神が生じました」

　16年間の人生において、一度も耳にした事のない神話だった。

　だが、しかし……。

「続いて白びゃっ黒こくの二神は自分たちの世界にもっと神を呼ぶことを考え、他の神々に呼びかけました。それに応じたのが黄、緑、赤、青、紫の力を持つ神々で、色の濃い七神が揃そろった途端に七色の虹が発生し、虹色の女神が生まれたのです」

　やっぱりこれはクラン・クランにある宗派の事じゃないか？　これって現実にあった宗教なのか？

　確かにゲームや漫画などでは、実在している物をモチーフや題材にして登場させるのは珍しい事じゃないけれど……クラン・クランを製作するにあたって、【虹ア色ルのコ女・神イ教リ会ス】がスポンサーにでもなっているのだろうか。

　それにしたって、もっと有名な宗教ならともかく……少なくともクラン・クランをプレイするまで、現実にあるなんて俺は知らなかった。

「そして、虹色の女神と灰色の神との間に生まれた子が、七色を受け継いだ存在、私達人間の上位種、神人デウスたちなのですよ」

　神人デウス……。

「そして神人デウスから、我々人間が生まれたのです。しかし、私達人間は各色の力が均等化され過ぎていて、各種の力を上手に引き出すことはできませんでした」

　とりあえず、人間は十人十色ってことか？

「神々が早々に失望し見放すなか、各色の理ことわりを人々に辛抱強く教えていったのが全人類の母である、虹色の女神さまだったのです」

「な、なるほどです」

　すごくファンタジー小説に出てきそうな神の系譜ですね。

　というかここは、義妹が通ってた近所の教会で合ってるよね？　俺の妹であるミシェルは、色彩の神様っぽいのを信仰していたのか……？

「お嬢ちゃんの髪の毛の色は、神々ですら出せなかった色なのです。銀は神力を凌しのぐ危険な存在と揶や揄ゆされることもありますが、手を取り合えば強い絆きずなとなります。そんな貴方あなたが、ひどく儚はかない色で私達の教会の前で倒れたとなったのであれば、虹色の女神さまを信奉する私達としては、介抱することが当然の行いなのです」

「は、はい」

　ひどく儚い色……具合が悪そうに見えたってことかな？

「貴方は何かひどく苦しみ、悩み、逃避している最中のように思えます」

　シスターはジッとこちらの内面を見透かすように、しかし慈愛に溢れた眼差しを向けてくる。

　ウン告コく白はくで絶望のどん底に叩たたき落とされ、わけもわからず銀髪美少女化してしまった、絶賛ＶＲＭＭＯにて現実逃避中なこの俺に。

　数瞬後、シスターのまとう空気がより洗練され、透明なものに変化した。

「迷える子羊よ。虹色の女神の名のもとに私、シスター・レアンが貴方の告解をこの場にて聞き遂げます。なんなりと、汝なんじの苦しみを分かち合うことを誓います」

　その神聖な所作に気け圧おされて、凜りんとした誠実な佇まいに促されて──

　俺は口を開いてしまった。

　好きな人にウン告コく白はくをかましてしまったことを。

「……そうでしたか」

　シスターは俺の話を聞いてからうつむいた。

　そして。

「よくぞ、想い人への貴方の愛を伝えましたね」

　にっこりと微笑んでくれる。

　よく、がんばったね。そう言われたような気がした。

　たったそれだけの言葉だったけれど、たったそれだけで、ウン告コく白はくした事を後悔ではなく、何かに変えられたような気がした。

　そしてシスターは、そもそも脱だっ糞ぷんは人間の自然現象であり、現代に至っては汚物扱いされているが、昔では作物の肥料などに使われていたこともあり、成分的には命を繫ぐ大事な糧となりえる物質だと、ウンコのご高説を説いてくれた。

　うん。

　クラン・クランでも『うまのふん』とか実は使える素材だったしな。でも、なんだろ。教会でシスターにウンコについて真面目に語られるって、人生でそうそうない気がする。

　一通り話し終えたシスターは最後に、

「貴方はまだ、何かをその胸に抱えているようですね。何かありましたら、なんなりとシスターである私に言ってくださいね。虹色の女神さまはいつ何時でも、私達を見守ってくれています」

　確かに、突然の少女化についてはまだ言っていない。

　だがこれは初対面の人に対し、相談できるほど軽いものでもない。神聖さですら、人の心の闇を簡単に取り払うことはできない。

「は、はい……ありがとうございます」

　そんな俺の歯切れの悪い反応を見たシスターは、急に両手をポンッと叩き、さも妙案が思いついたといった風情で俺の手を取った。

「そうだ。お嬢ちゃん。貴方に時間があって、もしよろしかったらなのですが、懺悔室でお話の聞き役などしてみてはいかがでしょうか？」

「え!?」

　懺悔室って、悪い事をしてしまった時に告白しに行くところだよな。

　それで神の許しをいただくものだっけ？　その聞き役って、信徒でもない俺がやっていいものなのか？　そもそも、神の許しの代弁をするわけだから、教会内でもわりと地位の高く、厚い信仰心を持つ人とかが必要になるんじゃ。

　そんな大役、行きずりの俺がやっていいとは思えない。

「貴方と同じ、悩める子羊の告白を聞いて、新たに見えるものがあるかもしれませんよ？」

　それは、そうかもしれないけれど。

「いえ、しかし教義とかに反するんじゃ……」

「虹色の女神さまは信徒かどうかに関係なく、平等に門戸を開いております。またその扱いも平等です」

「だけど、俺なんかが人の罪の告白を聞けるような立場ではないように思えます」

「それを言ったら私もです。人の話を聞くのに偉さや立場は関係なく、何も必要ないのです。誠実さをもって相手の心を想う気持ち。それだけでいいのです。それが虹色の女神さまの教えでもあります」

「は、はぁ……」

「大丈夫ですよ。懺悔室でのお決まりの台詞集がありますので、そちらをお貸しします。一度、やってみてはいかがでしょうか？」

　妙な成り行きに困惑しつつも、シスターに押された俺は懺悔室のシスターとやらをやってみることになった。

　虹色の女神さまの教義って、なんだかわりと大雑把なんだな。

　本当に大丈夫なのだろうか？
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　眠らずの魔導師グレンであるボクが近所の教会に辿り着いて、さっそくその門戸を開こうとしたところで妙な違和感を覚えた。

　この教会ってこんなに本格的な造りの教会だったか？

「まるで、中世ヨーロッパに造られたような教会がそのまま日本に置いてあるような感じだな」

　重厚な石造り。そして、開くにも一苦労しそうな木製の巨大な扉。

　全体的にどこかで見かけたようなデザインの教会。

　既視感。この不思議な感覚は、神がボク自身を導いたということか？

　おもしろい。

「やはり、神が眠らずの魔導師であるこのボクを呼んでいた、ということだな」

　ふっ。

　そう軽く鼻で笑い、ボクは教会の中へと入っていった。

　懺悔室は礼拝堂から入って右手奥の通路の先にあると、入り口の案内板のようなモノに記されていたので、迷うことなく懺悔室へと到着。何もかもがスムーズ、さすがはボクだ。

「ここが懺悔室か」

　懺悔室には椅子が一つ配置されており、向かい側は壁となっている。

　そしてその椅子に座れば、ちょうどお腹のあたりが見えそうな位置に小さな長方形の穴が空いている。

　聞き役のシスターとボクの顔が、お互い見えないような構造となっているのだろう。

　向かい側の様子をチラリと窺ってみれば、修道女のような服装をした人物が座っているのが確認できる。

　おそらく身長が小さめの方なのだろうか。ボクからしたら窓口はちょうどお腹であるのに対し、向かい側のシスターさんは胸あたりだ。

　膨らみがなく、美しいな。

「母と子の聖霊の御名によって、オーメン」

　向かい側に座っているであろうシスターが呼びかけてくる。

「オ、オーメン」

　思ったよりも幼いその声に動揺しつつも、祈りの唱和をする。

「迷える子羊よ。虹色の女神の名のもとに私が貴方の告解をこの場にて聞き届けます」

　ここでボクは気付いた。

　この銀ぎん鈴れいの音を転がすような澄んだ声音。

　一輪の儚い薔ば薇らを……いや、自然発生しないと言われている青薔薇を連想させる甘美な響き。まだ幼く、開花してないにも拘かかわらず、圧倒的なまでの美しさを誇るこの声を──

　聞き間違えるはずもない。

「女神の慈しみを信頼して、貴方の罪を告白してください」

　女神である愛しの姫君が、あの白銀の天使が、ボクに懺悔を求めてきた。

　なんという皮肉だ。罪を犯し暴力をふるってしまった本人に直接、許しを請こう事になろうとは。

　だがしかし、これは僕と彼女が出会うべくして出会った奇跡。

　神が取り計らった運命に違いない。

　歓喜と絶望がない交ぜになったボクはしばしの間、呆ぼう然ぜんとしてしまった。

「……迷える子羊よ。どうかなさったのですか？」

　ゲーム内と変わらぬ声で、銀髪の姫君は優しくボクに問い掛けたのだった。
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　なんやかんやで、修道服に着替えさせられた俺こと、仏ふつ訊じん太た郎ろうは懺悔室の椅子に座っている。

　今の俺は銀髪幼女のシスター。

　こんな幼女が告解を聞き届けるなんて、納得いかないのではないだろうかと懸念していたけど、それはお互いの顔が見えないようになっているため大丈夫そうだ。

　３メートルほど後ろに離れた位置で、シスター・レアンもこちらの様子を見守っているので、やらかしてもフォローしてくれるだろう。

「……ボクは大切な花を傷付けてしまったのです」

　正面の壁越しから、粛しゅく々しゅくと自分の罪を語る少年？

　懺悔室に来たのは、俺と同年代であろう声の主だった。

「花、ですか……」

　花を育てる趣味でもあるのだろうか。

　同じ男子高校生として、珍しいなと思った。

「まだ開花しきっていない、若き芽にボクはッ！　己の力を誇示したいあまりに強硬策に出たのです」

「はい……」

　ふーむ……なるほど。

　花を育てるにあたって、それなりの知識や経験には自負があったと。だからこそ、今まで研鑽を積んできた努力の集大成とも言える、何か画期的な育成方法を新芽に試してみたと？

「しかし、ボクの想いを届けるどころか……無様にもボクはッボクはッ……それでも好きなのです！」

　話しているうちに、当時の光景を鮮明に思い出してしまったのだろうか。向かい側から聞こえてくる声は熱を帯びながらも、苦しい呻きへと変わっていた。

「安心してください。あなたの懺悔はわたしが聞いてます」

　少し、安心させる必要があるだろう。

　今、この瞬間、貴方の罪を知っているのは貴方だけではない。

　一人だけではない、と伝わるように優しい口調を意識して、ゆっくりと言葉を紡いだ。

「虹色の女神の加護の下もと、わたしがあなたと一緒にいます」

　思えば俺も、ウン告コく白はくをかました直後、晃こう夜やや夕ゆう輝きから労いたわりのラインが来た時は少しホッとしてた。

　一人じゃないって思うだけで、安心できるものなんだって実感した経験を思い出す。

「なんという慈愛に満ち溢れた言葉なんだろうか……やはり、ボクの花は気高く美しい」

　ん？　なんかよくわからないけど、花の元気だった頃の在りし姿を思い浮かべる事ができて少し冷静になったのかな？

「ボクの行動が結果的にキミを傷付けてしまいました……ましてや、誓った言葉すら反ほ故ごにするような失態を演じました」

　この必死さ……花をただの植物扱いするのではなく、わざわざキミという呼こ称しょうを使って天に許しの祈りを捧げている敬虔な姿が想像できてしまう。

「ですが、まだ……罪を犯したボクは、こうして、キミを愛で続けています。いつかまたキミの美しさが咲き誇る時、傍かたわらでキミを温かく守る灯ともしびとなっていきたいと、願ってしまいます」

　正直、こっちまで目が潤うるみそうになってきた。

　わかる。わかるぞ。

「あんな事をしでかしたのに、そう願わずにはいられない罪深さ」

　少年はよほど、その花が大事だったのだろう。大事だからこそ、自分の全力をぶつけて、大輪を咲かせたかったのかもしれない。

　ゲーム内の事と比較しては失礼かもしれないが、錬金術に馳はせる思いの強さは俺も同じだ。

　せっかく手に入れた素材が、錬金術の失敗で失われた時の無力感は半端ない。そのリスクを体感し、喪失感を味わってなお、犠牲を払ってもなお、新たなる試みを、挑戦する姿勢を崩す事などできない。

　飽くなき探求心と錬金術に魅せられたこのココロ、無限の可能性を秘めた錬金術に対するこの想い。

　そう、これは愛。

　愛なのだコン・アモーレ。

「……愛、なのですね？」

「はい」

　真しん摯しに答える少年の声を聞き、確信する。

　向かい側で己の罪を吐いた少年と俺とは、全てを共有できる仲だと。

「ボクは正直、キミ花に釣り合うような容姿ではない」

　花は美しさを冠する。だからこそ自分の美しさ、ひいては花と不釣り合いな見た目を気にしているのだろうか。

　それは俺も同じだ。今はこんな絶世の美少女みたいな外見になってしまっているけれど、中身はただの男子高校生。これほど容姿と中身が不釣り合い、交わらない人間がいるだろうか。

　それに錬金術は叡えい智ちを冠する。

　俺の万物に対する知識量は、錬金術を十全に行使できるほどの釣り合いが取れていない。

「それでもなお、この気持ちの高ぶりは抑えきれないのです」

　そうだ。大事なのは容姿なんかじゃない。想いの強さ。意志の強さなんだ。

　何を大切に思い、どう行動するかなんだと……俺はこの少年から教わったような気がした。

「どうか、ボクの罪をお許しください」

　そうして俺は気付く。今の自分は銀髪幼女の見た目だけれど、中身は俺で……錬金術が大好きで、晃夜や夕輝のことを、た、大切に思っていて……茜あかねちゃんの事が好きなのだ。

　俺は俺。

　見た目が幼女だろうが、なんだろうが、俺なんだ。

　少しだけ、性転化という重荷が軽くなったように感じた。

「わたしは虹色の女神の御名において、あなたの罪を許します」

「感謝します……」

　感謝するのはコチラの方だ。

　大切なのは意志だと、そう気付かせてくれた、顔も見えぬ少年に心からのお礼を言いたい。

　彼は草花を育てる栽培を、俺は万物を変化させる錬金術を。

　歩む道は違えど────目指す頂いただきは同じように思えた。

　彼の事をどう呼ぶか、と質問されたら『友』と答えるのが一番しっくりくる。

　彼には不安少女化と向き合える勇気をもらえた。

　だから、にっこりと笑う。

　つい目から汗が出ていたが、気にしないように努めて。

「今からあなたはわたしの大切な友人です。また、何かあったらわたしに何でも言ってください」

「そ、それは……」

　ゆっくりと椅子から立ち上がり、感謝と親愛を込めて長方形の窓口に手を差し伸べる。

　一瞬、何かがバッと動いたようにも見えたが、目が汗で霞かすんでよくわからなかった。

「よろしくお願いしますね？」

　友好の握手を求める。

　お互い、顔が見えないからこんなことができる。

「こ、こちらこそ、よろしくお願いします。と、友達として！」

　彼の歓喜に滲にじむ声が響く。

　そして、温かい手が俺の手を握り返してくる。
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「わたしは、あまりこの教会にいません……」

　そこで、先ほどから静かに成り行きを見守っていたシスター・レアンを見返す。シスターはゆっくりと頷うなずき、了承の意を示してくれる。

「ですがこの夏の間、毎週木曜日にこの懺悔室にいますので。よかったら来てください」

　週に一度、夏休みの間だけ。

　妙な成り行きとはいえ、ヒトの話を聞くというのは自分のためにもなるということを知った。

「も、木曜日ですね。わかりました！　必ず、必ずや馳せ参じましょう！」

　少年の力強い声音を聞き──俺は明日、市役所に行くことを決意した。

　少女と化してしまったこの肉体と向き合うために。




◇




　全ての罪をボクは愛しの花ひめに告白した。

　現実で彼女と相対してしまった興奮により、ところどころ勇み足になってしまい、いまいち要領を得ない語りになってしまったが、この胸に抱く罪の意識は本物だ。

　だから告解している最中、どうしようもない絶望に囚われ、不用意にも自分の想いを……あんなことをしでかした後なのに、勢いに任せて口走ってしまった。

「しかし、ボクの想いを届けるどころか……無様にもボクはッボクはッ……それでも好きなのです！」

　こんな気持ちの押しつけなど、彼女を不快にする以外の何物でもない。

　これでは罪を重ねるばかりだ。

　まだ、ボクがグレンであることすらも明かしていないのに。

「虹色の女神の加護の下、わたしがあなたと一緒にいます」

　そんな動揺するボクを落ち着かせるように、彼女は柔らかい口調で諫いさめてくる。

　虹色の女神の加護の下、ボクと一緒に……。

　そして、彼女の口から虹色の女神という単語が出てきた事で、はたと気付く。最初、虹色の女神とはどこの神だと疑問に思ったボクだが。

　思い出した。

【虹色の女神アルコ・イリス】。それはクラン・クランで信仰されている神の一人だ。そしてソレは、実際に現実にある宗派の一つでもあると思い出す。

　うん？　本当にそんな宗派はあったのか？

　いや……多分、あったはずだ？　一瞬だけ頭に霧がかかり……まるで今までの認識が塗り替えられるような妙な感じを覚えたが、それも数秒後にはスッキリとした。

　とにかくクラン・クランでは傭兵プレイヤーはスキルを習得する時、輝剣アーツを胸に刺す。その際に虹色の光彩が発生する。

　その由縁は虹色の女神が太古、人間たちに力を行使する理を説いていったというのと関係がある、と何かの説明文で読んだ。

　彼女がわざわざクラン・クランでも存在する神を隠語のように使ってきた理由は……彼女がボクの話を聞くうちに、ボクが眠らずの魔導師グレンであるという事に気付いたというメッセージ？　あるいはボクの声を覚えていて、最初から察していたのか？

　聡そう明めいな彼女は『わたしはあなたボクがグレンであると認識している』と伝えているのか。ならば、みなまで説明する必要もないだろう。

　それからボクは、神に近しい天使のような本人かのじょに、好きでい続けてしまうという罪も含め、許しを請うた。

「今からあなたはわたしの大切な友人です」

　そして、彼女の銀鈴が懺悔室にこだまする。

　友達。

　愛の告白をして、その返事が友達宣告。

　これは遠まわしに拒否されたのだろうか。でも彼女の声は、少し湿っぽく濡ぬれていて、喜びが漏れ出ているような、そんな音だった。

「また、何かあったらわたしに何でも言ってください」

　どうしても、どうしても彼女の真意を知りたくて、彼女の顔を一目見たくなってしまい……その優しい音色に惹ひかれて──

　ボクは、長方形の窓口から覗のぞき見みをしてしまった。

　そこには────

　白雪の頰ほほを薔薇色に染め、目には宝石なみだの粒を湛たたえた彼女が、心からの笑顔を浮かべていたのだった。

　彼女はゲーム内の容姿と寸分違わぬ、いや、それ以上の美しさを放っていた。

　そして、不意にその純白なる手が差し伸べられた。

　ボクは急いで、窓口まで下げた頭を持ち上げる。

「──ッ！」

　言葉にならない衝撃がボクの全身を駆け巡る。

　な、なんというッッ……神も見まがうほどの愛くるしい微笑み。

　心臓がバクバクと脈打つ。

　あの笑顔の裏に込められた気持ちは……嬉うれし泣なきだ。

　ボクの気持ちを知って、あの透き通った笑み。

　そして友達という言葉は、断りの文句ではなく。

　友達からのお付き合いをしましょう、という天使の純粋さを備えた彼女ならではの答え。

　そうだ。ゲーム内で顔見知りとはいえ、リアルで会ったのは今日が初めて。そんな相手にいきなり告白されて、はい、ＯＫです。なんていう輩やからはいない。

　冷静になれ。

　いや、無理だ。嬉し過ぎる。

　友人……ボクは彼女の唯一無二の親友になることを、当面の目的地に切り替えた。

「こ、こちらこそ、よろしくお願いします。と、友達として！」

　そうと決まれば、もっと強くならねば。団員もさらに強化し、クラン・クランの頂点へと上り詰めねば。

　あのＰｖＰ前に宣誓した言葉を、ボクの強さを、彼女に今度こそ証明するために。

　彼女の柔らかく小さな手をそっと包む。

　ボクの得た不眠の体質も、苦悩した思いも、全てはキミに出会うためのものだったんだ。

「必ず、必ずや馳せ参じましょう！」

　キミを守れるほどの強さを得た時。再びボクは想いを込めて、キミを照らす灯ひかりになりたいと伝える事を誓おう。





８話　戦乱の兆し







　不思議な教会を後にして、無事に家へとつけばスマホが点滅している事に気付く。

　また、持ち歩くのを忘れてた。注意しなければと思いながらスマホを確認。

『戦いの時代、乱世がくるぜ……』

　そんな晃こう夜やからのラインメッセージに首を傾げる。

　さらに。

『訊じん太た郎ろう、オチてるのか？』

　ログアウトしているのか？　という質問が追加で送られてきた。

　何かクラン・クランあっちで、俺に用事でもできたのか？

『おうー』

　急いで返信を打ち込む。

『イベントの告知は聞いたか？　〈妖精の舞踏会〉ってやつだ』

『聞いた聞いたー』

『お、なら話は早いな。俺たち〈百騎夜行〉は契約都市をミケランジェロから、〈鉱山街グレルディ〉に移そうかと思ってな』

　契約都市？　鉱山街グレルディ？

『ごめん、話が見えない。契約都市ってなに？』

『あぁ。そうだったな、悪い。訊太郎は傭ク兵ラ団ンに所属してなかったからな』

『おう』

『契約都市っていうのは、名前の通り傭ク兵ラ団ンが契約している都市だ。契約した都市によって、傭ク兵ラ団ンに様々なボーナスが発生する』

『なんか便利そうだな』

『そうだな。都市によるけど〈先駆都市ミケランジェロ〉なんかは、全ぜん傭兵団員クランメンバーの取得経験値＋２％、だしな』

『それ、すごくいいな』

　なるほど。傭ク兵ラ団ンに入ればそういった特典も付くわけか。それに加えてミナのように『虹ア色ルのコ女・神イ教リ会ス』と信徒契約してれば全部で３％の経験値ブーストを乗せられると。

『それに各都市と契約してれば、その都市の〈賞ウ金ォ首ンとテ競ッ売ド〉でのクエスト受注件数が増えるんだ』

『ってことは……ミケランジェロで契約してれば、ミケランジェロの〈賞ウ金ォ首ンとテ競ッ売ド〉で貼り出されているクエストの数が多く表示されるってことか？』

『端たん的てきに言うとそうだな。クエスト数は傭ク兵ラ団ンの信頼度や格によるけど』

　傭ク兵ラ団ンに所属しようかな……。

『信頼度？』

『その都市の〈賞ウ金ォ首ンとテ競ッ売ド〉で貼られたクエストの達成数に応じて、傭ク兵ラ団ンの信頼度が向上していくんだ』

　へぇ。なんか本格的に傭ク兵ラ団ンだなぁ。

『まぁ契約都市に関してはメリットだけじゃないがな』

『む、なにかあるのか？』

『傭ク兵ラ団ンには維持費っていうのがあってな。２週間に一度、各傭兵団員クランメンバーはその維持費を契約都市に払ってるんだ』

『そうなんだ……』

『まぁそれでも、傭ク兵ラ団ンの機能にはけっこう便利なものがあるからな。払って損はないんだが』

『都市と契約してない傭ク兵ラ団ンは？』

『維持費は運営に自動的に降ろされるんだ。だったら、どこかと契約していた方が得って事で、だいたいの傭ク兵ラ団ンはどこかの街や都市と契約してるぜ』

『お金がかかるのは少し痛いな』

『まぁな。あとは契約してる都市が危機に瀕ひんした時、防衛クエストなどに強制参加させられる、とかぐらいだと思う』

『なるほど。でもそれはイベントっぽくて面白そうだ』

　いくつもの傭ク兵ラ団ンが連携して、都市のピンチを救う防衛クエストとか胸躍る。

『それでだ。さっきも伝えたが〈百騎夜行〉は契約都市を変える』

『んん、なぜそれをわざわざ俺に？』

『早い話が、しばらくミケランジェロには行かないと思う』

『活動の拠点を〈鉱山街グレルディ〉って場所に移すってわけか』

『そうだ』

『どうして、拠点を移すか聞いてもいい？』

『まず理由は一つ。〈妖精の舞踏会〉が開かれるとともに、各都市の主要施設、支配者の建物が開放されるとアナウンスされただろう？』

　そういえばそうだったな。

『ミケランジェロの場合は……三公邸宅の奥に立地している〈王城〉だっけ？』

『そうだ……それでだ。各都市の支配者へアクセスが通ったってことは？』

『ってことは？』

『支配者に挑戦して、都市の支配権を奪うことができるようになる』

『な！　そんなことができるのか？』

『あぁ、できる。クラン・クランの公式サイトにも発表されているが、各町や都市、国家の支配権を傭兵プレイヤーが握ることもできるそうだ』

『マジか……支配権って具体的に言うと？』

『そこらへんはまだ詳しく明かされてないが、〈賞ウ金ォ首ンとテ競ッ売ド〉で武器やアイテムが取り引きされるだろ？　あれの税金が支配権を保持している傭ク兵ラ団ンに入るんじゃないかって噂うわさがある』

『す、すごいな……』

　それが本当だったら、傭兵プレイヤー人口の多い都市を手中に治めた傭ク兵ラ団ンは、すごいお金持ちになるのではないだろうか。

『つまりだ。１週間後の〈妖精の舞踏会〉ってイベントの開催は、他傭兵プレイヤーとの交流を深めるというお題目はあるものの──』

『実質的には、支配権を巡って傭ク兵ラ団ン同士での激しい抗争勃発に繫つながるかもしれないってことか？』

『そういうことだ』

　表向きは友好、新たなる仲間との出会いに祝杯を。

　裏では闘争の鐘が鳴り始める。

　戦乱の世の幕開け……わくわくはする。

　だけど、それじゃあ、妖精たちはどうなるんだ。

　少し彼らと接してみてわかった事は、妖精たちは平和と愉快さを好んでいる種族だった。ただでさえ過去に起きた人間側の侵略のせいで、人間たちは恐ろしいって疑念を持っているのに。

　争いが勃発しそうな人間界に、強力な素材採取に繫がる妖精族の出現……再び妖精の利用を画策する傭兵プレイヤーは出てくるはずだ。

　そんな状態で、俺は賢者ミソラさんの信任を得て妖精をお披露目するかもしれない。そう考えると、不安が暗雲の如くたれ込めてくる。

　ミソラさんも妖精たちも所詮はＮＰＣに過ぎない。だから彼女たちが人間たちの争いに巻き込まれ、どうなろうとそれはゲーム内で起きただけの事だ。

　だけれど陽気に語りかけてくる妖精たちと出会って、可愛がってくれるミソラさんと一緒に過ごして、そう割り切れない何かが俺の中でできてしまった。

『大規模の〈戦争〉が多発する。それはつまり、武器や防具のメンテナンスに必要な鉱石類の素材が大量に消費される可能性がある』

『おう……』

『〈鉱山街グレルディ〉を契約都市にすれば、傭ク兵ラ団ン契約ボーナスで〈鉱石〉類の素材ドロップ率の上昇、同じく〈鉱石〉類のレアドロップ率も上昇する』

『ひと儲もうけするってわけだな？』

　夕ゆう輝きや晃夜はたくましいな。

『そうだ。俺たちは各鉱石系などの値上がりを考え、今のうちにレベル上げも兼ねながら金策もするってわけだ』

『なるほどな……』

『契約都市を移す、二つ目の理由は……最近、変な奴らに俺と夕輝が絡まれるんだ』

『む、絡まれる？』

『そうだ。なんだか、お前絡みの連中らしいのだが……何か知らないか？』

　夕輝や晃夜に絡む？　百鬼夜行のグレンくん以外で？

『グレンくん？』

『いや、百鬼夜行の奴らじゃない……なんというか』

『なんというか？』

　晃夜にしては妙に歯切れが悪い。

『この間の賢者ミソラの一件で、そのタロ。お前に会いたいって傭兵プレイヤーが、現れ始めてな……』

　そうか。賢者ミソラさんと一緒に歩いていた俺には何かがあると踏んで、探りも兼ねて近付こうとする傭兵プレイヤーが現れたってことか。既に俺には妖精との繫がりがあると気付いた傭兵プレイヤーもいるかもしれない。

　警戒度を上げないといけないな。

　それに夕輝や晃夜に迷惑をかけてしまっていたとは……申し訳ない。

『それは、ごめん。迷惑をかけちゃったな』

『いや、別にいいんだ。だが、奴らの様子からすると少し危険な気もしてな……こう、ロリコン、犯罪臭とまではいかないんだが……』

　晃夜が言いにくそうにしていたのは、そういうことか。

『晃夜たちに何かしたのか？』

　少しだけ、憤いきどおりを覚える。

『いや、実害はないんだがな……とにかく、そういう事で俺たちはしばらく活動拠点を移す』

『……なんだか悪いな』

『いや、本当に訊太郎が謝る必要はない。イベントに向けての金儲けが、主な移動の理由だからな』

『おう』

『でだ、さっき話した奴らの事もある。タロをミケランジェロに残すのは心配だ。俺たちの傭ク兵ラ団ンに入らないか？』

『！』

『夕輝はもちろん、シズクやゆらちーも大歓迎だぞ。タロの錬金術士としての腕を見込んでの勧誘だ。どうだ？　これを機に俺たちの傭ク兵ラ団ンに所属してみては』

『……それは正直、かなり嬉うれしい誘いだ』

　最初は錬金術なんてお荷物スキルって見ていたゆらちーですら、俺の入団を戦力として誘ってくれるのはすごく嬉しい。

　だが、宝石を生む森クリステアリーのことや、これからの戦争勃発に彼らを巻き込む恐れがあるかもしれない。既に、晃夜たちにアプローチをかけている傭兵プレイヤーまで出てきている。

　晃夜たちは、ただでさえ自分たちよりも格上の傭ク兵ラ団ンと戦争中なのに、今以上に負担をかけたくはない。〈妖精の舞踏会〉が開かれ、支配権を巡る戦いが始まり、状況を見定めてから入団を決めた方がいいと思った。

『だけど、まだ所属できそうにない、かな』

『そ、そうか……』

『うん』

『わかった。でも俺たちはいつでもタロを歓迎するからな。それに同じ傭ク兵ラ団ンでなくても、何か困った事があったらすぐに連絡しろよ』

『おう、助かる。そっちも遠慮なく言ってくれよな。すぐに錬金術士さまが助太刀に行く』

『頼むぜ、小さな錬金術士どの』

『小さいは余計だ』

『普通人、太郎殿でよかったか？』

　仏訊太郎である俺のあだ名をいじってくる晃夜。

『だぁーーー！　晃夜、あとで覚えておけよ？』

『おー！　怖いなｗ』

　微妙にちゃかされて、晃夜とのラインのやり取りは終わった。

　今後、考えることは多そうだが……何が待ち受けているのか、やはり楽しみだ。

　イベントまでにやれる事は、できる限り準備をしておきたい。そうとなれば、さっさとクラン・クランにインするとしますか。




◇




『ポーン』

　クラン・クランにインすれば、すぐにミナからのフレンドメッセージが鳴った。

『天使さま、今どこですか？』

『ジョージのお店だよ』

『またジョージさんのお店ですか……』

『え、うん。ログアウトした場所がここだったし？』

『そういえば、そうでしたね』

『うんうん』

『天使さま、一緒に遊びませんか？』

『んん、そうだなー』

　何をしようか、まだ決めていないしどうしようか。




：ミナヅキからＰＴパーティ申請がきました：

：受託or拒否：




　迷っていると、こちらの有無に関係なく申請が飛んできた。

　まぁ断る理由もないし、いっか。

　受諾を押して、ミナのＰＴに加わる。それにしても、俺がログインしてからすぐにフレンドメッセージを飛ばしてくるとは、フレンドリストをこまめにチェックでもしていたのだろうか？

『今から、そちらに向かいますね』

『お、わざわざ、ありがとー！』

　そんなやり取りを終え、俺はジョージの店前で待つ事にする。

　なんとなく空を見上げれば星々が浮かび、クラン・クランにはすっかり夜の帳とばりが落ちていた。月がまん丸で綺き麗れいだなーなんて思いながら待っていれば、一生懸命に石畳の道を駆ける金髪少女の姿が見えた。それを目にした瞬間、こんな暗い夜道をわざわざこっちまで移動させた事にちょっとした罪悪感を覚えた。ゲーム内の事だけど、リアル過ぎる美麗な世界が、俺をそんな気分にさせたのだ。

「ミナーッ」

　俺はぶんぶんと手を振りながら、彼女に近付く。

　ミナもフルフルと元気いっぱいに右手を振り、息を切らせながら笑顔で走ってくる。

「てん、し、さまっ」

　月光が照らす夜の街を駆け、健気に手を振るミナの姿は可愛らしかった。

「わざわざ、ごめん」

「いえ、いえ」

　合流してからミナはちょっとの間、荒い息を吐いていた。それから呼吸が落ち着けば法衣の裾すそをパタパタ叩たたき、服の乱れを整えた。

　そこに女子力を感じる俺。

「ふぅ、そういえば天使さま」

「なに？」

「【妖精の舞踏会】、楽しみですね」

　あったかい陽の元のような笑みをふんわり浮かべるミナは、心の底からワクワクしていそうだった。もちろん俺も楽しみではあったけど、待ち遠しそうにそわそわしている雰囲気のミナを見て、なんだか孫を見守るおじいちゃんの気持ちがわかってしまった。

　この年頃の女の子って、真っすぐだなぁ。

　俺も難しく考え過ぎずに、舞踏会をある程度楽しもうかな。

　そんな気になれる笑顔だ。

「うんうん。楽しみだ」

「そうだ、天使さまっ。あのドレス着てみてはいかがでしょう」

「ドレスってミソラさんからもらったやつ？」

「そうですっ」

　期待に胸を膨らませて、こちらをキラッキラした瞳で見つめてくるミナが……ま、眩まぶしい。

「え、えっと……ここでは、その……」

　人目もある。何より、生まれてこの方、女性物の服など身に着けたことがない。これは俺の男としての尊厳に関わってくる問題だ。

　だがミナの……純じゅん真しん無む垢くな小学生女児が向ける眼差しを無視するというのもなかなか難儀なもので、抵抗できない。

「わ、わかったよ、ミナ」

「やったぁ！」

　観念した俺はすぐに『空踊る円ロ舞ン曲ド』に装備を着替え、ミナにササッとお披露目してみせる。

「天使さまが女神さまになった、です……」

　ミナはトロンッとした表情で讃たたえてくる。

「ぐっ……あの、そろそろ脱いでいいかな」

　この装備は間違いなく、俺がもっている中で最高級の装備だと思う。

　特に魔法防御のステータスが異常だ。

　だが、しかし。恥ずかしい。

「何を言ってるのですか！　天使さまっ」

　スカートの裾が短いわけでもなく、肩口や胸元が大胆に開いてるわけでもない。露出度の高い装備とはまったく以もって言えない。

　だが、しかし。ジョージのお店のガラスに反射し、ふりふりのドレスを着た自分が目に入ってしまったのだ。その姿はまさにロリータ。

「もう脱ぐね……」

「天使さまっ!?」

　ミナが俺の手を摑つかもうとしたので、ついビクッとしてしまい──

　バックステップをしようとしたら、ソレは起きた。

　ふわっとふわふわわ～。

　突然、身体が宙に浮き、そのまま街灯に頭をぶつけてしまう。

「うわっ」

「えっ天使さまが飛んだ？」

　そして、ゆっくりと地上へと、本当にゆっくりと地上へと降りてくる。

「な、なんだこれ」

　これも『空踊る輪ロ舞ン曲ド』の効果？

　急いで各項目をチェックすれば【特殊効果：装備者にかかる重力が６分の１になる】といった一文に目を通して納得する。そういえばあったな、それらしい説明が。

　試しに普通に歩いてみるが、やはりふわっふわっと10～40センチほど浮いては、ゆっくりと着地するを繰り返す。

「すごい……」

　これを着ながらそのまま大空へと思いっきりジャンプしてみたい衝動に駆られる。

「天使さま、それって……」

「うん、このドレスの効果みたい」

「ふわああ……」

　少しだけこの新感覚が楽しくなってしまった俺は、感動するミナの横で軽く足を踏み込んでは１メートルぐらい浮いてみる。そのまま、くるくるーっと身をよじらせて回転。

　フィギュアスケートでやるような、トリプルアクセルをふわっと、ゆっくりと決めてみせる。

　スカートの裾がふぁーっと盛り上がって、少し恥ずかしい。

「あわわわぁ……とても、とっても綺麗でっす！」

　ミナの感動と感想を一身に受け、俺は静かに石畳へと着地。

　そういえば、ミナはドレスとかどうするのだろうか？

「ミナってドレスみたいな装備とか持ってるの？」

「いえ？　持ってませんよ？」

「じゃあ、そのままの姿で舞踏会に行くの？」

「はい。わたしは天使さまのお付きの神官さんですのでっ」

　あ、やっぱりそういう設定なんだ。でもなんだかなぁ……モヤモヤする気持ちでミナを上から下まで見てみる。

　白と青、黄色を基調とした神官法衣は、金髪少女の奥ゆかしさを醸し出し、確かに似合っていた。まだ未成熟な見た目とは裏腹に、凜りんとした佇たたずまいが様さまになっている。

　だが、しかし。この愛くるしい素材ミナを活かさないわけにはいかない。

　白く透き通った肌の色。金髪碧へき眼がん。あどけない表情。

　俺だけがドレスを着て舞踏会に行く辱めを受けるなんて言語道断だ。決して、決して、ミナの可愛らしいドレス姿を見たいなどという、不ふ埒らちな思いがあるから言っているのではない。決して。

「ミナもドレスを着て舞踏会に参加しよっか」

　にんまり。

「えっ」

「だって、俺だけじゃ寂しいかな」

　必殺、上目づかいだ。

「えっえっ。わたしなんかが、天使さまと並んでドレスでおめかしだなんて……」

　途端に顔を真っ赤に染めて、あわあわしだすミナ。

「いいじゃないか。一緒に着ようよ」

「天使さまが、言うのでしたら……わたしも、ドレスが欲しいです！」

　もじもじと恥じらうミナはやっぱり可愛かった。

「あっ……でもお金が……」

「大丈夫だって。ミナへの借りが８万エソもあるし！　そこから出すっていうのはどうかな？」

「はいっ」

　そう元気良く返事してくれるミナに、俺は内心でホッと一息つく。これで、どうにか借金返済の目途が少しは立ったようだ。

　そうと決まればミナのドレスを見繕う準備で楽しみが膨らんでいく。どこで買おうかとか、どういったデザインにしようか、などなど。

　そういった事に夢中になっていた俺たちは完全に油断し切っていたようだ。

「いい事聞いたな～」

　背後から突然、ねばっこい感じの声音が響いたのだ。慌てて振り向けば、年若い少年が意地悪気な笑みで以て俺たちをねめつけるように眺めていた。その嫌な雰囲気に自分たちがやらかした事に気付く。

「そんなにお金もってるなら、少しぐらい恵んでくれよ」

「なぁ、別にいいだろ？」

　15歳未満に見える、少年傭兵プレイヤーたちが７人。俺たちを取り囲むようにして声をかけてきた。

　周囲に神兵デウスは見つからず、相手が同じ15歳未満となればミナが攻撃される危険性もある。俺が不穏な言動を放つ傭兵プレイヤーたちを睨にらんでみるも、彼らは余裕そうにうすら笑いを浮かべるばかり。

　嘲りを含む彼らの表情に、俺は今更だけど警戒度を一気に引き上げる。

　これが晃夜の言っていた戦乱の世の兆し……というのものだろうか。

　どうやらこの初期街は物騒になりつつあるようだ。
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「おい、ミナヅキ！　昨日ぶりだな？」

「お前がそんなに金を貯め込んでいたなんてなぁ？」

「なんかすごい子と一緒にいるね」

　そう言って天使さまやわたしに近付いてきたのは……先日まで同じ傭ク兵ラ団ン『一いっ匹ぴき狼おおかみ』で活動していたカイト君、ビャクヤ君、ヒロシ君たちの……７人でした。

「なぁ俺たちさ、お前のレベル上げとかに付き合ってやった時あったよな？」

「モンスターと戦うのが苦手です、とか言ってた役立たずのミナヅキをさ、一緒にフィールドに連れていってあげたよね」

　嫌な空気に身体が強張り、こちらを脅すような彼らの態度に作り笑いを浮かべます。隣へ目を向ければ、天使さまは困惑しながらわたしとカイト君たちを交互に見ています。

　どうか、どうか、このまま何事もなくやり過ごせますように、そう願いながら必死で笑みを保ちます。

「それで今、お前は金エソをたくさん持ってるんだろ？」

「俺たちもやっぱ【妖精の舞踏会】に行く時、馬車欲しいんだ」

「みんなに自慢したいじゃん？」

「でもあれの値段が高いんだよなぁ。団長たちも買うって言うから俺らも欲しくてさー」

「だから金、集めてんだ。んで、恩人である俺らがお前に言うわけ」

「何回か俺らにキルされてさ、俺らに５０００エソぐらい恵んでくれないか？」

「たくさんキルドロップすれば５０００エソぐらい届くだろ？」

「もしくは高値で売れる装備とか、素材やアイテムでもいいぜ」

　あぁ、この怖い感じは小学生の時に似ています。加か藤とうくんたちがわたしの文房具を隠し、あの頃のわたしは嫌なのに怖くて何も言えず……ただただ縮こまっているばかり。

「ミナ……？　この人たちはミナの友達なのか……？」

　天使さまにご迷惑をかけないうちに、わたしは大人しくこの人たちについていく事に決めます。

　せめて今、わたしにできるのはこれぐらいしかないのです。

「あの、こちらの天使さまは関係ありませんので、どうかわたしだけを連れていって、その……キルしてください」

「は？　まぁお前が金を持ってるならそれでいいけど？」

　カイト君は不機嫌そうに、わたしの腕を強引に摑みます。

　あの頃、いつも傍そばにいて助けてくれた訊太郎くんはここにいません。なら、今はわたしが、こうして天使さまに迷惑がかからないように耐えるしかないのです。

　そう思おうとしても、怖いものは怖くて……でもそれを天使さまに気付かれないように、歩き出します。天使さまが遠のく姿を見てはなりません。目を合わせず、何事もないかのように振る舞うのです。

　たとえ、天使さまと離れれば離れるほど、心に巣くう恐怖は大きくなっていこうとも、巻き込んではダメです。だから、だから、どうかこのまま────

「なにそれ。ダサいよ、お前ら」

　そんなわたしの虚偽に溢あふれた強がりの願いを簡単に砕いたのは、凜と響く銀ぎん鈴れいの美しい声。いつかの訊太郎くんが私を庇かばってくれた時のように────

　天使さまは雄々しく、それはそれは神々しくもカイト君たちへ制止をかけました。

　そしてカイト君の腕を摑み、ねじり上げるようにして私を解放してくれます。

「ミナの顔を見てわからないのか？　嫌がってるじゃん」

　天使さまは強気な笑みでわたしを抱き寄せ、カイト君たちを睨みます。

「ちょうど良かった。小銭稼ぎにお前らでもキルしておくか」

　まるで今から断罪の刑を執行する、本物の天使さまみたいに言い放ったのです。
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　うーん。正直に言えば、この人数差はまずい。

　相手は子供傭兵プレイヤーといえど７人で、こちらの戦力はたった二人だ。

　だけど俺を庇って自分を犠牲にしようとしたミナを……ミナの悲しみに耐える顔に、見て見ぬフリをしてしまったら、男としてダメだろう。だから俺は、少年たち相手に精一杯のブラフを張ってみる。

「ちょうど良かった。小銭稼ぎにお前らでもキルしておくか」

　不遜にもそう言った俺に対し、少年たちは一瞬だけ呆あっ気けに取られていた。しかし自分たちがケンカを売られたと知るや、その表情は険しいものへと変貌した。

「なにこいつ」

「顔はすげえ良いのに、頭は悪いのか？」

「めんどいから、ミナと一緒にキルでいいでしょ」

　俺が自信たっぷりな様子を見せつければこちらの手の内を警戒する、といった思考はないか。人数による戦力差が顕けん著ちょに出てしまう、開幕ぶっぱの猛攻という選択を取らせない狙いは失敗。でも、そこは問題ない。

　こちらに戦闘の意思があると思わせるのが、このブラフの肝なのだ。

「ミナ、俺にしっかりと摑まっていて」

　こっそりとミナに耳打ちをする。

「群がるしか能のない子供たちめ！　こっちから行くぞ！」

　そうして攻撃の警鐘を俺が鳴らせば、あちらは揃そろいも揃って身構えた。続けて俺は、適当に魔法を使うフリをして叫ぶ。

「ファイアーストーム！」

　同時にミナを抱き上げる。彼女は綿のように軽く、柔らかかった。『空踊る円ロ舞ン曲ド』の恩恵が、彼女にかかる重力も６分の１へと減少させたのだ。それを確認できればあとは地面を全力で蹴り、宙へと舞うだけだ。

「な、なんだ!?」

「攻撃魔法がこないぞ!?」

「宙を浮いてる!?」

　後方へと大きく飛ひ翔しょうし、俺は建物の窓枠に足をかけて再度の上昇を図る。

「なにあの魔法！」

「おいおい、あいつら！　もしかして！」

「逃げるつもりじゃ!?」

　そう、俺は最初から逃げる気満々だったのだ。

　ふわりと上昇した俺は────俺たちは、夜の街を飛び駆ける。

「逃がすな！　弓と魔法が撃てる奴は、撃ちまくれ！」

　しかし、そう簡単には逃がしてくれないようで、遠距離攻撃がいくつも飛んでくる。

「くっ」

　この『空踊る円ロ舞ン曲ド』の宙を浮く効果は決して素早いものではない。飛翔直後はスピードが若干のっているものの、後半はかなり緩い動きとなってしまう。この状況下で、長距離を浮かび上がるのは危険極まりない。なので、短い間隔で移動を繰り返す他ないのだ。空中浮遊の強みを活かし、早めに建物の陰や屋上などに駆け上がりたいのは山々だけれど……敵もなかなか、思い通りにはさせてくれない。

「おい、なんだあれ？」

「少女が夜空を浮いてる？」

「なんかあの子、狙われてないか？」

　夜の街で派手にドンパチやらかすものだから、関係ない傭兵プレイヤーの目にも付き始めているようだ。なるべく大おお事ごとにしたくない俺としては、あまり喜ばしい事態ではない。

「あ、あれは！　可か憐れんなる我が花ひめではないか！」

　どこかで聞いた覚えのある声が叫び、とっさにそちらへと目を向ければ、その声主と目が合った。

「我が愛しの友よ！　この眠らずの魔導師グレンが、貴女の窮地をお救いします！」

　なんとその人物は晃夜や夕輝と敵対する傭ク兵ラ団ンの団長、つい最近おれとＰｖＰで争ったグレンくん本人だった。

　というか、友達になった覚えはないのだけれど……昨日の敵は今日の友、拳を交えて通じた相手は真のマブダチとか言っちゃうタイプなのか？

　なんというか……変な人？

　そういえば晃夜やゆらちーもグレン君はちょっと変わってるから、いちいち相手にしない方がいいって言ってたな。そんな思考を巡らしているうちに事態は勝手に進展しているようで、なぜかグレン君は俺に味方するとの宣誓を声高に行い、少年傭兵プレイヤーたちの前に立ちふさがっていた。

「なんだあいつ」

「キモいし放っておこうぜ！　それよりミナヅキたちを狙え！」

　もちろんグレン君から15歳未満の傭兵プレイヤーである少年たちを攻撃することはできない。なので俺としても、彼は一体何をしたいのかよくわからなかった。

「ふははははッ！　幼い美少女たちしか攻撃できんとはッッ！　醜い、醜いなぁ……見るのだ諸君！　この者たちの醜さを！　これが弱き者の成れの果て、みなこの醜悪なる少年たちを笑ってやろうじゃないか！」

　しかしグレン君は周囲の傭兵プレイヤーたちに大演説をかまし始め、その持ち前の面倒な性格が功を奏した。少年たちは侮辱とも言えるその発言にすっかり赤面し、頭にキたようで、何人かの少年たちがグレン君に仕掛け始めたのだ。その分こちらへの攻撃が手薄になったのは言うまでもない。

「若い！　若いなぁ！　簡単にこちらの口車に乗せられてくるとはッ！　若くて愚かッ！　その代償はこの眠らずの魔導師グレッ！　ぐはッ！　口上ぐらいっ、かっこつけさせッまッ待てぶふぉあッ!?」

　グレン君の犠牲によって生まれた隙を突き、俺は『狙い撃ち花火（小）』をアイテムストレージから取り出す。空中をぽわーんっと移動しつつ、トゥインクルバトンの先端を少年たちの方向になんとか定める。

『ぱぁーん！』

　爆音があたりにこだまする。

　俺の手から放たれた光が闇を切り裂くようにして、緑と赤の花火を咲き誇らせた。街灯はあれど、暗い影に包まれた街並みが一瞬にして煌きらめきを宿す。

「綺麗……」

　色鮮やかに飛び跳ねる火花を見つめるミナが、そう小さく呟つぶやいた。

「うん、綺麗だ」

　煌めきの中、大慌ての少年たちが右往左往するのが見えて俺は思わずクスリと笑ってしまった。ミナも数瞬後にはその光景が目に入ったのか、ほんのりと笑みを浮かべる。

「てめえら！　逃がすか！」

　しかし、あわてふためく中にも精強な少年はいたようで、しつこく弓矢を射かけてきた。

　あともう少しで背の高い建物の屋根に届くというところで邪魔をしないでほしい。

「『陽の元よ、わたしを照らして』」

　俺の思いを代弁するかのように、ミナが反撃と言わんばかりに詠唱を始めた。それに合わせ、俺はとっさに足場を調整して次の着地ポイントを狙って飛び上がる、

「『小フさァきイ灯ア』！」

　ミナの小さな掌から溢れんばかりの炎が燃え盛り、地上へと落ちていく。それはまるで小さな火の滝が流れていくようで、下にいた少年たち数人がその奔流に吞のまれ、さらなる混乱を巻き起こす。

「このまま逃げちゃうから」

「はいっ」

　俺はミナを一生懸命に抱えたまま、夜の街を浮かぶ。

　飛翔なんて優雅なものじゃない。ミナが放った魔法の反動で吹き飛び、視界はグルグルと、街の景色もグルグルと、とても不格好なものになってしまった。

　でも、それでも楽しい。

　いくつかの建物を飛び越え、身体の回転も収まる頃になれば、俺たちはゆっくりと空中ランデブーを堪能した。

「フフッ」

　逃げ切れた、そう安あん堵どすれば緊張の糸が切れて自然と笑みがこぼれてしまう。

　それはミナも同じだったようで、楽しそうに微笑んでいた。

「あいつらの顔、見た？」

「見ましたっ」

　大騒ぎで慌てる少年たちの顔を思い出しては、ひとしきり俺たちはクスクスと笑い合った。まるで秘密のいたずらを共有するかのように。

　きっとこの景色は当分、忘れることはないだろう。

　天高くにはまん丸の月が浮かび、星々が煌めきを落とす。そして眼下には夜の街並みと街灯の光が輝き、それはまるで地上の夜空みたいに俺たちを淡く照らす。

「ミソラの森で……初めて会った夜も、こうして一緒に逃げてくれましたね」

　ぼんやりと熱を帯びた顔でミナがそんな事を言うものだから、俺はちょっとだけ緊張してしまう。なにせ今は彼女を抱きかかえているわけで、息が吹きかかるぐらい顔と顔の距離が近いのだ。

「……天使さまは優しいです」

　唐突にミナがそんな風にして俺を褒めだす。俺は照れくささを覚えながらも彼女の方へと目を向ければ、予想に反してミナの表情は暗いものだった。

「どうしてわたしのような子に優しくしてくれるのですか？」

　何かを堪える様子に、俺は正直に答えるべきなのか迷った。どことなく腐れ縁のももこを彷ほう彿ふつさせるから……と、安直に伝えてはいけない気がしたのだ。

　ミナと出会って俺は何をしたかったのか。

　それはきっと、一緒になってこの世界をめいっぱい楽しむ事だと思う。

「ミナと一緒に笑っていたいから、かな」

　素直な気持ちを口から吐き出す。

「それは……とっても嬉しいです。でも、わたしはダメな子なのです」

　俺とは視線を合わせぬまま、遠くを見つめるようにしてミナは言う。

「また、逃げてしまいました……」

　逃げた、とそう語るミナの発言に、やっぱり軽口を叩ける空気ではないと確信する。

　ミナが何を抱え、何を思い悩んでそんな事を言ったのか、俺にはわからない。でも、きっと、逃げたっていい時はあるはずだ……。

「逃げたっていいと思うよ」

　それは、ミナに言うというより自分に言い聞かせるように。

　ウン告コく白はくのショックから逃げるようにして、このゲームにのめりこんだ。そして予想外にもここで出会った人々とのやり取りは、俺にとっては大事に思えるものだったから。

「逃げた先にだって綺麗な、大切なモノだって見つかるかもしれないよ。ほら、さっきも逃げたけど花火とか、綺麗だったでしょ？」

「でも、逃げていたら摑めないものもありますよね」

　それは……。

　ミナが具体的に何の話をしているかは見当もつかない。けれど、少なくとも俺は今……少女化したこの身体を、大切な家族や親友たちに伝えることから、逃げている。

　だから、ミナの言葉が胸に深く突き刺さる。

「今回も天使さまは逃げるっていう戦い方を教えてくれました。天使さまがいなかったから、きっと怖くて、あの子たちの言いなりになって、何回もキルされていたと思います」

　語る内容の悲惨さとは正反対に、晴れやかに笑うミナ。

「励ましてくれて、庇ってくれて、一緒に遊んでくれてありがとうございます」

　俺の腕の中で、彼女は器用にも頭だけをペコリと下げる。

「本当は毎日が怖くて、不安で、でも嫌な事からは逃げ続けていたくて……大好きな人にも会えない、わたしは臆病な人間なのです」

　大事な人に会えない臆病さか……それは俺も同じだ。

　この姿になってから、晃夜や夕輝、姉あねに真実を言えてない。このままでは何も解決しないし、事態も好転しないはず。わかってはいるけれど、果たしてこんな姿となった俺を、晃夜や夕輝は受け入れてくれるのか？　そんな不安が消えない。

「天使さまにはお話しします。実はわたし、どうしても会いたい人がいるのです」

「そう、なんだ……」

「はい。その男の子は、昔からわたしのことを助けてくれて、守ってくれて」

　まるで今の天使さまみたい。そうはにかむミナに、俺はそんな強い存在じゃないと胸中でぼやく。

　ただ、勝手に古こ都と塚づかももこの姿とミナを重ね、なんとなく一緒に遊んでいただけなのだ。

「わたしはその男の子に相談したいって気持ちと、また頼っちゃうって罪悪感と……今のわたしを受け入れてくれるのかって不安があって、なかなか会いにいけなくて、ですね……」

　言いい淀よどんではいるけれど、ミナの表情はとても穏やかなものへと変わっている。そんなミナの様子に、その男子をすごく信頼しているのが伝わってくる。

「でも、会いに行こうと思います」

　まるで憑つき物ものが取れたみたいに、はっきりと言い切るミナ。

「不思議なお話ですが……こうして天使さまと遊んでいて、その男の子に会いたい気持ちが強くなってしまったのです」

　きっとミナは、その男子が好きなのだろうな。

　まるで仲良しの同級生が先に卒業してしまうような、そんなちょっとした寂しさを感じながら、俺はミナの一歩を祝福しようと明るい言葉を贈る。

「ミナみたいな子に好かれる男子は幸せ者だね」

「そんなっ、好きって、で、でもッッ！　訊太郎くんのことはっ、幼おさな馴な染じみで……」

　……ん!?

　今なんて？

「でも、うん…天使さまの言う通り、わたしは彼に恋してますね……」

「じん、たろう……？」

「はい。わたしは仏訊太郎くんという男の子に、きっと恋をしているのかもです」

　はい!?

　まさか、まさか……そんな事はありえない。

「天使さまには特別に教えてしまいます。秘密ですよ？」

　ミナが訊太郎を、つまり俺を好きなんて……ありえない。そもそも俺はこんな金髪幼女と現実で接点なんて一切ないはず。そうだ、ミナの言う訊太郎という名の男子は、俺と同姓同名なのだろう。そう納得しようとしても、ミナと一緒にいる時にどこかで古都塚ももこを彷彿とさせる点が、俺の後ろ髪を引っ張る。

　しかし、ミナはどう見ても10歳そこらの金髪少女で、ももこは俺と同い年の高校１年。

　だから目の前のミナが『腐れ縁のももこ』であるはずがない。

　そしてゲーム内で偶然にも俺たちが出会うなんて、そんな奇跡はありえるのか？

　すっかり思考の迷宮へと陥ってしまった俺は、混乱するあまり、つい脳内での自問自答が口から洩もれてしまう。

「仏、訊太郎って……ミナは、ももこ……？　いや、そんなはずは……」

「えっ」

「えっ!?」

「どうして天使さまが、わたしの本名を知っているのですか!?」

　ミナの告白によって、俺の心には乱世が到来した。
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　ミナが古都塚ももこ。

　そうだと肯定するような態度を取ったミナに、俺は激しく動揺した。そして彼女から逃げるようにしてゲームからログアウトしてしまった。

「ミナが本当に……あの、ももこ……？」

　まとまらない思考で懸命に考える。

　確かに夕輝からももこがクラン・クランをやっていると聞きはした。初めてミナが落ち込んでいる姿を目にした時、どこかももこと被る節を感じたのも事実。だけど俺の記憶にある15歳のももことの姿とはかけ離れた、あのキャラの外見……キャラクリでいじれるといっても、骨格は誤差５センチ以内と決まっている。だから、あの未成熟な体たい軀くのキャラでゲームをプレイするのは、ももこには無理だ。あの小ささが何よりも、現実のミナが10歳前後の少女だと証明しているのだ。

　だからありえないはず。いや、でも……俺はありえない現象を、身を以て体感している最中なのだ。自分の身体が銀髪の美少女となる奇病に冒されているのだから……もしかしてももこも何らかの奇病を患って、ミナのような姿に？

　そんな馬鹿げた仮説が合っていたとして……。

　もし、本当にミナがももこだったとしたら──

「今の俺は何を……している？」

　冷静に考えるとかなり心ない仕打ちをしているのでは？

　きっとタロが俺、訊太郎である事にミナも気付いたはず。俺に対する彼女の想いを、不意打ちみたいに聞いてしまい、そして逃げた。

「ももこが、俺を好き？」

　小学生の頃からももこの事は可愛いと思ってはいたけど、好きとか、そういう目で見たことは一度もなかった。それに、盛大にウン告コく白はくでフラれてしまったとはいえ、俺はまだ茜あかねちゃんの事が好きだ。

　ふとスマホが『ポンポロパンポン♪』と震えたのを感じ、手に取ってみればももこからの着信だった。

　俺はそれには出ずに頭を抱えてしまう。

　彼女の気持ちにどう応えていいのかわからない。

「そもそも、今の俺じゃ……」

　性転化してしまった、俺の身体ではももこの想いに応える云々以前の話だろうに。

　いっその事、さっきまでのやり取りをなかった事にできたらどんなに楽か。また逃げ出したい衝動に駆られそうになるけど……ももこの気持ちを考えると、それはできなかった。

　それからテレビをつけてそわそわしたり、意味も無くうろちょろと歩きまわってみたり。悩みに悩み、気付けばどれぐらいの時間が過ぎたのだろうか。

　それから呆ほう然ぜん自じ失しつになった俺だが、不意に来客を告げるチャイムが室内に鳴り響いた事でハッとする。まさかと思い、急いでインターフォン越しのモニターを覗のぞけば──。

　そこには、ゲーム内の姿そのままのミナがいた。

　そんなのはやっぱり非現実的で……それでも黒服の成人男性２名が付き添っているのが見えれば、それが以前にも俺の家にももこが来た時と同じ顔ぶれだとわかってしまった。

「未だに信じられないけれど……ミナはももこだったのか」

　驚きょう愕がくの思いでそっと、インターフォンの受話器を握る。

　そして、鉛を吐き出すようにして声をかける。

『はい、どちらさまですか』

『その声はっ……あ、あの、古都塚ももこと申します。訊太郎くんはいますでしょうか？』

　その問いに、俺はしばらくの沈黙で返す。

　きっとももこは不安をいっぱいにして俺の家まで来てくれた。女の子にここまでさせて、ただ逃げ続けるだけでは男の沽こ券けんに関わる。

　きっと逃げるだけじゃダメな時もある。向き合うしかないと決心した俺は、臆病風に揺れる心を奮い立たせ、玄関口へと向かう。

　そして、そっとドアを押し開ける。

「久しぶり、ももこ……って、久しぶりっていうのもなんか変か……」

　さっきまでゲーム内で会っていたのだから。って、なんだよその挨拶は。微妙な空気に加え、何とも言えない挨拶を吐いた自分にげんなりしそうになる。

「お、俺が……仏、訊太郎だよ」

　このまま突っ立っているわけにもいかないので、とりあえず自分の無様な姿を見せつけるようにして両手を広げる。

　するとミナは一瞬だけ驚き、その頰に朱がさした。

「訊太郎くんも、変わっちゃったんですね」

　ミナは……ももこは吞のん気きにも可愛らしい微笑みで以て、幼女になった俺を受け入れてくれた。

「えへへ、おそろいです」
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　ミナを家にあげ、お互いの変わり果てた姿について説明をした後、

「……」

「…………」

　告白の件もあってなのか妙な緊張感が俺たちを包み、場は沈黙と化した。室内に響くのは、つけっぱなしのテレビによるニュースキャスターのお姉さんの声だけ。何も音がないよりは気まずくないけれど、ニュースがＢＧＭって……しかし今更チャンネルを替えるために動くというのも憚はばかられる雰囲気だ……。

「あ、あの、訊太郎くんの病気の事は……その、家族には？」

　そんな硬い空気を壊そうとももこがおずおずと話しかけてくれる。だが、その質問の内容は今の俺にとって一番耳が痛い話題だった。

「いや……まだ、伝えてないんだ」

「晃夜くんや夕輝くんにもですか……？」

「あぁ……あの二人にも、まだなんだ……」

　俺の臆病さを軽蔑されただろうか、そう不安に思って恐る恐るももこの顔に目を向ければ……なんだかとても嬉しそうにニヤついていた。

「そっかぁ。わたしが一番かぁ……ふふふっ」

「一番って、おまえなぁ」

　俺の予想とはズレた感想に、思わずクスリと笑ってしまう。そういえば、うん、昔からももこはこんな奴だったと気付く。姿形がちょっとばかし小さくなって、なぜか金髪で、お人形さんみたいになったけれど、ももこはももこのままなんだ。そう思うとさっきよりも肩の荷が下りたような気がして、素直な言葉を口から出す事ができた。

「さっきの話……あんな形で聞いちゃって、ごめんな」

「うーうん……」

　ももこはうつむいて、頰を真っ赤に染め上げる。

　膝元に置かれた両手はギュッと握られていて、俺がどう答えるのか不安がっているのが丸わかりだ。

　それでも俺は正直に言わなくちゃいけない。

「お、俺は……こんな姿で、今は、身体が……」

　だから、ももこの気持ちには応えられない。

　そう言おうと口を開きかける俺に、ももこは言葉を被せてくる。

「それを言ったらわたしだって、こんな子供になっちゃってます」

　ちょっと残念そうな笑みを浮かべるももこ。

　その憂いの混じった顔をどうにかしたくて、俺はとっさに本音を口に出す。

「それでもやっぱり、ももこはももこだぞ。さっきだって、何が『わたしが一番かぁ』だよ。普通は『まだ家族や親友にも言ってないの!?』って呆あきれるところだぞ」

「それを言ったら……訊太郎くんも、姿が変わっても訊太郎くんです。あの頃みたいに、わたしをゲームでも助けてくれたもん」

　その言葉は、女体化してしまった俺が何よりも言われたいものだった。

「だから、好きです」

　唐突に呟くももこに俺はたじろぐ。

　昔から引っ込み思案で、臆病で、ちょっとぽやっとしてる事の多いももこが、今は俺を潤うるんだ瞳で見つめ、一生懸命に気持ちを振りしぼろうとしている。

　幼くなってしまった細い身体を縮こまらせ、強く摑めば折れてしまいそうな小さな掌を震わせながら。

「ずっと、前から好きでした」

　人生初の、女子からの告白は……やっぱり衝撃的で……。

　というか色々と複雑過ぎる。

　まさか身体が女体化してからそんなイベントが来ようとは夢にも思わなかったわけで、しかも相手が女児化している。いや、俺も今は幼女なのだけど。

　って、こんな事に思考を巡らしている場合じゃない。

　早く返事をしないと。

「俺は────」

　ももこの事を友達と思っている。好きな人もいるから、ごめん。そう返事をしようと思えば────

『ポンポロパンポン♪』

　スマホの着信音とバイブレーションによって、俺の一世一代の断り文句が遮さえぎられてしまう。

　どうして、こう間が悪いのか。

　いや、こんな着信音は気にせずに自分の気持ちを伝えるべきだ。

「俺はももこの事を──」『ブゥーンブゥーン』『ピコピコッ』『ピコンッ』『ピピピコピコンッ』『ピコンピコンッ』『ピュッコンコン』

　だぁああああらっしゃい！

　どんだけ着信とチャットを連投してんだ!?

「あの、訊太郎くん……その、スマホに出ても、大丈夫ですよ？」

　くぅぅぅ。

　ももこの優しさに感謝しつつ、冷静になってふりかえればピコンピコンの嵐の中で、告白を断られるというシチュエーションは女子的にもＮＧだろう。ならここは一旦スマホをマナーモードにしてから、落ち着いて返事をするべきなのだ。

　そう思ってスマホを手に取ってみれば、着信の相手は夕輝と晃夜だった。やけにチャットを連投してくるのが気になったので、サラッと内容を確認してみる。

『おい訊太郎！　ニュース、ニュース見ろ！』

『一体、どうなってるんだろうね？』

『こんなのは信じられない、が……』

『訊太郎、大丈夫？　通話に出てくれないかな』

　万が一、緊急の用事とかだったら────あ？

『早い話、現実リアルがゲームに侵食されてるぞ！』

『しかも他の人たちは、妖精は昔からいたって……認識らしいんだ。元からいた存在だって』

　現実がゲームに？　え、なに、妖精？

　二人が何を言っているのかよくわからなかった。

　だから俺は晃夜に言われた通り、部屋で垂れ流しになっているテレビのニュースに目を向けてみる。

『緊急速報です！　今年の夏祭りはッッ！　伝統深き【妖精郷フェアリム】の妖精たちから参加表明の一報をいただきました！』

　大興奮のリポーターがまくしたてる言葉に脳の処理が追いついてこない。

　この人は何を言っている？

『その昔、我々が彼ら妖精に犯してしまった罪を日本人は決して忘れません──戦後、姿を隠してしまった妖精。この数十年の間、私達が願った事はただ一つ。彼らに戻ってきてほしいと。私達、日本人には融和と贖しょく罪ざいの意思があると、その思いを込めて夏になれば夜空に花火を打ち上げ続けてきました』

　感極まってしまったのか、そのリポーターは途中で泣き始めた。

『そして、ついに！　今年！　【妖精郷フェアリム】の守護者にして空の統括者、美空ミソラ総統閣下より、一報が入ったのです』

　ミソラ総統閣下って……。

『【妖精郷フェアリム】の親善大使を日本人から一名、指名すると。その者に妖精を一時的に預け、今の日本と人類の在り方を妖精たちの目で実際に見てもらい、その結果次第では今後の国交を考慮する、とそのようなお言葉を賜りました！』

　隣にいたミナもこの事態に気付き、俺と一緒になって喰くい入いるようにしてテレビ画面を凝視する。

『その者の名は、仏訊太郎との事です。容姿は……銀髪、碧眼の少女……？だそうです。と、とにかく、後日、政府は妖精来訪を確認次第、ただちに仏訊太郎様に【妖精郷フェアリムの親善大使】として上級国民の称号を授与したいとのことです』

　おいおいおいおい……なんなのコレ。

　ゲーム内の妖精の舞踏会が……本当に起こり始めた？

　こんな形で現実に具現化するとか……ありえなくないか？　しかも俺が、【妖精郷フェアリム】の親善大使って……。

　俺はすぐにスマホで妖精、日本、と検索をかけると無数に妖精たちについての記述が散見された。

「ミナ、こんなの知ってた？」

「いいえ……知りません」

　あたかも昔から妖精は地球に存在するのが当たり前、といった風情で様々なメディアやニュース記事など、歴史的に記録されていた。

　特に目を引いたのは、妖精が残した言葉を記録した『わたちたちがいなくなる理由』という著書の抜粋文を掲載したサイトだった。

『ニポンだけじゃない、にんげん、ぜーんぶこわいっ！』

　と妖精さんは仰っていたようで、その後には著名な妖精学者？の解説が記されている。

　世界に点在していた妖精は人間に恐れを抱き、【妖精郷フェアリム】へと隠れたようだ。

『いちばん、こわいの、えいごのにんげんっ！』

　人類から妖精たちが姿を隠すようになったのはおよそ１４００年ほど前かららしい。森の守護者であったエルフと、結界魔法を駆使して自分たちだけの郷、『妖精の楽園フェアリー・サークル』を築いたそうだ。しかし、それでも普通に森の中で、人族と共生する集合体もしばしばいたようだ。

　普通にエルフとか出ちゃってるけど、これってゲームの設定とかじゃないよね？　と胸中で呟つぶやきながらも、どんどんサイトに目を通していく。

　日本でもごくわずかに人知れず生息していたのだが、１９００年代前半にはみな『妖精の楽園フェアリー・サークル』に移り住んだらしい。

　どうして妖精たちが人族を恐れるのかといえば、やはりソレは妖精が生み出す宝石が原因だった。

　ゲームでは特別な結晶だったけど、現実こっちでは宝石なのか。

　その、妖精が生み出す富を巡って争いが絶えなかったようだ。

『えいごのとこ、いーっぱい木を切った。いろんなものつくってた。だから、えいごのとこの森の妖精たちは住むとこ、なくなったのん』

　どうやらイギリスの事らしい。しかも産業革命期の話らしかった。

　わずかに残っていた英国の妖精たちもここで姿を消したそうだ。

『イギリンはまだいい。でも他のえいごのとこ、もっとこわい。アメリンはおふねで来たとおもったら、さいしょから住んでた妖精どんどん殺していったの』

　これも細かいところまで調べると、アメリカの話だった。

　先住民である妖精たちの宝石を奪い尽くし、出さぬならもっと出せと殺し尽くしたそうだ。先住民迫害と言えば、ネイティブ・アメリカンはどこにいったとツッコミたくなった。

　なんてこった……人類の歴史が、妖精って要素が加わっただけで、だいぶ変わってしまったように思える。大筋は変わってないけど、なんというか、こうもファンタジーな解釈で世界に妖精が定着しているとか、ヤバいと思った。

『どこもかしこも、宝石よこせ、せんそーてつだえ、ばっかり！　だから、妖精はかくれたのん』

　そこは日本も例に漏れず、エルフの武志タケシを模倣して武ぶ士しと名乗る連中が群雄割拠し、熾し烈れつな勢力闘争を繰り広げ続けた、と注釈が……って、武士ってエルフが源流だったの!?

『にんげんの中でもオダっちはいいにんげん！』

　どうやら妖精たちは織お田だ信のぶ長なが推おしだったようだ。

　というより織田信長はニポンで数十匹しか残っていない妖精と親しい仲であったらしい。妖精に知識を授かり、その知恵で世界は広いという事実を知り、妖精の宝石で富を蓄え、鉄砲を買かい漁あさり武力を整えた。そして、誰でも自由に商売が行えるという『楽市楽座』など、商業の特権を持っていた当時の豪商たちを納得させる際にも、妖精たちの宝石は役に立ったようだ。

　妖精と仲良く戯たわむれる織田信長さんとか、シュール過ぎるぞ……ホトトギスの例え詩があるように『鳴かぬなら、殺してしまえ妖精さん』とか言い出しかねなそうなのに、妖精とは仲睦まじかったのか。

『でも、ニポンもアメリンとせんそー？　森もたぁーくさん切っちゃうし、妖精の力を借りようとしたから、こわい！』

　太平洋戦争の事ですかね。

　そのへんで日本を完全に見限った妖精は、一匹残らず姿を隠したようだ。

「これは何かの夢か……？　驚きの連続で頭がパンクしそうだ……」

「わたしもです、訊太郎くん……」

　そもそも、この現象に他の人間は違和感を覚えないのだろうか。世間はなぜ、世界が突然おかしくなっているというのに不思議に思わないのだろうか。そこで俺は先ほど、夕輝からの『他の人たちは、妖精が昔から存在しているとの認識』という連絡内容を思い出す。

　ミナや俺、晃夜や夕輝がこのおかしな現象に驚いていて、世間の人たちはまったくの自然体。これらが導き出す結論は……クラン・クランをプレイしてない人間は、この現実改変に気付いていない……？　いや、もっと何か別の理由がある……？

「妖精さんは国宝みたいな存在だそうですね」

　ももこは訝いぶかしげに首を傾け、さらにスマホに浮かび上がった情報に目を走らせていく。

「【妖精郷フェアリム】の親善大使さんって、とっても名誉ある役職だそうです。ほら、前任の【妖精郷フェアリム】の親善大使さんのお名前が記録されてるくらいです」

　前任の親善大使とやらが任命されたのはおよそ30年前だそうだ……。

「どうして訊太郎くんが、そんなものに指名されたのでしょうか？」

　思い当たる節はある。というかこれしかないと断言できる。

　現実の夏祭りに該当するのが、クラン・クランで開催される『妖精の舞踏会』だとして。先駆都市ミケランジェロで賢者ミソラさんと会食した際、『妖精の舞踏会』が行われる時は俺に妖精たちを預けると言っていた。それが関係しているとしか考えられない。

　つまりこの一連の騒動は……ゲーム内で起こした行動やイベントが、現実に影響してくる……と。

「あっ、訊太郎くん、窓の外に……」

　そうももこが指差した白いレースカーテンのその先に、やんわりとしたオレンジ色が広がっていた。そろそろ日も沈むといった時間帯を示すその色合いの他に、いくつかの小さな点がちょろちょろと動き回っていたのだ。

　俺は、まさかと思いながら窓を開けてベランダへと飛び出る。

　一瞬、七色の雨が降っている？　そう錯覚してしまいそうになるほど、いつも見ているはずの……変わり映えのない風景が幻想的に彩られていたのだ。

「たろん、たろんッ、やほ！」

「あっ、たろんだっ！」

「遊びにきちゃったーん♪」

　そして、とても、とても聞き覚えのある高い声音が響いた。

　俺の名を呼ぶ、声の主たちは……羽の生えた小人。

　暮れなずむ夕空を背景に、その小人たちは虹色に輝く鱗りん粉ぷんを煌めかせ──

　楽しそうに笑っていた。

　それが一体何なのか、俺は知っている。

　クラン・クランで出会った時と寸分違わない姿──

「……妖精」
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　伝説。

　おとぎ話。

　異世界。

　様々な形で、幾百、幾千の年月を経て。

　人類はまことしやかに、その存在を仄ほのめかしてきた。

　いるかもわからない偶像の産物として。

　在ったからこそ、語り継がれるその姿を。

　人々が恐怖し、強く望み──

　思い描いてきた。

　神域と、伝承されし理ことわりの一端。

　人が夢見た、幻想世界ファンタジー。




　それが今、目の前に現れたような気がした。





書き下ろし　　愛と血のバレンタイン







〈クラン・クラン〉　【公式サイト　傭よう兵へいたちの宴会　掲示板】

スレッド名：【イベント】男たちの歓喜【バレンタイン】：




1：ついに来たな、バレンタインデーイベント

2：クラン・クランが始まって約半年、非モテ諸君の傷心する季節がやってまいりました

3：ふぉッふぉッ、若人の早とちりはいかんぞ。なんせこのイベントは現実のソレとは違うからのぅ

4：日本のバレンタインデーと違う仕様なのが救いでござるな

5：ガチのマジで俺らが、選ばれる側じゃないってわけよ

6：選ぶ側、すなわち男おのこがどすこい！　チョコを渡す側でごわす！

7：平和ぽぉぉぉお！　世界的にこれが普通なのだから日本もそうしてぽぉぉおお！

8：されば某それがしを含め、日本男児の心の安寧は永久に守られるでござるなぁ

9：嬉うれしい仕様じゃが、イベント報酬の装備はいらんのぉ。デザインがふわふわしてて合わんのじゃ

10：女性は【ハートのエプロンドレス】、男性は【ハートのコックエプロン】だっけか

11：今回のイベントは、チョコを女性傭兵プレイヤーに渡せばクリアだから至極単純でごわす

12：傭兵プレイヤー同士の交流を深めようぜーってのがメインっぽね

13：お前らに、チョコを渡せるような女性傭兵プレイヤーっているの？




　…………誰もがこのスレッドへと書きこむ手を止め、しばらくの空白が生まれた。




14：も、も、もちろんいるでござるよ！　某には心に決めた大和やまと撫子なでしこがいるでござる！

15：ガガガガガチのマジでいるからな！

16：ハーッハッハッハッ！　ついに愛しの花ひめに、我が燃えたぎる情熱を贈る時がきたか！

17：メルヘン卿きょう……、お前、まさかッ白銀の天使ちゃんに!?

18：決まってるだろう？　このボク、眠らずの魔導師こそが愛しの花にチョコを贈るにふさわしい！

19：それならガチのマジで俺だってやったる！

20：ふぉっふぉっー、ちよこれいとを孫娘にやるのはじいじの務めじゃ

21：天使ちゃんにチョコをあげるという口実をきっかけに、俺たちでも……仲良くなれる!?

22：みなの衆！　出陣でござる！

23：急げ！　期間限定フィールド、チョコの実がなるという【製せ菓か胃い樹じゅ】へ！

24：お前らチョコ作れる『料理』スキル持ってんの？

25：……失念していたっぽ。銀髪ロリ天使ちゃんに手作りチョコを渡す夢が消えたぽ

26：じゃあ道具屋で売ってる、量産型のチョコか。せいぜい高級タイプの物を渡してやれよ～




◇




「わあぁぁ～！　今回のバレンタインイベントの報酬装備、すごく可愛いよ！」

「タロちゃん、ちょっと見て見て」

　世界がとんでもない事になったあの夏から半年以上が経った今。

　変わる事の方が多かったものの、変わらずに残った文化というか風習という物もある。

「どうしたの？　ゆらちとシズちゃん」

　馴な染じみの傭ク兵ラ団ン【百騎夜行】の女子メンバー二人と狩りの最中。急に彼女たちがキャッキャッと騒ぎ出したので、俺もその輪に交じるべく彼女たちが覗のぞいていたウィンドウを眺める。

「うわ……」

　そこには白のエプロンフリルが目立つ赤いドレスが載っていた。しかもスカートはかなり短めで、赤と白のストライプニーソ付き。靴も真っ赤なゴシック調で、コスプレイヤーとかが履いてそう。

　何より目を引くのは胸の中心部分にハート形の穴が開いてるのだ。そこから白いエプロンに血が漏れ出ているかのように、紅が点々と垂れている。そんな穴を塞いでいるのは、ひしめき合った10枚前後のトランプ。さらに首元のリボンからはジャラリと首飾りのような物が垂れていて、先端に付いているアクセサリーがハート形、つまりは心臓をモチーフにしたキラキラのクリスタルだ。

　全体的にフワフワしているのに、微妙にグロいデザイン。

　言わずもがな俺は絶対に着たくないし、いらないと思った。

「タロちゃんが着たらぜーったい似合うと思う！」

「見た目も抜群で、性能もいいから私たちも欲しい！」

　性能……？

　よくよく説明欄を見てみれば……。

「指定したアビリティの成功率を５％上昇させる!?」

　こ、これはッ、錬金術アビリティ『合成』をセットすれば、５％も成功率が上乗せできると!?

「錬金術士として！　ぜ、ぜひとも欲しい！」

「だよね！　バレンタイン最高だよね！」

「しかも今回はあたしらがわざわざチョコを作らずに済むから楽らくだ～！」

「んねっ！　ゲームってこういうとこが好き」

　楽……だと？　さすが生粋の女子たち……この一大イベントを『楽』の一言で片づけてしまうとは……俺とは度胸が違う。男子にとってこの季節が近づけば、チョコがもらえるかもしれないと、期待と不安で胸を膨らませてしまい、夜も眠れなくなるというのに！

「へー、やっぱりあたしらは男性傭兵プレイヤーにあげないとダメなんだって」

「ふーん、そっかぁ……あっ、私はユウ君だったら……いいな？」

「じゃあ、あたしはコウって流れかなー。あの二人に言っておかないとだ」

　なっ!?

　軽々と決めてしまう彼女たちが信じられない。全く恥ずかしげもなく、いやシズちゃんはちょっと頰を染めているから、恥じらっているのか……それでも簡単にチョコを渡す意志を固めてしまった。

　しかも俺の親友である、晃こう夜やと夕ゆう輝きにあげるのか。あいつらめ！　これだからイケメンは！

　昔からそうだった。あの二人はいくつものチョコをもらい、地味で平凡な俺は当然ゼロ。

　今年も惨めな季節になりそうだぁ、なんて内心で密かに男泣きをしていると、シズちゃんがとんでもない話を振ってきた。

「で、タロちゃんは誰にあげるのー？　っなんて、タロちゃんが（お返し相手に）困る事はないかぁ」

「えっ、俺……？」

　当然ながら、今回は俺がチョコを渡す立場だと今更ながらに理解したのだった。




◇




「俺がチョコをあげる……？　誰に……？」

　あれから俺は、一旦二人と離れゆっくりと一人で考える事にした。そして気付いた。

　いざ女性陣の視点に立ってみればなんと恐れ多い事か、チョコを渡すなんて告白すると同義なわけで!?　そんな勇気、俺はとてもじゃないが持ち合わせていない……。

　しかし、報酬装備である【ハートのエプロンドレス】は有用な効果があるので必ず手に入れたい。

　しかししかし、晃夜や夕輝に面と向かってチョコを渡すなんて恥ずかし過ぎる行為だし……でもでも、俺にはあの二人以外に渡せる男子も、渡したいって思える男子もいない……。

「……ん？　……渡したい？」

　何を思ってるんだ俺は！　これはそう、感謝、感謝の念！

　ふっ。何を慌てているんだか。ただ日頃の感謝の気持ちを込めて渡すだけだ。

　それに、ゆらちやシズちゃんが親友たちへチョコを渡すのを、俺だけが黙って眺めているのは、なんかこう……その情景を思い浮かべただけで胸がチクリとする。

　これは別に嫉妬とかではなくて……なんていうか、仲間外れが嫌なんだ。

「そうと決まれば、チョコの原材料を取るために【製せ菓か胃い樹じゅ】へ行くぞ！」

　こうして俺は順調に素材を集め終え、さっそく錬金術でチョコ作成に挑む。

　道具屋に売っている普通のチョコをあげるというのは、錬金術士としての誇りが許さない。どうせ渡すなら、スペシャルで意外性のある物であいつらを驚かせてやりたい。ドヤ顔で以もって『これこそ錬金術士が成せる匠の技！』と豪語するのだ。これは決して手作りで、他の女子からもらうであろうチョコと差をつけたいだとかは、これっぽっちも思っていない。うん。

『溶かして、混ぜて、型に入れて、冷やして、トッピングで完成か。ありがと、姉あね』

『おいっ、太た郎ろう！　まさか誰かにチョコを────』

　チョコ作りの手順は姉に聞いたのでばっちりだ。

　フレンドメッセージをさっさと切った俺はまず、【製せ菓か胃い樹じゅ】で取れた【チョコの実】と【クリイムの葉】とやらを眺める。実は一見して茶色の胃袋、葉は人間の白い手みたいな造形だ。

　ふむ……報酬のエプロンドレスも心臓だったし、なんだか今回のイベントは人間の臓器や身体の一部分をモチーフにした物が多いな。そこでふと思い至る。

「なるほど。手作りのチョコで想いを伝え、胃袋を摑つかみ魅了すれば相手の心を意のままに……つまりは命そのものを摑めるといったところか？　フフフ、まさに錬金術にふさわしい暗黒面だ」

　さっそく俺は【チョコの実】を溶かすために、スキル『精霊獣の箱庭』を発動する。【火蜥蜴サラマンダー】を３匹飼育している箱の内部は、まるで淡く火が灯った小さな洞窟だ。俺が丹精込めて練成した炎皇石フランメの一つ一つを配置し、火蜥蜴サラマンダーが住みやすいような環境を整えてある。『精霊獣の箱庭』は本来であれば精霊獣を観測し、時間をかけてゆっくりと彼らが生み出す精霊結晶エスピリトゥや精霊魔材イスト・マテリアを取り出すためのもの。

　しかし、実はこの箱自体がトラップや状態異常を起こす装置にもなる。傭兵プレイヤーであれば、触れれば火傷状態に。素材であれば熱して溶かし別物の素材へと変化させてしまう。

「火蜥蜴サラマンダーたち、出ておいで。主あるじのお願いだ、炎皇石に火を吹いておくれ」

　火蜥蜴サラマンダーがチロチロと炎を走らせる。その状態で箱の上に【チョコの実】を載せれば、湯ゆ煎せんしたかのように溶け始めた。

「フフフ、箱の上で生まれた茶色の液体をフラスコに……慎重に入れていけば……」

：【チョコの実】は【液チョコ】になりました：

　ログを確認した俺は、第一段階が終了したと確信。

　次のステップは混ぜる。これはアビリティ『合成』を使えば問題ないだろう。

「チョコとクリームは鉄則。あとは……確かチョコには卵が合うってどこかで聞いたような？」

　そこで取り出すは【暴虐竜の黒卵】。暴虐竜ルシドラは、その狂暴性ゆえに大変苦労して討伐したモンスターだ。しかしドロップ品もその分大量で、鱗うろこや角、卵やらがストレージに30以上はある。

「そういえば、白身はチョコと直接混ぜちゃダメなんだっけ。なら分離だ」

　俺は素材を分解したり、武器を塵ちりと化す魔導錬金を発動。

「【戯ロれーたヴるァ塵イ化ス】」

　これで【暴虐竜の黒卵】は白身と黄身……ならぬ黒身に分けられた。もちろん溶かした【液チョコ】と一緒に『合成』するのは栄養が多く含まれているであろう黒身の方だ。

　合成釜で二つの素材を組み合わせ、ぐつぐつとかき混ぜていく。かなり早い段階で、アビリティ『飽くなき探求』を発動し、追加素材としてビーカーに【クリイムの葉】を入れる。

　白い葉は瞬時に半透明の液体に変化し、それをトクトクと合成釜へ注いでいく。

　次の段階は型に入れるだけど……無限の可能性を秘めたる錬金術を型にはめるなんて言語道断。代わりに混こん沌とんを求め、【竜巻】を起こす【製嵐機】に白身を投入すべし。本来は毒物などを入れて周囲に拡散する装置だけど。ちなみに毒物を入れる俺もダメージをくらうのでちょっと欠陥品。

　白身は激しい回転に巻き込まれ、そして粉雪のように空中へと散布される。

：【暴虐竜の白身卵】は【わたふわメレンゲ】になりました：

　次のステップは冷やすだけど、この情熱を冷やしてなるものか！　むしろ熱き信念を注ぎこむ！

「世界を繫つなげ──魔塔錬金、【無限の電波塔フリー・エネルギア】！」

　本来であればこの塔は、複数の傭兵プレイヤーと同時に通話でのやり取りが可能な優れ物。戦闘時では大いに役立ち、連携を生みやすくする。しかし、もう一つの効能も隠されているのだ。

　それは【無限属性フリー・エネルギー】を付与する事。

　ラジオを開発した彼の偉大な科学者ニコラ・テスラも言ってたじゃないか。万人に無限のエネルギーを！　と。彼はインターネットの存在を80年も前から予見し、その研究成果の多くが現在では俺達の生活を支えている。

　いつかは俺も、彼のような大発明を……例えば、素材強化に使える『復元を司る拷問台座』にお手製の機ゴ械ー人レ形ムを載せ、この無限のエネルギーを放つ塔の力を活用して強化すれば……フランケンシュタインの人造人間とか作れちゃったり、なんて淡い期待を抱いていたりもする。

　俺は【わたふわメレンゲ】を拷問台座に置き、【無限の電波塔】よりエネルギーを注入。大幅に魔素値を増幅させた【わたふわメレンゲ】を『飽くなき探求』のビーカーで合成釜にぶちこみ、混ぜマックス！　そして最後のトッピングは男らしく、潔く、なし！

：【液チョコ】＋【暴虐竜の黒身卵】＋【わたふわメレンゲ】＋【無限属性】→【狂竜味の黒菓子ブラック・ガトーショコラ】ができました：

「こ、これは……チョコオリジナルを超える、異物？　いや、ケーキ？」

　もしかして、おしゃれなガトーショコラ的な物が創れてしまった……？

「フフ、錬金術とは原初オリジナルを超えた幻想物ファンシーを創造する事にある！」




◇




「天使さま、これって……」

　晃夜や夕輝にチョコを渡す前に、俺はミナにチョコをもらっていた。だからお返しに作り過ぎてしまったガトーショコラを渡すと、彼女はかなり驚いていた。

「うん。錬金術で創ったガトーショコラだ」

「えっ……料理スキルもないのに……錬金術はそんな物まで作れちゃうのですね……」

「うむ！　しかも食べても減らない無限のガトーショコラなんだ」

「消費アイテムじゃ、なくなってます、ね……わたしの用意したチョコなんかとは大違いです……」

　なぜかしょげてしまったので、俺はニカッと笑って見せる。

「真心だけは錬金術じゃ創れないよ、ありがとうミナ。このチョコは大事に食べさせてもらうよ」

　そうして俺があげたアイテムの説明をすると、ミナは納得したようにほっこり微笑み、元気復活してくれた。

「それにしても、さっきからやけに俺たちへの視線が多いような……」

「そうですね……天使さまを狙うロリゴン共でなければよいのですが」

　妙にそわそわとした様子ですれ違う傭兵プレイヤーたち。なぜか彼らは大事そうに何かの包みを抱え、消しては戻し、消しては戻しを繰り返していた。

　一体、何なのだろう？

　そんな風に疑問に思いながら歩いていると、ついに親友たちが待つ広場へと到着。

　やっぱり既すでにあいつらは大量のチョコをもらって──

　いなかった！　やった！

「俺が一番最初だ！」

　ゆらちやシズちゃんも来るはずだったけど、どうやら先に到着したようだ。

　俺は思わず二人にダッシュで駆け寄る。

「おータロ、呼んじまって悪いな」

「やぁタロ、ここまで足を運んでくれてありがとう」

「いやいや、イベント報酬のためだしな！　こっちこそ、その……」

　さぁ、このまま軽い流れでスパッと手作りガトーショコラを渡せばミッション終了だ！　そう意気込んではいるのに、どうしてか身体が心に追いついて来てくれない。

　何を躊ちゅう躇ちょする必要がある。ただ素直にいつもありがとって伝え、手作りガトーショコラを……手作り？　ミナは料理スキル持ち以外の傭兵プレイヤーは通常、道具屋で買ったチョコを渡すと言っていた。

　なのに俺はわざわざ手作り？　そんな物を親友たちにあげるなんて……。

「べ、べつにお前たちに食べさせたくて創ったんじゃないから……俺だけ、仲間外れは嫌だなって……だから、ほらガトーショコラ、あげる」

　気付けば、ベタなツンデレ風の台詞が俺の口から出てしまっていた。

　後悔と恥辱で思わず肩が震えてしまう。

「おう……？」

「えっ、タロ……」

　しかも親友たちはポカンとした表情で俺を見つめるばかり。

「あのイケメンたち、天使ちゃんからチョコもらってたぞ！　女性はお返しする立場なのに！」

「クソが！　今回のイベントは男性傭兵プレイヤーが渡す側なのに！」

「それでも天使ちゃんにあんな顔させて、ガトーショコラなんて羨ましい物をもらいやがって！」

　外野がなぜか騒ぎ立て始める。その中でも俺は聞き逃せない単語を聞いた。

　男傭兵プレイヤーが渡す側？　女性は、お返しをする立場？

「お、おおう……あー、おう。あ、ありがとうなタロ。じゃ、俺のチョコもやるわ」

「えーっと、うん……その、ありがとうね？　タロ、それじゃあボクのチョコをどうぞ」

　渡さなくてもいい俺が、わざわざ親友たちにガトーショコラをあげてしまったという事実が落雷のごとく全身を襲う。

「ぴぃぃぃやあああああ!?」

　恥ずかしさのあまり、奇声を上げながら親友たちからのチョコを受け取ってしまった。

「我が名は眠らずの魔導師グレン！　罪深きイケメン共に怒りの鉄てっ槌ついを下そうぞ！」

「出陣でござる！」「どすこーい！」

「無念じゃ。わしだって天使ちゃんにチョコを渡したかったのぅ……」

　ハッ!?　俺が少し意識を飛ばしている間に、親友たちにピンチが訪れている!?

「お前らイケメンは、ちったぁ美少女からもらえるチョコに感謝しろやぁぁあ！」

　誰かの叫びが俺の心に響く。そうだ、俺は感謝の気持ちを二人に伝えたかっただけ。それなら、男子とか女子だとか関係ない。性別的にグレーでどっちつかずの俺が言えた義理じゃないけれど……。

「二人は友達で、いつもお世話になってるから……」

　俺がポツリと喋しゃべり始めれば、親友たちを取り囲んでいた傭兵プレイヤーたちの動きがピタリと止まる。

『ガチの友達？』『恋愛感情はない？』『ホッとしたっぽ』との呟つぶやきが、耳を打つけど構わずに続ける。

「日頃の感謝を込めて贈るのだから、性別とかは……その、か、関係ないと思います！」

　そう叫べば、辺りは静寂が支配した。そして数瞬後──

「「「て、天使かよ！」」」「「純情かよ！」」

「「「それなら、俺たちのチョコ愛も受け取ってくれ！」」」

「そのッ、いつも某らに癒やしを分けてくださる感謝でござる！」

　予想外の展開に俺はてんやわんやだ。

「も、もちろん、みなさんから頂いたチョコには感謝してますので、お、お返しはします」

　こうして俺の手元にあった多数のショコラは秒で消え、代わりにたくさんのチョコをもらった。

「天使ちゃんが愛情をたっぷり込めた手作りガトーショコラだ！」

「やったでござる。某、もう死んでもいい心地でござるよ……」

「あ、あのっ、そのガトーショコラなのですけど──」

　と、俺がアイテム効果を説明し出す前に、親友たちを含めその場の全員が食べ始めてしまっていた。

「これはとても美味い…………おうっ、なんだグレン！　やるつもりか!?」

「美味しいね……って、コウ!?　なんでボクに殴りかかるの!?　っん、君はグレン君!?」

「なぜ諸兄らは某に攻撃を!?　かくなる上は応戦でござる！」

「クッ、百騎夜行のユウとコウが10人に分身!?　こしゃくな！　我が炎魔法で吹き飛べ！」

　あらら……。

　実はこのガトーショコラ。【暴虐竜】の性質を濃く受け継いだ効果があって、食べれば１分間、力と体力、素早さを２倍にする。その代償に、周り全ての存在が襲いかかって来る幻惑効果付き。いわゆる状態異常、【狂バ戦ー士サ化ク】だ。このクラン・クランはＰｖＰが跋ばっ扈こする世界だから、傭兵プレイヤーが突然襲いかかって来るのは珍しくも無い。むしろ現実味のある光景。

　だから誰も状態異常だとは気付かずに、争い合ってしまう。

　……あぁ、愛は盲目とはよく言ったものだ。

　ここに血祭りのバレンタインが幕を開ける。




　そして数時間後──現実リアルで待っていた姉が満面の笑みで言う。

「太郎！　さぁ、私の作った特大ホールケーキをお食べ！　ハッピーバレンタインよ！」

　うっぷ、姉よ……こんなには食べきれない、胃が限界に……。

　俺は思い知った。愛は重いということを。





[image: ]





本作品は、二〇一九年一一月、小社より単行本として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







Ｋラノベブックス

美び少しょう女じょになったけど、ネトゲ廃はい人じんやってます。２




二〇一九年一二月一日発行

星ほし屑くずぽんぽん
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